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序文

本書は、太宰府市が昭和54年度から実施した大宰府条坊跡調査報

告の第3集にあたるものであるO これまで太宰府における調査の主

眼は政庁、学校院、観世音寺など当時の政治、文化を象徴する分野

に注がれ、古代社会の基盤をなした一般集落の解明はややたち遅れ

てきた観があるo 当時の社会を解明するには庶民文化の内容にメス

を入れる必要があるo 条坊地域の調査はこうした広義の大宰府を検

証していく作業であるo 発掘された遺物、遺構には人々の技術、創

造、生活の中の喜怒哀楽などが投影されており、私たちの感動を呼

び起こす。現代社会は機械と頭脳が進歩してきたため人間自らの技

術は大極的には低下し、統一体としての人間のバランスは失なわれ

てきつつあるo こうした現代における精神世界の矛盾を克服するに

は、歴史を通じて人間性における価値観を見つめ直すことが必要で

あろう o 条坊跡、における土木、建築、集落構造などの系統的、具体

的な解明は、今、開始されたばかりである O 今後、古代の精神世界

と環境を追求するにあたり、本書がこうした分野に一つの手がかり

を与えてくれるならば、国民の一人として願ってもないことである O

連日の作業は地元の市民の手で完壁に終了することができ、土地

所有者の方々の理解について厚くお礼申し上げるo

昭和59年3月31日

太宰府市教育委員会

教育長陶山直次郎
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序章I 

調査経過と概要 (fig.1， 82) 

昭和56年度の調査地域は次の 3つに大きく分かれるo

( 1 ) 6AYI 地区...・H ・..第18~32一 2 次調査6AYE 、

6AYQ地区………第17次調査( 2 ) 

( 3 ) 6AYN-B ・H ・H ・..第16次調査(条坊H報告済み)

( 3 )は民間の宅地開発

に伴う緊急調査である。(1 )は県道関屋一吉木線の南側一帯、すなわち学校院跡、観世音寺の南側

隣接地域にあたり、条坊の位置の上では最も重要な地域の一つであるo これらの地域については平面

( 1 )、(2 )は昭和56年度の太宰府市土地区画整理事業に先だっ発掘調査で

発掘の必要性も考えられたが、区画整理の工事などで遺構を破壊される道路予定地についてのみ調査

を実施したo
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条坊内の調査次数 (tab.1) 

太宰府市教育委員会による条坊地域の発掘調査については、各年度のトレンチ番号などで調査位置

を明らかにしてきたのであるが、今後は各地点の調査を次数番号で表示することにするo

条坊地域内の調査については、福岡県教育委員会、九州歴史資料館が行なった大宰府史跡及び.南バ

イパス(御笠川南条坊)の報告で各々単独の次数が付けられているo これらの調査次数と混同しない

ように太宰府市で独自に条坊内での調査次数番号を付す。仮りに本文中で各調査次数を引用する時は、

大00次・・・・・・・・・大宰府史跡関係

南00次...・H ・..南バイパス関係

条00次・H ・H ・..太宰府市、大宰府条坊調査

の略号をもって表示するo

現在までに太宰府市で行なった条坊内調査個所と次数については条坊I、Hにおいて明記していな

いため tab.1に補足・した。

本文の遺構、遺物で使用する各種の略記号については付編に説明を補足した。とくに説明を加えな

いものについては既刊行の『大宰府条坊跡 IJ および WllJ を参照されたい。遺構出土遺物の種類、

点数は巻末の別表 1を参照。土師器の計測値は別表2を参照。別表 1、2から遺物組成の把握が可能

であるo tab. 1 .調査次数一覧表

調査次数 年度 番トレン号チ 遺構番号 地割略号 推定条坊 地 番 調査期間 検出 遺構

1979 6AYQ-D 右郭六条八坊 大字通古賀字半田326-1 79.12.10-12.12 

。 2 4少 イシ "， 。312 79.12.10 

。 3 。 "， 。 。325 79.12.10 

。 4 6AYV-A 右郭六条九坊 。
"， 329 79.12.10 

2 "， 5 6 AYQ-D 右郭七条八坊 "， 317-1 79.12.11-12.12 凹み

2 "， 6 ∞l 6 AYQ-C 右郭七条七坊 4シ "， 283 79.12.11-80. 1 .14 奈良時代、 L字講l

2 "， 7 。 φ 4シ イシ イシ 79.12.11 

2 "， 8 6 AYQ-D 右郭七条八坊 "， φ317-1 79.12.12 

2 。 9 6AYQ-C 右郭七条七坊 。 。ぉ3 79.12.14 

2 "， 10 。
" "， 。今 79.12.14-12.18 

2 。 11 "， "， 。 。316・1 79.12.14-12.18 

2・ 。 12 "， 。 "， 。ぉ3 79.12.14-12.18 

2 "， 13 ∞l "， "， 。 。。 79.12.17-12.18 ∞lの南延長
"， 14 "， "， 。 ~ /，1 79.12.17-12.18 ∞lの南延長

2 "， 15 ∞l 。 。
" 今316-1 79.12.17-12.18 ∞lの西延長

。 16 ∞I 。 " 。 。283 79.12.17-12.26 ∞lの南延長
。 17 6AYQ-D 右郭七条八坊 。 。318-1 79.12.18-12.26 

3 "， 6AYQ-D 右郭七条八坊 "， 字半田・権入 79.12.11-12.13 

4 。 6AYYQR -C 
6AYR-D 右郭九・十条七坊 。 字前田中・権入 79.12.13-

。 18 ∞5-∞9 6AYR-B 右郭十条六坊 。 字商ノ後530 79.12.20-80. 1 .14 平安時代、井戸、ピット

5 。 19 010-015 φ "， "， 今531 79.12.20-80.1.14 奈良時代、土城l、平安時代、東西溝l、ピット

5 。 20 "， 。 "， 。530 79.12.20 
--'--

一 2-



調査次数 年度 番トレン号チ 遺構番号 地割略号 推定条坊 地 番 調査期間 検出 遺構

5 1979 21 6AYR-B 右第十一条六坊 大字通古賀字西ノ後552・1 79.12.20-12.26 平安時代ピット

φ 22 
'" 右郭十条六坊 。 。 554 79.12.20-12.26 

5 。 n '" 右郭十一条六坊 '" φ553 79.12.20-80. 1 .8 

5 。 M 4砂 右郭十条六坊 '" 。 530 79.12.20-関.1.8

6 1980 020-024 6 AYE-B 左郭八条七坊 大字太宰府字月見山2705-1 19鈎.8.6-8.11 中世、土墳3、ピット

7 1980 6AYQ-B 右郭七条六坊 大字通古賀字古111365-3 1980.11.27-12.4 

7 '" 2 6 AYQ-A 右郭七条五坊 '" 。373・8 1980.12. I -12. 4 

7 。 3 。 右郭八条五坊 4シ 。373-6 19鈎.12.1-12・3

7 今 4 030 6 AYQ-B 右郭八条六坊 φ 。375・1 1980.12.1-12.10 中世杭列l

JJ 5 。 右郭八条六坊 φ 字半田265司3 1980.12.2 -12. 4 

8 4少 6 。 右郭八条六坊 φ 字権入255-13 19鈎.12.4-12.10

8 。 7 
'" 右郭九条六坊 イシ 字北ノ橋392 1980.12.4-12.10 

8 φ 8 031--035 。 右郭九条六坊 。 。ω4 1980.12.5-12.17 平安時代、南北溝l、ピット

'" 9 036-039 6 AYM-B 右郭八条二坊 争 字丸石55-1 1980.12.10-12.18 平安~中世のピット群、東西溝l

10 イ〉 13 6AYM-D 右郭八条四坊 4シ 字東蓮寺81 1981.2 

11-1 '" 10 6AYE-A 左郭五条八坊 大字観世音寺字露切93・14 1980.1.9 

11-2 
'" 11 040-059 6 AYE-A 左郭五条八坊

。 80・1 1980. 1 .9-1 .21 平安~中世、溝、土媛、ピット

12 '" 12 060-061 6 AYE-B 左郭五条七坊 '" 
93-4 1980. 1 .13-1 .26 中世、南北溝l

13 '" 085-086 6AYP-A'B 右郭ー五・・二六坊条 大字坂本字大正府64-1.65 1980.12.17-12.26 

14 イ少 14 065-070 6AYE-C 左郭五条六坊 大字観世音寺字露切litl~;103-1- 1980.6.10-7.25 平安~中世、井戸、土横、ピフト

15 1980 15 075-080 6 AYQ-B 右郭八条六坊 大字通古賀字半田265-4 1981. 3 .11-3 .19 奈良~平安時代、ピット。平安時代土墳(井戸?) 

16 1981 087-095 6AYN-B 右郭十三条二坊 大字通古賀字鶴畑i21i06i6 18・l 1981. 6 . 9 -7 .31 奈良~平安時代、ピット。平安時代、溝、土媛、ピッ

17 
'" ∞1-∞3 6 AYQ-B'C 右郭七条六・七坊 大字通古賀字半田 1981. 9 . 7 -9 .14 奈良時代、井戸l。平安時代、井戸l

263 
18 '" 2 6 AY(-C 左郭六条二坊 大字観世音寺字日吉259-9 1981. 9 .30-10.14 

19 '" 3 ∞1-080 6 AYE-D 左郭五条五坊 大字観世音寺字土居ノ内116ω2 1981.10.14-82. 1 .14 鎌遺奈構倉良面時~室代を検町、講時出。代じ、 溝平安l、時代土療、溝、ピ1、ッ土ト境な、ど。ピッ2層ト。の

20 '" 4 。 左郭六条五坊 大字観世音寺字土居ノ内165・l1981.11.19 

21 4少 4伊 左郭六条五坊 大字観世音寺字土民ノ内124 1981.11.20 

22 。 6 105-107 '" 左手3六条四、五坊 大字観世音寺字土居ノ内145 1981.11.20-12. 4 平安時代、遺物包含層。中世、溝、掘立柱。

23 。 7 100-104 '" 
。 大字観世音寺字土居ノ内134-2 1981.11.20-12.1 

24 。 8 108-120 6AY(-A 左郭六条四坊 大字観世音寺字土居ノ内140・l1981.12.5-12.15 平を検安時出代。、土績l、井戸l、ピット、 2層の遺構面

25-1 。 6AYE-D 左郭五条五坊 大字観世音寺字土居ノ内145 1981.12. 9 

25-2 φ 10 121-127 '" '" 大字観世音寺字土居ノ内144 1981.12.9-12.16 
平F安P時RftU-t中世h、土T歳明、ピbッZト街地土墳、 I

26 '" 11 250-272 6AY(-B 左郭五条三坊 大字観世音寺字五反田249・1 1981.12.9 -2 .17 

27-1 
'" 12 200-229 6AY(-A 左郭五条四坊 大字観世音寺字土居ノ内140-4 1981.12.10-2 . 9 

1安時代、小溝、土境、ピット 2層の遺構面を検
27-2 
'" 13 

130-199 6AY(-A'B 左郭六条三・因坊 大字観世音寺字五反田223439-l 1981.12.10-2.23 奈ト、良時2層代の土遺域構1面。平を検安時出。代講2、小溝、 土績、 ピッ I230-236 

28 。 14 280 6 AY(-B 左郭五条三坊 大字観世音寺字五反田249・1 1982.1.27-2.10 平安時代ピット l

29 '" 15 
6AY(-A 左郭六条四坊 大字観世音寺字土居ノ内145・11981.12.9 中世、井戸l

30 φ 16 6AYE-D 左郭六条四・五坊 大字観世音寺字土居/内134・l1981.12.10 

31-1 '" 17 6 AY(-B 左郭六条三坊 大字観世音寺字五反田235 1981.12.10 

31-2 φ 18 6AY(-A'B 
'" 大字観世音寺字五反田お5 1981.12.10 

32-1 1981 19 6 AY(-A'B 左郭六条三坊 大字観世音寺字五反田;ぉ6 1981.12.10 

32-2 4少 m '" 
。 大字観世音寺字五反問おかl 1981.12.10 

- 3ー



E 遺跡の概要

第17次調査

土層

第17次調査は、推定右郭七条、六・七坊の境に近接する地域で、区画道路計画地にT字形配列の 8

個所のグリッドを設定した。東側 b、cグリッドは現代の盛土があり、この下の表土(耕作土)を除

去すると青灰色粘質土の地山が認められたo a 、d- fのグリッドは耕作土を除去すると地山が認め

られた。地山検出面は浅く、遺構面は過去に国道3号線建設などの道路建設で削平されている。この

g 、eグリッドで各 1基検出された。

検出遺構(ng.2、pla.9) 

17S E001 井戸 I類。 eグリッドで検出された。掘形は円形で

長軸×短軸は2.1X2.0m、深さ1.2mo井戸側は一木の芯部をくり

抜いた筒状のもので、上端は腐朽しているo外径81cm、内径70cm、

厚さ約 5cm、高さ87cm。下端近くに方孔(いかだ穴と思われる)が

2ヶ所あるが、外側から小石、土器片あるいは板材などを使って孔

を埋めているo カシ材 (P103参照)0
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fig. 2 第17次調査17S E 001、17S E 002実測図、グリッド配置図
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gグリッドで検出したo掘形り上面は円形で径1.25m、深さ1.2mo縦板に方IIA類。17 S E 002 

形枠を組み合わせたものo 四隅に隅木を配し、南側では横桟と隅木は柄組で固定する o他の部分は横

桟を欠損する o外側の縦板は前後に 2枚を重ね、内側板のすきまを埋めるように外側板を少しずらし

て重ねているo枠は底面で南辺0.5m、東辺O.75m 0 

17 S E002より新しい落ち込み。17 S X003 

出土遺物

17 S E 001出土土器 (fig， 3、別表 1・2) 

井戸を構築する際の井戸枠の裏込めと井戸廃絶後の井戸埋土から遺物を検出した。

土師器

器面はかなり風化しているが体部内外面にミガキ aを加えた痕跡が認められるo 底部、、，，，，噌・4
J
t
、、

杯 d

、一一~/

宇土ニズ

「ご二t.........口、
。は回転ヘラ削りされる。井戸埋土層出土
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須恵器

蓋 c (2-6) 3、4は端部を三角形につくる c3型で、 2は丸味を帯び不明瞭な端部となった

退化形の c3である。 2-6の天井部は回転ヘラ削りされるo 4、5、6は天井部外面に墨書される。

4は「口合一汁カ食」と判読できるが、さらに左上にも墨書がある o 6は多くの文字の痕跡を認める

ことができるが判読は困難である o 5、6は内面に墨が付着し擦痕があり、杯蓋硯として転用された

ものである o 2、4、5、6は埋土層、 3は裏込めから出土。

この他図示しなかったが退化形の c3型で天井部をヘラ切り離しのまま再調整を加えない蓋(杯蓋

硯に使用) 1点、端部が長めに屈折する C2型に近い蓋 1点が裏込めから出土したo

壷蓋a (7) 天井部外面及び外縁をていねいにヘラ削りされるo埋土層出土。

杯 c (8・9) 底部から直線的にたち上がる体部で下位に強い稜を有するo 底部外面中央はヘラ

切りのまま削り調整を加えていない。高台は断面四角で低くつくられるo 蓋 c3とセットをなすもの

と恩われる。 8は底部外面に「止自ヵ」の墨書がある o 8は裏込め、 9は埋土層出土。

鉢(10)体部外面は格子目、内面は青海波の叩きを有するo 内面は叩きの上からナデ、横ナデ調整

されるo 破片には把手の痕跡は認められないが、把手のつく類例があるo 井戸埋土層出土。

以上の土器のうち 3、7は大 SD 2340申または条 2S D 001型、 1、2は大 SK 1280-S E 1081型

と思われるo

17 S E 002出土土器 (fig.3、別表 1・2) 

土師器

杯 c (8・9) 底部から直線的にたち上がる体部で下位に強い稜を有する o 底部外面中央はヘラ

切りのまま削り調整を加えていない。高台は断面四角で低くつくられる。蓋 C 3とセットをなすもの

と思われる o 8は底部外面に「止自ヵ」の墨書がある o 8は裏込め、 9は埋土層出土。

中椀 C (14・15) 体部は直線的に近く開く c1で、大SK 1800型。

黒色土器

椀 C (16・17) 内面に燥しを加えたA類。 16は中形で、体部はゆるやかなカープで立ち上がり屈

曲は強くない。内面は丁寧なみがき Cを加える o 17の内面は丁寧にみがきを加えているが付着物のた

め器面調整が観察できない。

越州窯系青磁

椀 (18) II 1 a類。体部外面から底部は施紬されず、内面の紬は灰緑色で発色が悪い。

小結

今回の調査成果は次の点に集約される o (1)後世の削平により浅く掘り込む遺構は破壊されてい

るが、奈良、平安時代井戸の検出により条坊地域の一端を知ることができたo (2)墨書土器の出土は、

この地域に文字を使用する階層がかかわっていた事を示すものであろう。当地点から西方向70mの地

点において、昭和54年度、発掘調査を行なったところ 8Cホ*前半の溝条 2S D 001を検出しているo

この溝からは墨書土器のほか、武器、農工具、祭記用具などの木製品を出土しているo この地域一帯

は、地理的にも条坊地域の中では比較的北側に位置する重要地域であると考えられるo

* 遺構型式略号については P2、付編P1・3参照
* * century (世紀)の略号。以下同様に使用する。
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2 第19次調査

推定左郭五条五坊の東側中央部にあたる o

土層

土層の関係は fig. 4で模式的に表わす。発掘区の東側と西側で堆積の状況が異なるo東側では、

上から表土①、床土②、黒褐色土③、黒灰色土④、灰色土⑨、暗褐色土⑩、黄色粘土⑬、灰褐色砂層

⑬の順に堆積するo 上層遺構は⑨から、下層遺構は⑬から掘り込む。西側では灰色土、暗褐色土、黄

色粘土層の堆積はなく、黒褐色土層の下はただちに灰褐色砂層に達する o このため西側では新旧の遺

構が灰褐色砂層上面から混在して掘り込む。また地形は南側へ傾斜し、遺構面上を覆う黒灰色土層は

南側にかけて厚く堆積するo 図示しなかったが黒色粗砂層は東側床土下で⑬の上に認められた浅い凹

み状の堆積土。茶色粘土層は19SX075西側で⑬の上に浅く堆積するo側溝内としたものは黒褐色土

層と黒灰色土層の両方を含む。北側に延長したグリッドでは表土、床土の直下に⑬が検出され、この

上面から新旧の遺構が掘りこむ。淡灰色土層が一部、遺構を覆う o

検出遺構

溝

19 S D 001 L字形に屈折する溝であるo埋土は灰、炭化物を含む黒色土で、下層では顕著に灰が

充満している。また全体にブロック状の焼土を含む (fig. 5)。溝の東端部、北端部は検出されてお

り、長距離にわたって連続した溝ではない。排水の目的よりも、むしろ何らかの区画にもとづいてつ

くられた溝と考えられるo19 S K 004、005、045A・B、050、SX034、038、054より新しく、 19S 

D037、SX007より古い。灰色土層から掘りこむ。検出遺構の中では新期に属する上層遺構。幅1.1

-2.2m、東西の長さ22m、南北の長さ16mo深さ 1m 0 14 C前半代。

N 

W ①表土 ②床上 ③黒縄色土 ④黒灰色土 E 

⑫ 
19S 0070上層

(茶色砂)

fig. 4 第19次調査土層模式図

S 

35.∞ 

。

fig.5 19SD001土層図
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1..縄色土(黄色ブロック混入) 、
2.原色土(黄色ブロック・焼土・灰混入

3.黒色砂質土(黄色ブロック・焼土・灰混入)f 19S 0∞1上層埋土
4.黒灰色砂土(貧色ブロッヲ・焼土混入

5.黒色灰層 、

6.黒色斑赤縄色土(競土混入) ~ 19S 0001下層埋土

7.暗灰色砂土 J 

8. a音築禍色土(灰色気昧)……19S0037狸土
9.赤色斑黒綱色土 | 

10.赤色斑暗灰色土 } 19S K005i.里土

11.黒色斑茶色土(灰混入)J 

12.灰色土



19 S 0010 南北溝と推定されるo灰褐色砂層から掘り込む上層遺構。19S K 012より古いo幅2.2m、

深さ0.5mo近世。

19S 0037 最新期に属する上層遺構o19 S K 004、005、S0001より新しいo幅0.7mo
19 S 0066 黄色粘土層から掘り込むが新期に属する東西溝である019S 0001、SX067より新しいo

幅1.5m、深さO.lmo
19 S 0070 下層遺構o19 S 0080と同方向に北東から南西へ流れるoS 0080が完全に埋没した後、
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fig. 6 第19次調査遺構配置図
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上から掘り込むo幅1ol-2.6m、深さ0.6mo 9 C前半。

19 S D080 下層遺構。今回検出した中では最古期に属する大溝で、北東から南西へ流れるo埋土

は上層(暗茶色粘土上層・下層、茶色砂層)と下層(青灰色粘土層、茶色土層)に分かれる (fig. 4) 0 

中高6.5m、i栗さ1oO-103mo 8 C 0 

土墳

19S K002 不整形の土墳で、灰色土層から掘り込み、 19S K 052より新しい。東西103mo

19 S K 004 隅丸長方形で、埋土は灰層からなり、墳内には陶磁器が多量に廃棄された状態で出土

したo灰色土層から掘り込み、 19SD001、19SX007より古い。長軸4.6m、短軸2.9m、深さ0.3mo

13C中頃-14C前半。

19S K005 長方形。灰色土層から掘り込む。 19S D 001、037より古い。長軸5.5m、短軸3.0m、

深さ0.5mo13C前半~中頃か。

19 S K 006 不整形の土墳で、灰色土から掘り込む。南北は107m、東西は102m、深さO.lmo

19 S K 012 土墳の南側は調査区外であるため全容は不明であるが隅丸方形と考えられるo灰褐色

砂層より掘り込み、 19S D010、19S X 021より新しく 19S X 020より古い。東西約2.3m、深さ0.5mo

近世。

19S K013 不整円形で、灰褐色砂層より掘り込む。 19SK032より新しい。東西の長さは106m、

j架さは0.2mo13-14Co 

19 S K 018 井戸の可能性があるo西側は未発掘で全容は不明であるが、平面は円形プランと思わ

れるo灰褐色砂層から掘り込む。 13-14Co

19S K032 楕円形。灰褐色砂層より掘り込み19S K 013より古い。長径102m以上、深さは0.6mo

13-14C 。

19 S K 043 南側は発掘区外で未調査。検出した部分の東西は101mo灰色土層から掘りこむ。 19S 

K045より新しい。

19 S K045A・B 掘形は隅丸方形で井戸の可能性があるo中心部の落ち込み045Bが井戸枠の部分

に相当するのかもしれない。灰色土層より掘り込むo19 S D 001、19SX003、19S X 043より古い。

東西2.8m、南北2.9m、深さは0.6mo045Bの東西の長さは101mo

19 S K 050 大半を19S D 001に切られており形状は不明であるo灰色土層より掘り込むo19 S D 

001より古い。残存する東西の長さは2.8m、深さは0.8mo12C中頃-13Co

19S K052 不整円形で、灰色土層から掘りこみ、 19S K 002より古い。東西の長さは2.5m、深さ

は0.2mo13C以降。

19S K056 不整形プランを呈するo下層遺構で黄色粘土層から掘り込む。検出した東西の長さは

3.0m、深さは0.3mo平安時代。

19S K063 井戸の可能性があるo一部分の発掘にとどまるため全容は明らかでない。黄色粘土層

より掘り込み19S X060より古い。 13C中頃以降。

その他の遺構

19 S X 003 灰色土層から掘り込む凹みで最新期の遺構に属する。

19 S X007 灰色土層から掘り込み、 SK004、SD001より新しい小ピット。
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19S X011 灰褐色砂層から掘り込む浅い小溝。中世。

19S X014 灰褐色砂層から掘りこみ、 19SK013より古いピット。 13-14C0 

19SX020 19SK012の上層から掘りこむピットo近世。

19S X021 灰褐色砂層より掘り込む凹みo19 S D 010、SK012より古い。

19S X030 灰褐色砂層より掘りこむ小ピットo11 C後半-12C初頭。

19S X031 灰色土層より掘り込むピット。

19S X034 灰褐色砂層より掘り込む凹み。 11C後半-12C前半。

19 S X 038 灰色土層から掘りこみ、 19SD001より古いピット。

19 S X 049 灰色土層より掘りこむピット群。

19S X054 灰色土層より掘りこむピット群。 19S D 001より古い。中世。

19 S X 055 暗褐色土層の中で一括して出土した遺物のまとまり o11 C後半-12C前半。

19S X057 黄色粘土層から掘りこむ下層遺構。方形プランのピットo東西の長さは1.1m、南北は

0.7m、深さは0.2mo11C前半一中頃。

19S X060 溝の可能性があるo黄色粘土層から掘りこみ、 19SK063より新しい。近世か。

19S X067 黄色粘土層から掘りこみ、 19S D 066より古い。 13-14Co

19 S X 069 黄色粘土層から掘りこむピット。

19 S X071 下層遺構のピット。黄色粘土層から掘りこみ SX075より新しい。

19 S X074 黄色粘土層から掘りこむピット。 13C初頭一前半。

19S X075 下層遺構の溝状のもの。黄色粘土層から掘りこみ、 19S D 080より古い。検出遺構の中

では最古期のものo 8 C前半~中頃。

19S X079 黄色粘土層から掘りこむピット。 12C中頃。

出土遺物

19 S 0001出土土器

上層 (fig. 7、pla. 15-16・19、別表 1・2) 

土師器

小皿 b (1) 糸切りされるo口径7.0cm、器高1.5cmo大SK 830 -S X 1200 (新)型。

小皿 c (2・3) 糸切りされた小皿 aに高台を付したものo口径9.8cm、器高2.3-2.4cm。南E

1 -II 3型(大SE 721-S K 835型)

杯 a (別表 1) 糸切りo口径14.0cm、器高2.8cmの大SK 1085型 1点、口径14.5-14.7cm、器高

3.2-3.3cmの大SK 1204型3点、口径13.1cm、器高2.6cmの大SK835-SK601型 1点があるo

大杯a (別表 1) 口径15.5cm、器高3.4cmで大SK830-S X1200型の大杯aとして分類されるo

土師器型式のうち最新のものは大SK830-S X1200型の小.DIlb、大杯aであるo

白磁

皿 (4) V 2類。胎土は灰白色。やや粗く少量の黒色粒を含む。粕は灰緑色味をおびる o 体部外

面下位は施紬後、紬を削り取るo やや厚めの紬。口縁部は外反し、体部下位に丸味を有する o 内面み

こみに体側が薄くなる段を有する o 口縁部が直線的な l類に対して 2類として分類する o

- 10-



小椀・杯 (10) 口縁部外面を強く凹ませ、端部の粕を欠き取った口禿げの医類。胎土は灰白色で黒

色粒が入る。粕は淡緑色味。

高麗青磁

椀 (pla. 19-a) n 1類。胎土は灰色。紬は青味の暗緑色。外面に幅広の陰刻蓮弁文がある。
越州窯系青磁

椀 (5) n 1類。胎土に暗紫色粒を含む。体部外面以下は施紬せず露胎。蛇目高台。内面に目跡
がある。
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fig. 7 19SDOOl上層出土土器実測図
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龍泉窯系青磁

椀 (6・7) 6、7は11類。 6は内面見こみに「金玉満堂」の陰刻文字スタンプがあり、高台

墨付に 4足の目跡を有する o 7は内面見こみに「富ヵ」の陽刻文字スタンプがあり、 4足の目跡を有

する。目跡は直角に向いている。 pla. 16-a は14類で底部に棒状焼台が焼付く o

皿 (9) 1 1 a類で体部外面下位から底部外面にかけては施粕されない。

青磁

皿 (11) 胎土は灰褐色でやや粗く少量の黒色粒が入るo 内外施紬後、底部外面は粕を削りとるo

底部は浅く高台状につくるo外面下位は回転ヘラ削り。内面みこみにヘラ描き文を有するo

査 (12) 胎土は暗灰色。細かい白色粒、黒色粒を含む。紬は濃緑色。越州窯系あるいは高麗系に

類似する粕でうすく内外に施す。口縁部は短く外反するo

青白磁

小壷 (13) 口縁部は露胎で淡樟灰色に発色するo 青味をおびた粕を内外面に施す。

皿(14) 全面施紬。内面見こみに回線状の段を有するo

椀(15) 胎土は乳白色で細かい黒色粒を含みざらつく。紬は淡い草色を帯び、体部外面下位から

底部は施粕されない。白磁椀四類と類似する器形。内面見こみは一段凹むo 体部内面にヘラと櫛描き

による文様があるo

合子 (pla. 15-34) 黒灰色土下層から同一個体と思われる破片が出土したo 52頁参照。

陶器

小皿 (16~19) 紬は暗茶褐色、暗赤灰色などに発色するo 内面から体部外面上位に施紬されるo

底部はヘラ削りされあげ底ふうにつくるo

花盆 (20) 胎土は淡茶灰色で綴密。紫色粒を含む。紬は暗茶褐色B'類で内外にうすく施粕。

水注 (21) v 2類の底部。
鉢 (22、23) 22は国産のすり鉢と考えられるo胎土は肌色で白色砂を含み、粗くざらつく o 紬は

暗紫灰色で内外面にうすく施紬される o C'-a'類。近世陶器で上層からの混入品と思われる。 23は

1 a ~ cの底部。

盤 (24) 1 3類。

斐 (25) m類。外面は平行叩き、内面は同心円叩き目を有する。
下層 (fig. 8. 9、pla. 2・5・8・15・17・18、別表 1・2) 

土師器

小皿a (1) 糸切りされるo 口径8.5cm、器高1.0cm。大SK601型。

杯、大杯 a (2~6) 糸切りされる o 2 ~ 4 は口径14.2~14.8cm、器高3.0~3.1cm、大 S K 1085 

型の杯 a0 5、6は口径15.2cm、器高3.2cmで大SK 1204型の杯 aとも考えられるが、完形品である

ことから大SK 830~ S X 1200型(南n5類)の大杯aと考えておきたい。
白磁

椀(7 )咽 2類。

壷蓋(8 ) 酒会壷の蓋と思われる o 胎土は灰白色で綴密。紬はやや灰緑色味で外面のみに施紬さ

- 12ー
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れる o 口縁内に身うけの返りを有するo

越州窯系青磁

椀 (9、11) 9は11 a類。全面施粕されるが、高台内部の事jりは雑である o 高台畳付に 5個前

後の目跡がある o 11は圃 a類。高台部見こみに目跡を有するo

皿 (10) 1類。全面施粕され、内面見こみと高台畳付に目跡があるo

龍泉窯系青磁

椀 (13-18) 12-14は11類で、内面見こみに文字の方形印文が浅く押される o 文字は不明瞭で

ある o 13は高台畳付に 4足の目跡がある o 15は内面に 2単位の片万、櫛万花文を配する 12 a' (3 

単位は 2a)類。高台畳付に 4足の目跡がある o 16一181ま14 a類。 18は高台畳付に4足の目跡があ
る。

同安窯系青磁

皿 (20) 1 1 b類。

高麗青磁

椀 (21) 1 2 B b類。胎土は灰色で白色粒が入る。粕は青味をおびた暗緑色で、大きな貫入があ

るo 厚めに全面施紬されるが畳付一部は施紬されない。体部は大きく聞き口縁部は長めに外反する o

内面見こみは一段凹む。体部内面上位に横沈線があるo 高台畳付に 5足の白色耐火土の目跡がある o

陶器

四耳査 (22、23) 22は刊類と思われる。利は暗黄緑色味に発色し内外面に薄く施紬される o 畳付

は幅広く蛇目ふうにつくられる o 23は租類。胎土には白色砂を含み鍛密。粕は灰緑色で底部外面をの

ぞき内外面にうすく施されるo体部上位に茶褐色紬を流す。底部外面は露胎で樟灰色を呈するo 口縁

部は短く外反する o内面から体部外面上半は横ナデ、下半は回転ヘラ削りされる o胴部上位に横沈線、

波状沈線を有する o 口縁部内面に目跡がある o

査 (24-26) 24は町 1類。 25は町 a類で底部外面に大きな 3個の目跡がある o 26はA'-a類。

胎土には少量の白色粒を含みやや粗い。粕は灰緑色で、発色悪く表面がくすんでいる o 底部外面を除

き施糊されるo底部は焼成時に気泡ができたため膨らんで変形するo体部外面下位はヘラ削りされるo

水注 (27) 珊類。胎土は暗茶色。細かい白色粒を少量含む。紬は暗茶褐色で、底部外面を除きう

すく施粕されるo 底部外面の露胎部分は糧色をなす。器形は四耳査四に類似するo 口縁部は短く外反

し、肩部には横耳を対称位置に付け、 90。回転させた位置に把手と注目を貼付けるものであるが、大

きく欠損するo 胴部上位に 1条の横沈線を有するo 口縁部内面に目跡があるo

鉢 (28-30) 28は11 c類。 29は11 b類。 28、29は無粕陶器で粗い白色砂を多量に含む。 30は

N1類。紬は暗茶褐色で口縁部一部を除き内外施紬される o

緑紬陶器

皿 (31) 胎土は淡黄灰色を呈し土師質であるが堅綴に焼成されているo 紬は淡緑色で全面施粕さ

れる。高台部は円盤状に回転ヘラ削りされる。

特殊な陶磁器

燭台 (32、33) 32は褐紬陶器。胎土は淡糧灰色をなすが、口縁部では淡灰色、台部は部分的に灰

色をなし一定しない。白色粒や暗茶色粒 (0.5-2 mm)を含み綴密であるo紬は暗茶褐色でつやはなく、

- 14-
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内外面にうすく施紬されるが、水瓶形の内面下部は露胎である o 器形は 3つの部分を接合している o

裾広がりの台部を持つ支柱に皿形を乗せ、その中心に水瓶形の上部を置く o 水瓶形の口縁部は皿状を

なし内湾するo 各接合部分は接合後に横ナデされる。水瓶形の口縁部内面から外面は横ナデo 皿部の

体部外面はヘラ削りされ、台部支柱との接合部は断面三角の削り出しがある。台部は筒形部分のヘラ

削りの後、底部内外を横ナデするo台部畳付に 8足の目跡があるo器高28.4cm、上部口径6.8cm、胴

部径5.9cm、皿部口径16.9cm、台部上径6.0cm、底径15.0cm。上部、皿部、台部は破損後、漆付けを行

ない補修した跡があるo

33は青白磁で32と類似した器形であるo裾広がりの台部、中央の皿部、口縁の内湾する筒状の上部

からなる。胎土は乳白色。紬は水色で細かい気泡があるため黒斑状に見えるo 大きな貫入があるo 外

面は全体に施紬されるo内面は部分で異なるo上部は口縁部内面と筒状の下位に施利。この間は露胎。

皿部は内面も施粕。台部の内面は上位のみ施紬され、それ以下は露胎。上部、皿部、台部の各接合部

は紬をつけて接着するo 口縁部は内側に丸める。皿部はみこみに段をつくり、上部、台部の接合面を

削り取る。上部と台部は当初一体に製作されたもので、中央を横に切断し、聞に皿部をはさんで接合

している。筒状の外面は回転させながら鏑をつくるo 上部内面は横ナデ、台部上位内面はへラ削り o

皿部内面には 2又櫛万で蓮弁 (19-20弁に復原される)を描き、先端部は外上方から押して花弁状に

つくる。上部口径7.4cm、皿部径14.0cm、器高29cm前後、台部底径12.5cmo

34は33と胎土、紬は全く同一であり、おそらくセットとして制作されたと考えられるo破片から復

原すると33の一部をなすものとは考えられないことから、蓋として復原した。紬は内面全体と口縁部

外面に厚く施される。外面は施粕されず露胎。外面はヘラ削りされるo 口縁部外面のすぐ下に円形の

焼台跡があり砂がつく o口径9.6cm、器高2.0cmo

pla. 15-aは輸入緑粕陶器である。胎土は櫨色で茶色粒を含み軟質(土師質)であるo 内面に褐

色味をおびる緑紬を施すが、外面は剥落しているo粕下、化粧土があり、沈線文を施す。

198 K004出土土器 (fig.10-26、pla.1 -7、16・19-21 別表 1. 2) 

土師器

土師器は細片化したものが大半であり、いずれも古期のものが混入したと考えられるo

小皿a (1) 糸切り。口径9.0cm、器高1.0cm。大SK 1204-835型。他3点は大1204型。

他に杯a、大杯a、斐などの破片がある。

瓦質土器

費(2 ) 胎土は淡灰色で軟質。白色砂と暗灰色粒を含む。器面は灰色。口縁部は外傾気味の平担

面をなし、上端はわずかにつまみ出す。下端は誇張ぎみに垂下するo 底部は出土していないが丸底に

なると思われるo 口縁部内外は横ナデo 胴部は破片 2片のみで外面は 2mm幅の細かい平行叩き、内面

は青海波叩きの上をナデ消している o 魚住吉窯棄 C類の形態と類似する*。瓦質土器は他に鉢(片口)

と思われる糸切り底が 1点あるo

白磁

皿(3 ) 珊2b類。内面みこみは花文の聞に「元」の字を配したスタンプの文様がある o

*大村敬通、水口富夫ほか「魚住古窯跡群Jr兵庫県文化財調査報告第19冊.n (1983) 
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5は底部を欠く IX類。紬は空色味や灰緑色味をおびる o6は医 1類。椀 (4-6) 4、

四耳壷(7 -10) 皿類。胎土は淡灰白色を基調とし、黒色粒を含みやや粗い。粕は黄色味あるい

は灰緑色味をおびる。体部外面下位から高台部外面には施粕しない。露胎部は茶灰色に発色するo 内

面から外面下半に施紬され、内面の紬は薄く、外面は厚めであるo形態から 1類の 9、10と2類の 7、

2類は2類より器肉は薄い。1類は小形で最大径は上位にあり、胴部がふくらむo8に分類される。

大形品で上位に最大径を有し、肩部は誇張されて張る。胴部下半は直線的で厚手の器肉を有するo 底

部は欠損するが厚くつくられ高い高台状の外見を有する類例があるo 頚部は胴部の上に紬をつけて接

9は接合部を段状にしている o 肩部外面はヘラ削りされ稜をなす。横耳に 2-3条の凹線を合するo

有するo

龍泉窯系青磁

椀 (11-14・113) 11-13は11類。 11の高台部外面から高台部みこみは露胎で畳付に 4足の目
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跡がある012は内面みこみに 4足の目跡があるo13は高台部みこみに焼台が焼付く o焼台の胎土は茶

灰色で茶色粒、白色砂を含む。内面みこみには 4足の目跡があり、陽刻された「利」字の印文を有す

るo 粕は茶褐色味をおび白濁化する o 14はill2類。 113は14 a類で畳付に 4足の目跡があるo

杯(15~17) 1 2 a'類。紬は黄緑色味。高台みこみをのぞき全面に施紬される。内面に片万・

櫛万彫りの花文を施す。 2aは3つ2a'は2つの花文を構成単位とするo高台みこみに焼台痕があるo

同安窯系青磁

椀 (18) 1 1 a類。

皿(19) 1 1 b類。

青白磁

皿 (20、21) 胎土は白色で細かい黒色粒を含む。全面施紬後に口縁部内外の紬を欠き取るo 薄手

につくるo内面に型押し陽刻文があるo文様は体部に雷文をまわし、みこみに双魚文、藻文を配する。

陶器

鉢 (22~28) 22~24は 1 1 b類。胎土に 1~ 3 mm の白色砂を多量に含み暗灰色、赤灰色をなす。

無紬で器面は紫灰色を呈するo 体部外面中位以下から底部外面は粗い回転ヘラ削り、体部外面上位か

ら内面は横ナデ、体部下半は部分的に横ナデないしヘラによる器面調整。 24の内面下半は焼成前に大

きな砂粒を落とし多孔状の器面をなすが、 23は砂の剥落は少ない。 22の底部内外、口縁部内に目跡が

あるo 底部内面では黄灰色陶土を塊状にして目とする。 23の内面目跡は推定6個。 I類は担鉢として

使用されるが、 22一24'ま内面に磨滅使用痕がなく未使用と思われる o 25は皿 1類。胎土は糧灰色で白

色粒、茶褐色粒を含む。粕は暗紫色(一部茶褐色)で内外に薄く施す。体部外面中位以下ヘラ削り、

体部外面上位一内面は横ナデo 体部中位に白色の目跡があるo 推定17個。 26は阻 2類。胎土は淡赤灰

色で白色粒、赤紫色粒を含む。紬は暗茶褐色で光沢なく内外に施す。体部外面中位以下はヘラ削り、

体部外面上半から内面は横ナデo 口縁部内面に 4crn間隔で白色砂の目跡がある。 27は町 1類。胎土は

茶灰色、暗茶灰色で白色細砂を含む。粕は暗茶褐色で光沢があり、内面全体から体部外面下半にかけ

施す。外面体部下半と底部には施紬せず暗紫灰色に発色するo 体部外面下半から底部はヘラ削り、他

は横ナデ調整。体部下位と口縁部に目跡があるo 推定17個前後。 28は町一 2類。胎土は赤灰色で白色

砂を少量含む。粕は暗茶褐色で光沢があり、外面底部と体部下半を除き施粕されるo 露胎部は暗紫灰

色。体部外面下位から底部はヘラ削り、他は横ナデ調整。口縁部下(肩部)外面に白色砂の目跡があ

る。約4crn間隔で推定15個前後。

盤 (29) 1 2 b類。口縁部及び底部小破片から復原実測した。胎土は淡黄灰色で白色砂が多く、

黒色、紫色粒を含む。器面はざらつく。紬は黄色で内面から体部外面上位に施すが口縁部の紬は拭き

取る。体部外面下半から底部は露胎で暗赤褐色に発色。内面には茶褐紬で文様を描く o 口縁部に目跡

がある o

水注 (30~32) 30は珂類。ほぽ完形。胎土は赤灰色で細かい白色砂を少量含み綴密。粕は暗茶褐

色で光沢があり、体部外面下半から底部外面を除き施す。口縁端部は粕を削るo 外商露胎部は暗紫灰

色をなす。口縁部は断面三角形。頚部は短く、把手は扇平。注口部は肩部外面に乗せて接合する o 耳

は横形で注口一把手から900回した位置に 2個一対付す。粘土帯を輪状に曲げ貼付るo 胴部外面中位

以下は回転ヘラ削り D 外面中位より下に目跡があるo 推定15個。目跡以下は紬の白濁化がみられる。
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口径10.4cm、器高18.5cm、底径9.5cmo31はV2b類。注目、把手の一部を欠損するo胎土は暗茶灰

色で白色砂を含む。紬は暗茶褐色で光沢があり、内面から体部外面下位にかけ施す。底部外面、体部

外面下位、口縁端部は露胎で赤灰色を呈する。口縁部は薄い三角形で内面が若干凹む。頚部はやや長

く下方がやや開く o 頚部と胴部境に沈線状の段があるo 底部は円盤状に削られやや上げ底をなす。注

口一把手から900回した位置に縦長の耳を 2個一対貼付する。把手の断面は扇平。胴部外面下位から

底部は回転へラ削り o 内面から体部外面中位は横ナデo底部外面に円形の変色部分があり、焼台など

の跡か。口径8.5cm、器高21.8cm、底径9.3cmo32は咽類。肩部以上と体部下半一部を残す。把手、注

目は欠損。胎土は灰色で白色砂を少量含み良質。紬は暗茶褐色で光沢は少なく内外面施す。頚部上位

と下位は少し開く。頚部と胴部の境は段がつく o 耳はつかない。体部下半は回転ヘラ削り、内面と頚

部、体部上中位は横ナデ調整。頚部外面は強く横ナデされ凹凸がつく。口縁部内面にやや大きな目跡

があるo推定5-6個のうち 2個残るo口径8.0cm。

33はn1類。胎土は淡茶灰色で紫色粒を含む。また白色粒を少量を含む。紬は茶褐色
で光沢があり、外面は一部、緑色味をおびる。化粧土はない。内外面に施紬されるo 口縁部は断面三

角形で端部を外側に引き出し、上面および内面は凹む。頚部は短く胴部と不明瞭な境を有するo 長胴

壷 (33-47)

形。体部外面中位以下は回転ヘラ削り、他は横ナデ調整。肩部にヘラ描き波状沈線を入れるが、線は

%周して途切れる。口縁部上面に白色砂の目跡が5個あるo口径8.4cmo34はn1類。胎土は淡黄灰、
淡茶灰色で細かい白色砂を少量含み精良。紬は外面緑褐色、内面茶色味で内外に施す。内面下位はー
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部、紬のまわりが悪い。化粧土はない。 33と類似した形態だが頚部はやや明瞭で胴部のふくらみは少

ない。底部はあげ底をなす。手法は33と同様。口縁部に目跡はなく、底部外面縁に白色砂目跡がある O

口径6.2cm、器高25.0cm、底径7.4cmo35はII2類。胎土は茶灰色で紫色粒を含み精良。紬は外面灰緑

色で肩部上から暗茶褐色利を施す。肩部の目跡以上は紬の白濁化がみられる O 内面は茶灰色で外面と

発色を異にする。化粧土はない。口縁部は断面三角形で端部を外へ引き出す。 (II1類と同様)。頚部

は短く目立たない。肩部外面は鈍い稜を持つ。胴部はII1類に比べ大きく張る。体部外面中位以下は

ヘラ削りされ凹凸がつく o 肩部外面から内面は横ナデ調整。肩部の稜のすぐ上に白色砂の細い目跡が

あるo推定12-13個前後。体部外面下方は欠損するため目跡は不明。口径6.3cmo36はII2類。胎土

は赤灰色で紫色粒を含む。紬は内外施紬されるo外面は茶褐色で肩部外面上から褐紬を流す。肩部の

目跡以上および体部下半の目跡以下は黄灰濁化し紬は剥落するO 内面は黄灰濁化するo化粧土はない。

口縁部内面に段を有するo 底部は碁笥底ふうにつくるo体部外面中位以下は回転ヘラ削り、他は横ナ

デ調整。肩部の目跡は推定6個、体部下半の目跡は推定16個。口縁

部外面と高台畳付にも砂が付着する O 口径7.1cm、器高31.0cm、底

径10.3cmo37-47は壷町類。胎土は灰色を基調とするが暗灰、桂灰、

茶灰、淡茶灰、淡灰、暗茶灰色などをなす場合もある O 胎土中には

黒、紫、暗茶色粒を含むものが大半であるが、 46・47は白色粒を少

量含む。 42は白色粒のみ混入する。紬は暗茶褐色が主体で、黒灰、

暗灰緑、暗黄褐、淡茶褐色に発色するものや部分的に黄灰褐、黄褐

濁色をなすものも多い。内外全面に薄く施糊される o 39、46は体部

46 

O 

fig. 15 19SK004出土土器実測図 (VI)
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図番号 分類 口径 器高

37 IV 1 a 7.4 28.6 8.4 

38 今 6.4 25.5 6.9 

39 IV 3 b 6.6 21.7 6.3 

40 IVa 6.8 

41 IV 1 a 6.2 24.2 6.2 

42 IVl 6.7 

43 IVl 7.6 

44 IVl 7.0 

45 IVl 7.2 

46 IVa 5.2 

47 町

tab. 2 19 S K 004陶器壷町類計測表
単位佃

47 

10叩



外面下位から底部外面は施紬しない。化粧土はない。形態により数種に分類される o 1類は口縁部が

「く」字形に短く外反する o 2類は口縁部は 1類と同じで胴部の短いものo 3類は口縁部が断面三角

形をなし端部は横にヲ|き出す。底部の形態でさらに細分するo a類は底部が平底かあげ底をなす。 b

類は内面を扶り高台状につくるo 以上から37、38、41は町 1a類、 42-45は町 1類、 39は町 3b類、

40、46は町 a類。 47は町類。胴部上位%以下は回転ヘラ削りされ強く凹凸がある。内面から外面中位

は横ナデされ、ヘラ削り痕を一部消しているo 37-40は口縁部上面や底部外面に大きく 3ヶ所の目跡

が付く o 37-47の法量は tab.2参照。

双耳査、四耳章、六耳壷 (48-109) 95は双耳査、 107-109は六耳壷、他は四耳査であるo 48-

94は羽類。 49個体分と71片が出土し他の器種を圧倒して異常に出土率が高い。胎土は灰、灰褐、淡灰、

淡茶灰、樫灰、淡糧灰色などを呈するが同一個体の部位により色調の変化を見せるものもあるo 胎土

中に茶、暗茶、暗紫色粒を含み、胎土の色調によって粒子は黒、黒灰色にも変化する。粕は灰褐、淡

灰褐、茶灰、淡茶灰、灰緑、淡灰緑などのうすい色調に発色するものが多く、暗茶灰、紫灰、暗緑灰

色をなすものや、部分的に黒灰色をなすものが少数あるo また灰白、黄灰、淡茶灰色に濁るものも多

い。粕は光沢のないものが大半であるo 外面上位から光沢のない暗茶褐色(暗緑褐色、 j農灰緑色の場

合もある)の紬を流掛けするo紬は薄く施される。内外全面施粕のものが多いが、 52-54、56、60は

高台畳付一部に施糊されず、 48-50、55、59、61、65は底部外面に施紬しない。口縁部は「く」字形

に外反する O 胴部と頚部の境は不明瞭で樽形の形態をなす。胴部上位に横形の四耳を有するo 底部は

2分類される。 1類は幅広い蛇目ふうの高台で高台内側が少し浮き、体部下位は若干外反するo 2類

は輪状、碁笥底ふうの高台で体部下位は外反しない。 48-62は1類、 63-70は2類、 71-93は1、2

類の区別はできない。外面上位%以下は回転ヘラ削りされ、内面から外面中位は横ナデされるo 胴部

の耳位置上位に横沈線を 1、2条入れ、さらに波状沈線をその下に 1条入れるものがある o 2条は途

中で 1条になったり、波状沈線は%回転で途切れるものも多い。横沈線は装飾的効果よりも四耳の取

図骨号 分事1 ロ f圭 器高 底筏 図番号 分額 日後 器高 底径

48 VI-1 10.7 23.1 9.0 73 W 9.8 

49 VI-1 11.0 22.5 8.6 74 W 10.6 
問 明一 1 10.4 22.1 8.4 75 羽 10.5 

51 羽ー 1 10.1 21.7 9.2 76 W 10.8 
52 VI-1 10.1 21.2 9.2 77 羽 10.2 

53 VI-1 10.3 21.4 8.3 78 W 10.1 
54 VI-1 9.7 21.3 8.6 79 W 10.2 
55 VI-1 9.6 20.8 8.5 80 W 10.3 
56 VI-) 10.2 20.8 8.0 81 W 11.0 
57 VI-1 7.5 82 W 10.0 
58 VI-1 8.3 83 W 10.8 
59 VI-) 8.4 制 W 9.6 

60 VI-1 10.6 21.4 8.0 85 刊 10.5 

61 Vト1 9.5 20.1 8.2 86 W 11.4 
62 VI-1 7.9 87 W 9.6 

63 VI-2 10.7 21.9 6.5 88 W 10.0 
64 VI-2 10.0 20.8 6.8 89 明 9.9 

65 VI-2 6.4 90 刊 10.6 

66 VI-2 6.5 91 W 10.2 
67 VI-2 6.4 

68 VI-2 9.3 20.5 6.6 

92 W 
99i..4 5 

93 明 ーも

69 VI-2 10.1 20.3 7.5 94 VI-1? 8.0 

70 VI-2 9.8 20.1 6.5 VI-1 8.7 

71 W 10.4 VI-) 7.6 

72 VI 10.7 

組b.3 19S K004陶器四耳壷VI計測表単位佃
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15cm 

fig. 16 19SK004出土土器実測図(咽)
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71 

69 

o 10cm 

fig. 17 19SK004出土土器実測図(咽)
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O 15cm 

fig. 18 19SK004出土土器実測図(医)
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付位置の目安につけられた意味合いが強い。 1類は口縁部にのみ目跡の付く例が多い。 57、58は体部

下位に目跡を有するがこの種の例は多くない。 2類は口縁部内面と体部外面下位に目跡を有する o 69 

は口縁部内に目跡はなく、重ね焼きの際、最上段に置かれたものであろう o 65の外面下位から底部は

施粕されておらず目跡は不明。目跡の数は 6個 (55、56、63、70、82)、7個 (50、54、64、68)、9

個 (71)があり大半は 6-7個前後におさまるo各個体の法量は tab.3参照。 95はX11類。胎土は

灰褐色、黒灰色で白色粒を多く、黒色粒を少量含む。器面は白色砂が浮きざらつく o 四耳壷町類の胎

土と類似するが砂粒はやや少ない。無紬で内面は暗灰褐色、外面は黄灰褐色をなす。口縁部は外側に

折曲げて肥厚させ断面菱形をなす。端部は外上方に鋭角をなし、上面は内下がりの平担面をなす。頚

部は短くやや外ぶくらみする。胴部は長胴形で中位より上に最大径があるo 耳は縦形で対称に 2個つ

くO 四耳のつく類例は 2類とするo 底部はややあげ底である O 胴部内面は円盤状あて具痕があるo 外

面は横ナデ調整で叩き目を消しているが、細かい平行叩きの類例がある。底部は粗いヘラ削り O 口縁

部から頚部内外面は横ナデ調整。口径10.5cm、底径10.5cmo96はE類。胎土は淡赤灰、赤紫色で白色

粒を含むがざらつかず敏密。紬は黄緑色味をおびた灰褐色で光沢なく白濁化する。肩部から暗褐粕(緑

褐色に発色)を施す。胎士、紬は盤111類に近い。化粧土は外面体部下位より上に施す。内面下位に

もまばらに化粧土をなでつけたような跡がある o 紬は頚部内面から外面下位にかけ施し、口縁部内面

の紬は拭き取る O 外面下位から底部は露胎で茶褐色をなす。内面は赤褐色。口縁部は断面四角に肥厚

させる。頚部は広く短かめで外側へふくらむ。肩音ISは張り、底部は平底。肩に横形の四耳を付す。内

面全体は横ナデ調整。外面中位以下はヘラ削り後に横ナデされるo底部外面はヘラ削り o 口縁部内面

に目跡があるo口径15.3cm、器高35.2cm、底径11.5cmo

97はVJI類。胎土は茶灰色で紫色粒を少量含み綴密。粕は外面灰緑色で光沢があり、内面は灰色味が

強く光沢はない。外面は口縁部の下から暗茶褐色紬を流す。内外施紬されるo 口縁部は「く」字形に

外反し、頭部と胴部の境は不明瞭で樟形の形態をなす。鯛部上位に横形の四耳を付す。体部外面中位

O 10cm 

fig. 19 19SK004出土土器実測図 (X)
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o 10cm 

fig.20 19SK004出土土器実測図 (XI)
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以下はヘラ削り、他は内外横ナデ調整。胴部上位に横沈線 1条があるo 部分的に沈線は途切れ段状を

なす。口縁部内に白色砂の目跡があり、 9-10個と推定。口径19.3cmo旬、 99は町 1類。胎土は淡黄

灰色、黄灰色で白色砂を多く含みざらつく o 黒色粒も含む。粕は暗緑褐色で光沢、貫入があるo 口縁

部内外面から体部下半にやや厚めに施紬される。胴部内面、外面下半から底部は露胎で淡黄灰色、淡

赤灰色、赤灰色などに発色するo 口縁部は一部、紬を拭き取るo 化粧土は体部外面下位まで施す。形

態は凹類に類似するが、頚部径は小さく中央で外側にふくらむ。肩部は鈍い屈曲を有し張るo 外面に

凹線状のロクロ目がある。底部は平底かあげ底。内面には円盤状あて具痕があり、胴部は叩き成形を

行なっているが外面は再調整のため明瞭な叩きの痕跡は残らない。外面中位以下は回転ヘラ削り、内

面はあて具痕の上から横ナデ調整。頚部と肩部、肩部と胴部の境は器壁の厚みが異なることから成形

段階の粘土つなぎ目と思われるo肩部には横形の四耳をつけ、各耳の間に印文を入れるo98は「主」

字形、 99は花文の印刻であるo98は「蓮花王御査」と呼ばれる伝世ルソン査に類似するものがあるo

法量は tab.4参照。 107-109は町 2類。胎土、器形、手法、調整は 1類と同一であるが紬、施粕法、

耳は異なるo紬は黄緑色で貫入が多く、やや光沢があるo肩部より茶褐色、暗茶褐色粕を流し掛けす

るo耳は縦形で 6個つく o耳には 2条の凹線を有するo印文はない。法量は tab.4参照。 100-106

はXII1類。胎土は灰、茶灰、淡黄灰色などを呈し、白色砂や暗紫色粒(暗赤褐、暗茶、黒灰、茶色

などの場合もある)を含みやや粗い。紬は茶褐、暗茶褐色で光沢は少ないが、光沢をもつものもある。

頚部内面から外面下位に薄く施紬され、内面は露胎であるが底部内面には紬が落下している o 内面の

露胎部は灰、淡黄灰、淡茶灰、茶灰、赤灰色などを呈し、底部外面は暗灰、茶灰色をなす。口縁部外

側は折り曲げて肥厚させるD 頚部は短く径は小さい。胴部は大形で長胴形を呈するo 底部は平底ない

しややあげ底をなす。耳は縦形の四耳で粘土を棒状にしてつくるo 頚部から底部はいくつかの部分に

分けて積み上げられる。まず胴部下位%までを粘土帯でつくり、外面と底部にヘラ削りを行ない、内

面を横ナデ調整するo 次に胴部上位まで粘土帯を積み上げ内面に円盤状あて具をあて、外面は平行叩

きを行なって器壁を薄くし径を広げるo 肩部までこの行程を数度くり返して積み上げるo 上位から約

%下方にもこのつなぎ目と思われる内面の肥厚部があるo 内面は横ナデ再調整を行なう。底部外面は

砂が多くついているo 法量は tab.5 0 

tab. 4 19 S K004陶器四耳・六耳査町

計測表 単位m

図番号 分類 口径 器高 底径

101 ID-l 12.4 79.0 14.3 

102 潤・1 13.7 68.0+ 

105 ID-l 13.2 

104 ID-l 14.4 

100 ID-l 

103 X11-1 12.1 

106 ID-l 13.1 

tab. 5 19 S K 004陶器四耳壷XII-1計
測表 単位佃

斐 (110、111) II類。胎土は暗茶、暗紫灰、茶褐色などを呈し、 1mm位の白色砂や紫色粒(暗茶

褐色の場合もある)を多く含む。紬は暗緑色、暗黄緑色で光沢はあるが、斑点状白濁も見られる o

110の内面の紬は茶色味をおびる。内外に厚く施紬されるo各部には充分粕がまわるように、数度、

流掛けされる。口縁部は施紬後に紬を拭き取ったと思われ、暗紫灰色に発色するo 口縁部は逆Lまた

はT字形で外側の張り出しは少なく、内側へ大きく肥厚するo図のように幅10cm位の粘土帯を縦に折

り曲げて厚くし、さらに端には粘土帯を貼付けているo 口縁部外面と体部の境は凹線状をなす。胴部
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fig.21 19SK004出土土器実測図 (Xll)
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19SK004出土土器実測図(却)fig.23 
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は上・中位で最大径を有し、下位では急にすぽまるo 底部は平底と思われるo 胴部外面は目の粗い平

行叩き、内面は口縁直下まで同心円叩き o 内面の叩き成形は上から見ると右回り、下から上へと移動

する。 111は他の費破片が焼付いており、窯内で同じ器種を並べて焼成したと思われるo110の口径は

81.2cm、111の口径は85.2cmo

常滑焼

聾(112) 胎土は淡灰色で 1-3 mmの白色粒と黒灰色粒を少量含み、やや粗くざらつく o灰粕は

外面上半を中心に施し、内面や外面下半はごく薄めで、茶灰色味の発色をなす。口縁部は小さく上方

へ引き出され、内面に回線を有するo 胴部中位のやや上方は「く」の字形に鈍く屈折し、最大径とな

るo 底部は平底。胴部の成形は大きく 5つのプロックに分かれるo 各ブロックは幅 5cm位の粘土帯を

巻き上げ、内面を指で押える o 次のプロックとの境は外面から格子目叩き板で叩く。この際、内面に

何をあてたのかはわからない。内面下半の 1、2段目の境にはコテ状の調整痕が見られるが、下から

3段目以上はこの痕跡がない。胴部外面は叩き後、下から斜め上にヘラ削りを行なう o 胴部成形後に

口縁部を接合し、外面から内面上位に横ナデを施す。口径48.2cm、器高64.0cm、底径19.7cm。

19S D010出土土器 (fig. 27、別表 2) 

白磁

椀(1 ) n 1類。
陶器

鉢 (2) VI 1類の底部で、体部外面下位に目跡がある o

盤 (3) 1 1 b類で19SK018. S X021・SD066・黒灰色土層から同一破片が出土した。

19S D066出土土器 (fig. 27、別表2) 

陶器

翠 (4) F類。胎土は茶灰色で白色砂を多く含む。粕は黄灰色で、体部外面下位まで施紬されるo

底部外面じ大きな白色目跡があるo

花盆(5 ) 紬は暗茶褐色 (B"類)で光沢はなく内外面に薄く施す。口縁端部は薄くつまみ出し

た後、円棒状のものを押しつけ波状の刻目をつくるo

19S K 005出土土器(fig.27、pla.15. 22、別表 1・2) 

土師器

小皿 a (6 -10) 6 -9はヘラ切り、 10は糸切りo口径9.0-9.8cm。器高1.0-1.5cmで、大 SK 

802-S K 1204型。下層からの混入品であるo

杯 a (11) 糸切り。口径13.0cm、器高2.7cmで大SK835-SK601型。

白磁

皿(12) 皿2類。

椀 (13-16、24) 13はn4類。内面見こみは一段凹み、口縁部は内湾するo14はn3 b類。内面
に縦の白堆線を有する。 15はn1類。 16はVa類。内面見こみに目跡を有し、小形容器を重ね焼きし
ている。

19S K012出土土器 (fig.27、別表 2)

- 31 -



青磁

龍泉窯系小椀11類。小椀 (17)

青白磁

全面施紬後、底部外面の紬を削るo 内面見こみは横沈線を境として一段凹ませるo椀(18)

19S K018出土土器 (fig.27、pla.22、別表2) 

青磁

胎土は暗茶灰色。紬はくすんだ暗黄緑色。やや厚く施紬。浅形。体部内面には櫛目文の椀 (19)

一部が観察されるo 向安窯系か龍泉窯系の古手と思われる O

I類。口縁部内面に目跡がある。盤 (20)

越州窯系青磁

や

¥!匹:に

pla. 22 cは水注か査の底部で困類に属する。

ー ~-l............ζズン¥ 

、一一斗一一グ 8 、二二~:::~〆 10

i。
て孟ズ
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19S K045A出土土器(fig.27、別表2)

越州窯系青磁

杯 (21) 1類。全面施糊され、体部外面下位に目跡があるo

19S K045B出土土器 (fig.27、pla.22、別表 1・2) 

土師器

小皿 a (22) ヘラ切り。口径9.4cm、器高1.3cmo大SD 1330-S K 1204型。

緑紬陶器

pla. 22 aは器形不明のもので破片のカープから推定するとかなり大形になる。胎土は黄白色で軟陶。

紬は灰濁化した黄緑色でやや厚く内外に施粕されるo 外面は数条の平行回線を入れ稿状にするo これ

と同種の破片が灰色土層から 1点出土している。

19 S K 050出土土器 (fig.27、pla.22・26、別表2) 

越州窯系青磁

皿 (23) 1類。内面見こみに目跡がある。

龍泉窯系青磁

椀 (24) 1 4 a類。

緑柚陶器

pla. 22 bは椀または皿で内面に陰刻花文を施す。胎土は須恵質。粕は黄緑色で薄く内外施紬。

19S K052出土土器 (fig.27、別表2) 

198 XO03 
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fig.28 第19次調査各遺構出土土器実測図(ll)
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陶器 (25) 胎土は灰白色で少量の白色粒、黒色粒が入るo 内外面に施紬されず、外面は暗灰色に

発色する。

198 X003出土土器 (fig.28、別表 1・2) 

土師器

小皿a (1) 

杯 a (2) 

ヘラ切り。口径9.6cm、器高1.lcm。大SK 802-S K 1204型。

糸切りo口径14.8cm、器高3.1cmo南II1型。

198 X007出土土器 (fig.28、別表 1・2) 

土師器

杯 a (3・4) 糸切りo口径14.0-14.6cm、器高2.7-2.9cm。大SK 1085型。

緑紬陶器

皿(5 ) 胎土は土師質(軟陶)で糧灰色。底部は糸切りされるo

198 X014出土土器 (fig.28、pla.22、別表 2)

越州窯系青磁

査・水注(6 ) 椀田類に対応すると思われる。胎土は茶灰色で白色粒を含む。外面は全面施紬さ

れるが内面は露胎。高台部見こみに目跡があるo

陶器

鉢(7 ) 胎土は淡糧灰色で白色粒と茶色粒を少量含む。粕は淡茶褐色で薄く内外面に施されるo

198 X020出土土器 (fig.28、別表2)

陶器

鉢(8 ) 国産陶器と思われる摺鉢。胎土は淡赤灰色で 2mm前後の白色砂を含み粗い。紬は暗茶褐

色で薄く内外に施す。

198 X 021出土土器 (fig.28、別表 1・2) 

土師器

小皿 a (9・10・11) ヘラ切りo口径9.0cm、器高1.2-1.7cm。大SD 1330型。

丸底杯a (12) ヘラ切りo口径15.2cm、器高3.2cm。大SD 1330型。

白磁

皿 (13) VII 1 a類。

198 X030出土土器 (fig.28、pla.22、別表 1・2)

土師器

小皿 a (14) ヘラ切りされるo口径8.7cm、器高1.3cm。大SD 1330型。

丸底杯a (15) ヘラ切りされるo口径15.7cm、器高3.5cm。大SD 1330型。

白磁

皿 (16) II 1 a類。

198 X031出土土器 (fig.28) 

陶器

17は蓋状のものと思われるo 胎土は淡茶灰色で細かい白色砂を少量含み、やや粗い。紬は緑灰色で

光沢があり、外面に施されるo

- 34-



19S X034出土土器(fig.28、別表 1・2) 

土師器

小皿 a (18) へラ切り o口径8.6cm、器高1.4cm。大 SD 1330-S K 1204型。

19S X 038出土土器(fig.28、別表 2)

陶器

壷(19) 町3類。胎土は灰色で黒色粒を含む。紬は外面灰褐色、内面黒灰色に発色し、簿く施紬

されるo やや小形で口縁は断面三角形を呈するo

19S X057出土土器 (fig.28、別表 1・2) 

土師器

杯 a (20)へラ切りo口径11.9cm、器高2.5cm。体部中位で内湾し君畑12号墓(南13 A類)に近

似するo

丸底杯 c (21・22) 口縁部は外反し、内面にミガキ bを加えるo口径14.6-14.9cm、器高5.0-

5.1cmo大SE 1083-S K802型。

19S X074出土土器(fig.28、別表 1・2) 

土師器

杯 a (23) 糸切りo口径13.8cm、器高2.7cm。大SK 1085型。

19S X079出土土器 (fig.28、別表 1・2) 

土師器

杯 a (24) へラ切り o 内面に丸底杯aの調整であるミガキ bを加えた稀な類例であるo しかしや

や雑なミガキである o

小皿 a 糸切りo口径9.0cm、器高1.3cm、底径6.8cmo S K 1204型。

19S 0070出土土器

上層 (fig.29、pla.24、別表 1・2) 

土師器

皿 a (1) ヘラ切り o口径14.0-15.4cm、器高1.4-2.1cm。大SE 1081-S E400型。

杯 a ヘラ切り。口径13.0-13.2cm、器高3.1-3.2cm。大SE 1081 -S E 400型。

須恵器

杯 a (2) ヘラ切りされるo口径11.8cm、器高3.6cm。大SE 1081-S E400型。

皿 a (3-5) ヘラ切りされるo 3・4は削り調整を加えないが、 5の底部外面はヘラ削りされ

るo 3、4は口径13.8-14.2cm、器高2.0cmo 5は口径17.2cm、器高2.6cmo

聾証(6 ) 内面には同心円、外面には平行叩きがあるo

黒色土器

杯 c (7) 内面のみを a属すA類。体部は直線的で、内面には細かいミガキ C、外面にはミガキ a

を施す。口径12.9cm、器高2.9cm。器肉は簿く、口縁部、高台部などのっくりはシャープであるo

椀 (8) A類。底部の器肉は厚く、高台のっくりは鈍重である。 A類は他に小形の椀ないし杯底

部破片 1、皿ないし椀の底部破片 1があるo B類は査か斐の肥手付破片があるo

- 35一
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越州窯系青磁

椀 (9) 1 1 a類。底部外面のみに目跡があるo他にI類破片 1があるo

灰柚陶器

皿(10)

椀 (11)

口縁部内側に鋭い稜を有し、外面に屈曲があるo 内面にはムラのある粕が厚くかかるo

体部下半には施紬しない。口縁部はわずかに外反し、体部はストレ}トぎみ。体部外面

下半は回転ヘラ削り o

緑柚陶器

小椀 (12・13) 胎土は硬質で淡灰色。紬は淡緑色。 12の口縁部はわずかに肥厚させ、 13は糸切り

で円盤状の底部をなす。

椀 (14・15) 14は12、13と類似した胎土、紬調をなす。底部は施紬されず、丁寧にヘラ削りされ

円盤状をなす。 15の胎土は淡黄白色でやや軟質。紬は淡黄色味をおびるo 下層出土破片と接合するo

墨書土器

16は土師器杯aの底部外面に「知長ヵ」の墨書があるo大SE 1081-S E400型。

製塩土器

塩壷 (17) 1類。

下層 (fig.29、pla.23・24、別表1・2)

土師器

蓋 a (18) 口縁部は小さな三角形をなす 3形で、体部との境は不明瞭であるo 天井部は回転ヘラ

削り、口縁部内外は横ナデされ、内面はミガキ aが施されるo大SE 1081型と推定されるo

杯 a (19・21) へラ切りo口径12.0-13.4cm、器高2.8-3.2cmo19は大SE400型。

杯 d (20) 口径14.0-16.0cm、器高2.7-3.3cm。大SE 1081型。

竃 (22) 上部径22.8cmo暗褐色土層から同一個体と思われる廟部分が出土している (pla.23) 

須恵器

小葦a (23) 小杯に伴う蓋であるo 天井部外面は未調整。

蓋 c3・4 (24・25) 24は口縁部が小さい三角形をなすもので、 25の口縁部は丸味をおび退化形

であるo 天井部はヘラ切り未調整。他に口縁部が丸味をなす 4形があるo

壷蓋 a (26) 天井部外面から体部上位を回転ヘラ削りされる。

小杯c (27) 体部外面下位は回転ヘラ削りされるo

杯 a (28) 

壷? (29) 

鉢 (30)

ヘラ切りされるo体部下位は横ナデされ丸味を有するo大 SE 1081-S E400型。

高台は断面四角で体部外面から高台部にかけ横ナデされる o

底部外面は回転糸切り、体部内外面は横ナデされる。灰色土層からの混入品か。

聾 (31・32) 31の胴部内面は青海波の叩き後、横ナデされる。胴部外面は細かい格子目叩き後、

頚部以下をカキ日調整するo 頚部外面は叩き後に横ナデされる o 32の胴部内面は青海波の叩き、外面

は細かい平行叩きがあるo 頚部外面は叩き後に横ナデされるo

緑紬陶器

皿 (33) 胎土は軟質で黄白色。紬は明黄緑色。高台端部に沈線状の段がある。

製塩土器

- 37-



塩壷 (34・35) 1類。丸底の円筒形を呈するもので、内面は型づくりによる布目があるo

その他36は須恵質で断面長方形を呈するo表面及び側面は平坦にヘラ削りされ、裏面は指頭痕が多

く甲状に膨む。表面には焼成前に×升ヵ」のヘラ描き文字があるo 37は板状の扇平なものに把手また

は台状のものを付した特異なものo 平面図の右側面は上方に湾曲するが、下側面は平坦なままで側辺

はわずかに外湾する。右側辺に平行な断面長方形の把手(あるいは台)が付いていたと思われ、その

部分剥落する D 上辺と下辺及び左辺と右辺は対称形をなすと思われるo 黒色土器B類の調整と同様全

面に密なヘラミガキを施し内外を'燥している o 暗褐色土層、黒灰色土下層から同一破片が出土したo

黒色土器

椀 (38) A類。体部はストレートに近く、内外面にミガキを施す。内面にらせん状の磨きがあるo

198 D080出土土器

上層(暗茶色粘土上・下層、茶色砂層)と下層(青灰色粘土層、茶色土層)に分けて記述する o

上層 (fig.30-33、pla.23・24、別表 l・2) 

土師器

杯 e (1) 口径の小さな杯であるoヘラ切りされるo口径8.6cm、器高4.6cm。

杯 a (2・3) ヘラ切りされるo 2は口径12.0cm、器高3.8cmo 3は三方向の板状圧痕があるo

蓋 b (4) 環状つまみを有するもので内面にはミガキ aが施されるo

蓋 c (5-7) 5は小形で口縁部がやや明瞭な三角をなす。内外面にミガキ aが施されるo6・

7の天井部外面は回転へラ削りされ、内面にはミガキ aが施されるo

皿 a (12) 底部外面はヘラ削りされ、内面のみにミガキ aが施されるo

大皿 c (8) 高台は細く断面長方形。底部外面はヘラ削り o 体部内外、内面はミガキ aがある。

盤(9 ) 体部に 2個一対の把手を付すと思われるo 内外全面にミガキ aが施されるo

杯 (10) 須恵器杯 aを模倣した古い形態の杯で、体部下半から底部は回転へラ削りされ、体部下

位は丸味を有するo体部は直立ぎみに開く o体部内外、底部内面はミガキ aがあるo口径12.4cmo

椀 c (11) 体部は内湾し須恵器と類似するo 全面にミガキ aが施される丁寧な調整であるo

高杯 a・b (15・16) 15は短脚形aで16より古いタイプと考えられるo16は長脚形bで杯部は

fig.34-34参照。 16の杯部内面はミガキ a、他は横ナデ調整。

小壷(17・18) 17は無頚。 18は肩部が鋭い稜をなし、口縁部は外反するo外面にミガキ aを施す。

小斐 a (19-22) 口径20cm前後以下のもの。体部外面は縦位の刷毛目調整、内面は縦、斜位にヘ

ラ削りされるo19、21、22は口縁部が少し外反し胴部が丸く張る古手のタイプであるo20は体部が直

線的で口縁部は三角形をなし、内面に鋭い稜線をつくるo

中斐 a (23-25) 胴部がやや長めのものであるo23、25は丸味の胴部に外反する口縁部を有する

古手のタイプ。 24は口縁内面がヘラ削りされ鋭い稜線をなす。

斐 a (27・28) 口縁部は幅広く外反し、胴部の脹みは少ない。 27の口縁部内面は横の刷毛目調整。

その他26は胴部の張る査に近い形態の斐で古墳時代後半のものo 外面は凹凸の少ない刷毛目調整。

黒色土器

椀 (13・14) A類。 13の高台は底部外面と体部外面下位に手持ちヘラ削りを行なってっくり出し

た特異な手法のもので、搬入土器と考えられる。 14は内外にミガキがあるo
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須恵器

小蓋 a (29・30) 口縁部は小さく明瞭な三角形をなす。天井部外面はヘラ切りされ未調整。

蓋 C 2 (35-37、44、45) 口縁部が下方に長く屈折するo 天井部はヘラ削りされるo

蓋 C 3 (32-34、38-43) 32-34、38の口縁部は断面が明瞭な三角形で、天井部はヘラ削りされ

るo 40、42は小さな三角形で天井部に削りがある。 39、41、43は鈍いっくりの三角形で、 39、41に天

井部の削りはない。

蓋 C4 (31) 口縁部断面は退化形で丸くなるo 天井部にヘラ削りはない。

大蓋 C 2・3 (46-49) 椀 Cの蓋と思われる o 47-49はC 2、46はC 3でいずれも天井部は削る。

杯 a (50-55) 50、53-55の底部はヘラ切りのまま未調整。 50の体部下半は丸味をおびておりヘ

ラ削り後、横ナデされたと考えられる o 52の体部外面下位は回転ヘラ削りされる o 51は土師器の杯d

と類似した形態であるo 体部外面下位から底部外面は回転ヘラ削りされるo

小杯 C (58-60) 高台は小さいが安定感をもっo58、59は外側に張り、 60は端部を上方に跳ねるo

杯 C (61-71、73、74、78) 61-71、73、74の高台部は断面四角であるo 71、74の体部外面下位

は回転ヘラ削りを行なうが、 61、63、65-69、73は横ナデ再調整により削り痕を消していると考えら

れる o 62、64の体部と底部の境はやや鋭い稜をなし、体部は直立ぎみであるo

椀 a (56) 平底で内湾ぎみの口縁を有するo体部外面から底部外面まで回転ヘラ削り o

椀 C (72、75":""77) 75、77の底部外面は回転ヘラ削り、 76は底部外周をヘラ削りする。

皿 a (57、79、80) 57の底部はヘラ切りされ、体部と底部の境は横ナデされる o 79の体部外面下

半は回転へラ削りされるが底部外面は未調整。 80の底部はヘラ切り後、回転ヘラ削りされるo

高杯 (81-85) 皿状の杯部と断面三角形の端部を有する短い脚部からなる o 81の杯部内面は内傾

する平坦面をつくるo杯部外面はヘラ削り、口縁部は横ナデo 内面中央は横ナデ後、ヘラ削り o 82の

口縁部は外側に引き出され、杯部外面はヘラ削りされる o 83の杯部外面はヘラ削りされ、内面中央に

手持ちのヘラ削りを行なう o 84、85は81-83と同じ形態の脚部であるo

壷 a (87・91) 87の頚部はわずかに外へ開く D 胴部外面中位以下は回転ヘラ削り o 91は胴部外面

下位から底部にかけヘラ削りされ、胴部上、中位は内外横ナデされるo 高台部端は外上方に跳ねるo

査 C (88) 扇平な把手を 2個一対有する短頚壷。胴部中位は屈曲するo屈曲以下は回転ヘラ削り o

査 (90・97) 90の胴部外面は正格子叩きの後、回転ヘラ削りされ、内面は青海波叩きの上をナデo

97の胴部内面は青海波叩きの上を横ナデする。

鉢 (86) 内外にはミガキ aを施すが須恵器には用いられることの少ない手法である o

整 a (92-96) 92の胴部外面は平行叩き、内面は青海波叩きが施される o 93の体部外面は平行叩

きの後、横ナデされ、内面は青海波叩き o 94は口径が小さく壷形を呈するo 頚部外面に 2本の平行線

のヘラ記号があるo 95の胴部外面は格子叩き、内面は青海波叩きの上にナデを施す。 96の胴部外面は

平行叩きの後、カキ目を施す。

鉢 b (89) 体部下位から底部はヘラ削りされるo

製塩土器

焼塩査nb (98-100) 円錐形で98の外面は指頭痕、内面はヘラ状の調整後、横ナデされるo
焼塩査1(101) 丸底の円筒形を呈する o 外面に指頭痕、内面に布目痕がある o
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費 (102~104) 胴部外面に平行叩き、内面に平行孤線状の叩きを有する。 102は雲母を含む。

青磁

椀 (105) 器形、施紬方法から越州窯系II1 a類に分類するが、胎土、粕調は他の越州窯系と異

質である。胎土は灰白色で砂味をおびるが、混入物はない。体部外面中位以下は露胎で燈灰色。紬は

j農緑灰色。内面から体部外面に化粧掛けを行なった後、厚めに施紬される。破片では内面に目跡は認

められない。黒灰色土下層から同一個体の破片が出土しているo19 S D 080に伴うものではなく上層

からの混入品であろうか。

緑紬陶器

椀 (106) 胎土は淡黄白色で軟質。紬は明黄緑色。口縁部内面に凹線を有するoミガキがあるo

灰柚陶器

壷蓋a (107) 胎土は灰白色で綴密。ムラのある粕が天井部外面に厚めにかかるo

その他の遺物

土錘 (108・109) 108は長さ5.3cm、径0.7-1.3cmo109は須恵質で長さ6.0cm、径1.2-2.4cmo

不明土製品 (110) 灰白色、瓦質に焼成されるo 表裏はヘラで切断し面を平滑にしているo 各隈

部は面取りされるo 裏面には 3ヶ所に脚状のものが付いた痕跡を残す。

下層 (fig.34-36、pla.23、別表1・2) 

土師器

蓋 a (1) 口縁部は小さく三角形をなす。天井部はヘラ削りされ「大」字を刻む。ミガキはない。

蓋 c (2-4) 口縁部は三角形または丸味をおびる。

杯 d (5 -13) 体部は内湾するものが一般的であるが8、10、12は直線的に開く。 5は底部外面

にもミガキ aを行ない、 6-13より古手のものであるo6 -13は8C後半。
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杯 e (14) 

杯 c (15) 

小形の杯で、ヘラ切りされ、体部は横ナデ調整であるo口径10.lcm、器高4.7cmo

杯 a、dに比べ点数は少ない。体部は丸味を有し、 8C前半の須恵器杯 Cと類似するo

椀 c(16-21) 16は体部内外を横ナデ調整で完成させ、ミガキ aを加えないもので、大SE400型。

出土点数が 1点のため19SD070から混入したと考えられるo17-21の体部内外面はミガキ aを加え、

体部外面下位はヘラ削りされる。 18、19は大SK 1280、17、20は大SE 1081型と思われるo

鉢・大椀 c(22) 体部外面中位以下は回転ヘラケズリo上位から内面は横ナデされる。口径26.6cmo

皿 a (23-30) 精粗2種の皿がある。 23、24は粗製に属し、底部はヘラ切りされ、体部内外は横

ナデ調整されるo25-30は精製品で回転ヘラ削りされ、体部内外にミガキ aを施す。

大皿 c (31) 高台は断面長方形で高く、口縁部は外反するo 内外にミガキ aを施し丁寧であるo

高杯b (32-34) 杯部外面はヘラ削りされ内外にミガキ aを施す。脚部は高い。大SE 1081型。

査 a (65) 薬査形短頚査。口縁部内面一部と胴部外面下半にミガキ aがある。

小壷 (35) 高台は断面長方形。底部内面、体部内外面にミガキ aを施す。

楚 a (68-70) 68の口縁部は幅広に外反し内面に鋭い稜をつくるo口縁部内面は横刷毛目、外面

は縦刷毛目、内面はヘラ削り o 69、70の内面は鋭い稜をなさず鈍い屈曲をなす。

中斐 a (71) 口縁は強く外反し内面に鋭い稜があるo胴部は長めで丸味をおび、内面はヘラ削り o

製塩土器

斐 (36) 胴部破片。外面に平行叩き、内面に平行孤線状の叩き目があるo

須恵器

蓋 C2 - 4 (37-46) 44、45は2型。 37-40は大きく明瞭な 3型。 41は少し純い 3型。 42、43は鈍

く小さい 3型で天井部ヘラ切り o 他はいずれも天井部はヘラ削り o

査蓋 a (47) 天井部は回転ヘラ削りされるo擬宝珠形の高いつまみを有する。

杯 c (48-52) 底部外面はヘラ切り o48、51は高台を付す前に底部下位と底部の境外面をへラ削

りするo49、50、52は体部直立ぎみであるo横ナデ調整のためヘラ削りの痕跡は明瞭でない。

椀 c (53・54) 体部は直立ぎみで54の底部外周はヘラ削りを行なう o

皿 a (55ヶ59) ヘラ切りo55、58は体部外面下半に丸味を有しヘラ削りされた可能性があるo

大皿 c (60) 体部下位は丸味を有しへラ削りされたと思われる。底部はヘラ削りされる o

高杯 (61・62) 61は短脚形の高杯で、杯部は欠損するo

鉢 b (63) 口縁部は外反するo体部中位以下はへラ削りされ、内面は横ナデ後、ナデを施す。

壷 c (64) 取手付短頚査。胴部中位以下は回転ヘラ削りされ、内面上位は横ナデ、下位はナデ。

壷 b (66) 長頚査。胴部外面下位から底部はへラ削りされるO

鉢 (72) 口縁部は外反するo体部内外面は横ナデされるo

整 a (73-77) 73、74の口縁部外面は段状をなす。 75-77の口縁部外面は突帯状に外側へ引き出

されるo74-76の内面は青海波叩きの上を横ナデ。 74、76の外面は格子目叩きo77の内面は車輪文叩

き、外面は平行叩きであるo

その他67は査ないし饗として図示したが横瓶とも思われるo外面は平行叩き、内面は一部指頭痕が

あり上位は横ナデ、下位は平行孤線文叩きが施される o 78は広口の斐で口縁部外面に段があるo
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19S X075出土土器 (fig.37、別表 2) 

須恵器

口縁部はしっかりした三角形をなす。天井部外面は回転ヘラ削りされるo小蓋a

4はヘラ削りされるo4は明瞭な三角形。 2、3の口縁部は長めの三角形、2、

体部は直立ぎみで 5の高台は細みであるo小杯 C

体部は直立ぎみで、高台は太く頑丈であるo 体部外面下位に丸味を有するo杯 C

体部外面下位は丸味を有し、高台は太く断面四角をなす。皿 C

9は内湾し、 10の体部は直立ぎみで外面下位に丸味があり、底部はヘラ削りする。

脚部縁はしっかりした三角形をなす。内外面は横ナデされる o

口縁部外面は段状をなす。胴部外面には細かい平行叩き、内面には青海波叩きがあるo斐 a

土師器

形態的特徴は 5と類似するo 底部外面と内面一部にはミガキ aが認められる。(13) 

(14) 

小杯 C

体部下位に丸味を有するo 内外にミガキ aを施す。底部外面は回転ヘラ削り後、高台椀 C

内部に一部ミガキを加え、黒色化している o

短い脚部と皿形の杯部からなる。杯部内面にはミガキ aを加えるo高杯 a (15) 

小斐 a (16) 

費 (17)

口縁部は短く外反し、内面は鋭い稜をなす。体部内面はヘラ削り、外面は刷毛目 o

口縁部内面は鋭い稜をなし、胴部はやや脹む。内面はへラ削り、外面は刷毛目調整。

表土層出土土器 (fig.38、pla.19) 
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白磁

椀(1 ) 胎土、紬はV類に類似する。体部は薄手につくられ、内面にヘラ描き文を有するo

高麗青磁

椀(2 ) 皿2類。胎土は緑色味をおびた淡黄灰色で白色粒を含む。紬は茶色味の濃緑色。光沢は

あるが白濁化し不透明。全面施紬。内面見こみと高台畳付に目跡がある。

青白磁

合子身(3 ) 胎土は黄白色で綴密。紬は黄色味をおびた白色で貫入があるo 口縁部及び体部外面

下位から底部外面は露胎であるo

陶器

4は花盆と考えられ、胎土は淡茶灰色で紫色粒が少し入る o 粕は黄色味をおびた茶褐色で内外に施

紬される。口縁部は棒状のものを押しつけて波状刻目にする o 5は斐III類。 y字状口縁を有し、胎土

は1mm位の白色砂が多く暗青灰色または紫灰色を呈するo紬は灰褐色で内外にうすく施糊される。口

縁一部は露胎である。 6、7は盤、 6はn1類。胎土は灰茶色で赤色粒を含む。紬は黄灰色で光沢は
なく貫入がある O 内面中心に薄く施紬されるo 7の胎土は灰黄色。粕は黄灰色で光沢、貫入があるo

口縁部より下の内面に施粕される。

黒色粗砂層出土土器 (fig.38) 

土師器

小皿a (8) 糸切りo口径9.1cm、器高1.lcmo大SK 1204-S K835型。

杯 a (9・10) 糸切りo口径13.2-13.5cm、器高2.4-2.5cm。大SK 835 -S K 601型。

淡灰色土層出土土器 (fig.38) 

陶器

小盤 (ll) n 1 a類。胎土は灰黄色で白色砂、黒灰色粒を含む。紬は濁黄灰色で内面に厚めに施
紬されるo 外面は露胎で黄灰色をなす。

側溝内出土土器 (fig.38) 

側溝内は黒褐色土層と黒灰色土層の土器を混在するのでここに別項目をつくった。

土師器

小皿a (12) ヘラ切りo口径8.8cm、器高1.3cm。大S01330-S K 1204型。

瓦器

椀(13) 体部外面にミガキ Cを施す。底部外面には焼成後、線を刻む。

白磁

皿(14) VI 1 a類。

越州窯系青磁椀

椀(15) n 3類。胎土は淡茶灰色でやや粗いが黒色粒はない。内面と底部外面に目跡があるo
緑紬陶器

皿(16) 底部は円盤状に削り出される。胎土は灰色で硬質、紬は暗緑色をなす。

その他の出土土器 (fig.38、pla.25) 

青白磁
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fig.38 第19次調査各土層出土土器実測図
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壷蓋 (17) 胎土は明灰色。紬は青味をおび、身受け部分を除き内外に施紬されるo 外面は型押し

の陽刻蓮弁文があるo

白磁

椀(18) 刊1a類。

青磁

椀(19) 胎土は淡茶灰色。紬は暗草色で内外厚めに施紬される O 内面にヘラ描き、外面に鏑蓮弁

文があるo

黒褐色土層出土土器 (fig.38、pla.25・27、別表1) 

土師器

小皿a (20-22) 糸切り o 口径8.5-8.8cm、器高0.9-1.1cm。大SK 1085 -S K 601型。

杯 a (23-25) 糸切り o 口径12.8-13.6cm。器高2.4-2.6cm。大SK 1085 -S K 601型。

土師質土器

釜 (26) 頚部下に上下2条の横沈線で装飾帯を設け、その中に菊花文を印刻するo

白磁

椀 (27) V 4 c類。体部外面は縦の細いヘラ描き文、内面は櫛描き文を入れる。

龍泉窯系青磁

28は花瓶か水注と考えられるo 胎土は淡灰色。粕は青味の緑色で厚めに施紬される。頚部外面には

耳(魚、龍飾など)または把手の剥離した痕跡があるo

青白磁

皿 (29・30) 29は内面に菊花文状の陽刻があるo胎土は灰白色。紬は水色味で内外に施紬される。

高台畳付は紬を削る。 30は口縁部の薄い皿。胎土は灰白色。紬は青白色で、内外施紬後、体部外面下

位から底部の紬を削るo 内面見こみに浅い段があるo

椀 (31) 胎土は白色。内外施紬。口縁部は薄く外反するo 内面に櫛描文があるo

陶器

小皿 (32) 胎土は樫灰色で紫色粒を含む。紬は淡黄灰色で白濁化し、内面から体部外面中位に施

紬されるo 底部はヘラ切り o 内面に油煙がつき灯明皿として使用されるo

鉢 (33) 田類。胎土は糧灰色で暗茶色粒を含む。紬は暗茶褐色で光沢はなく、内外に薄く施紬さ

れる。体部外面下半以下はヘラ削りされ、底部は碁笥底ふうにつくられるo

盤 (34、35-37) 34は12 b類。胎土は淡灰黄色で白色、黒紫色粒を含みざらつく o 紬は淡黄褐

色で内面に施紬されるo 茶褐色粕で文様を描く o 体部外面下位に目跡がある。 35はn1類。胎土は淡
茶灰色で白色、暗紫色粒を含む。粕は淡黄灰色でやや光沢があるo 内面に施紬される o 36は12類。

胎土は淡黄灰色でざらつく o粕は濁黄褐色で内面から体部外面に化粧がけを行なった後、施糊されるo

37はn1類に類似したT字形口縁を有するが、胎土は淡茶色で赤紫色・白色粒を含み I類に近い。紬
は破片の範囲内では施紬されていない。露胎部の発色は暗赤灰色。口縁部上に目跡がある o

費 (38) n類。胎土は赤灰色で 1-3mmの白色砂を多く含む。紬は外面暗緑褐色、内面黄灰色で
やや厚く施紬されるo 口縁部は露胎で暗赤灰色。内面に青海波叩き目があるo

39は水注皿類か壷形と思われ皿形に開いた口縁部を有するo 胎土は暗茶灰色で白色細砂や暗茶色粒
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を少し含む。鉢町、水注Vと類似する胎土であるo 紬は暗茶褐色で光沢があり内外にやや厚めに施糊

されるo

査 (40) 皿類。胎土は赤灰色で細かい白色粒を含み綴密。紬は茶褐色で光沢はなく内外に施紬。

41は四耳壷VIに類似するo 胎土は灰色で黒色粒を含み、紬は暗灰緑色で内外施紬。口縁内に目跡。
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fig.39 第19次調査黒褐色土上・下層出土土器実測図
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42は燭台の台部。胎土は肌色で白色細粒と赤紫色粒を含む。紬は淡黄灰色で内外施紬。

畳付に目跡。

43は常滑の大形饗。胎土は暗赤灰色で白色砂を含みざらつく。器面は暗茶灰色を呈するo

黒灰色土上層出土土器 (fig.39、pla.25・27、別表 1) 

土師器

小皿 a (1~4) 1-3は糸切りで口径8.0-8.6cm、器高1.1-1.3cm。大SK601型。 4はヘラ

切りで口径9.3cm、器高1.4cm、大SD 1330-S K 1204型。

杯 a (5-7) 糸切りo5、6は口径13.6-14.2cm、器高2.3-2.5cmo大SK 1085-S K835型。

7は口径15.4cm、器高2.6cm。大SK 1204型。

白磁

椀 (8) v 1類。
皿 (9・10) 9は医 1a類。 10は医 2類で胎土、粕は純白色に近い。

水注 (11) 査・瓶形とも考えられる頭部破片。胎土は淡黄灰色で微細な黒色粒を含む。粕は灰緑

色味をおびた白色で椀E類に類似するo

龍泉窯系青磁

小椀 (12) 1 2類。紬は水色味をおびた緑色を呈するo

皿(13) 1 1 c類。全面施粕後に底部外面の紬を削るo 内面見こみにヘラと櫛で花文を描く o 底

部外面に棒状焼台痕がある o

青磁

椀 (14) 胎土は灰白色。紬はやや黄色味をおびた緑色。高台見こみには施紬されない。高台部外

側は斜めに削り、内部を深く削るo 内面見こみに花文の印刻があるo

陶器

小皿 (15) 粕は茶褐色で体部外面下位以下には施紬されない。口縁部は肥厚させ、底部はあげ底

ふうに削る。重ね焼きを行なったと考えられ、口縁端部や体部外面中位に粕のはげた部分があるo

査(16-18) 16はN4類。胎土は燈灰色で白色細粒をわずかに含み精綴。紬は茶褐色で光沢なく、

薄く施紬されるo 口縁部は断面三角形で端部上面に目跡がある o 17の胎土は灰色で砂粒はないがやや

粗い。紬は光沢のない暗茶褐色で薄く施紬される。 B"類。口縁部は玉縁状をなし頚部は短い。口縁

内面に目あとがあり 10個前後に復原される。 18の胎土は黄灰色で、黒色粒を少量含みざらつく o外面

の紬は茶褐色で光沢、貫入があるo 内面の紬は灰緑色の発色でまばらにかかる。体部外面下位から底

部外面は露胎である o E'類。四耳壷皿に似る。

鉢 (19) 胎土は暗灰色。粕は暗茶褐色で光沢、貫入があり、内面に施紬されるo 口縁部から体部

外面は露胎で暗赤灰色をなす。口縁部内面に目跡があるo

斐 (20) n類。粕は外面暗緑褐色、内面黄灰色で、口縁部内外は紬がまばらにつく o 内面に青海
波叩き目があるo

その他 pla.26 aは青白磁で壷、瓶などに貼付けた形象的装飾部分と思われるが形は不明であるo

pla. 25 aは皿状の器形で耀州窯系青磁と思われるo胎土は淡灰色をなし綴密。粕は暗緑色味で外面一

部は露胎。内面に印花文があるo
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黒灰色土下層出土土器 (fig.39、pla.15・19・25、別表 1. 2) 

土師器

杯 a (21-26) 糸切り o21は口径13.6cm、器高3.2cmで大SK1085-SK835型。 22は口径12.9cm、

器高2.9cmで大SX 1200型。 23-25は大SK 1204の杯aないし南n4型の大杯aに相当する o 26は底
径の小さくなるもので大SK830型以降。杯bとも考えられるo
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fig.40 第19次調査灰色土層出土土器実測図
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白磁

椀 (27) VIl類。

越州窯系青磁

椀 (28、29) 28は椀ないし皿のI類。 29は11 b類。

龍泉窯系青磁

椀 (30・31) 30の胎土は淡灰色でやや粗い。紬は茶色味をおびた緑褐色で厚めに施されるo口緑

部は内湾する O 体部外面に鏑蓮弁文があるo 1 6 a類と形態は同様であるが櫛目が省略されているo

31は 15 a類。

高麗青磁

椀 (32・33) 田類。胎土は0.5-1 mmの白色粒を含みやや粗く、 32は淡黄灰色、 33は淡糧灰色味

をなす。紬は茶色味をおびた濃緑色で全面施粕後、高台畳付の紬を削る o 32は内面見こみに白色耐火

土の 4足の目跡がある。

'青白磁

合子蓋 (34) 型づくりによる蓋で、天井部および側面に陽刻文があるo 口縁は八角形をなす。

陶器

小皿 (35・36) 胎土には紫色粒を含み、 35は楼灰色、 36は淡茶灰色をなす。紬は茶褐色で内面か

ら体部外面上位に施されるo 底部は粗くヘラ削りされ、あげ底状をなす。

査 (37) 胎土は灰色で綴密。紬は淡灰緑色で、内面と体部外面下半、底部外面には施紬されない。

内面に暗赤褐色の付着物があるo

鉢 (38、39) 38の胎土は淡灰茶色で暗紫色粒を含む。紬は黄色味をおびた淡茶褐色で内面に薄く

施されるo口縁部は内側に折り曲げて肥厚させるo39の胎土は赤灰色で 1-3 mmの白色砂が多い。底

部は露胎で暗紫灰色をなす。体部内面は細かい刷毛目調整。国産陶器か。

灰色土層出土土器(fig.40、pla.19・25・27、別表 1・2)

土師器

小皿 a(1-7) 1-6はヘラ切り、 7は糸切り oヘラ切りは90%以上を占め、口径8.6-10.0cm、

器高1.0-1.7cmo糸切りは約 8点で口径9.0-9.4cm、器高0.9-1.7cmo

杯 a (8) ヘラ切りo口径14.8cm、器高3.7cm。点数は少ない。

丸底杯a (9) 口径14.8-15 . 6crn、器高3.0-3.5crnoヘラ切りの小皿とともに点数は多い。

杯(10) 底径は小さく体部は内湾ぎみに聞き、堅綴に焼成される。糸切りされ、体部内外面と底

部内面は横ナデされるo板状庄痕があるo口径15.2crn、器高3.2crn。他地域(豊前か?)からの搬入

品と考えられる土器で、同じタイプのものが暗褐色土層から出土しているo

鉢 (11) fig. 41-19と類似した小形品。外面は主としてへラによる器面調整と思われる O

小壷(12) ヘラ切りされ、口縁部は外反するo内外横ナデされるo口径3.8crn、器高3.1crno紅入

れなど化粧用具の可能性があるo

鉢(13) 体部上位は内湾し口縁部は外反する。体部外面下位から底部外面は回転ヘラ削り O

黒色土器

椀(14) B類。鍔付椀である。
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白磁

皿 (33) 刊 1b類。

椀 (15-22・34) 15・16はn1類。 17・18はn4類。 19は町 1a類、 20は町類、 21はN2類。 22
はV1 a類。 34は博多0凹類に分類されるものo 胎土は灰白色で綴密。紬は青味をおび、やわらかい

光沢で貫入があるo 体部は内湾し、口縁部は外反するo 外面は縦の片切彫り文様を入れるo

青白磁

小椀 (23) 内外面施紬され薄手のっくりである。

越州窯系青磁

杯 (24) 1類。体部と底部の境に目跡があるo

高麗青磁

小椀 (25) 田類。胎土は灰色で 1mm程の白色粒を含み粗い。紬は灰緑色で光沢はなく白濁化するo

高台畳付の紬は全面施紬後削るo 内面見こみと畳付に目跡があるo

椀 (35)皿2類。胎土は 1mm前後の白色粒を含み暗灰色から糧灰色をなす。粗い。紬は灰緑色で少

し光沢はあるが不透明。全面にうすく施紬した後、高台畳付を削り取るo 内面見こみに目跡があり、

5個に復原されるo

灰柚陶器

椀・皿 (26・27・28) 26の口縁部はわずかに外反するo 28と接合する可能性があるo 27・28は貼

付と思われる高い高台を有する。内面みこみは円形に紬の薄い部分がある。 28は暗褐色土層出土破片

と接合したo

壷 (29) 胎土は灰色。紬は良質で内面中心に施紬されるo

緑紬陶器

30はやや大形の椀と思われるo胎土は軟質。紬は淡黄色で内外施粕されるo

須恵器

硯 (31) 1 C bニ類o 陸部は丸味を有し外堤の下位に凸帯を貼付する。圏台部に透しの上端が観

察されるが破片のため形は不明である O 陸部内面はナデを施す。

陶器

32の胎土は淡紫灰色で 1-2 mmの白色砂を含む。紬は黄褐色で光沢があり、口縁部付近は施粕され

ず主として体部に施紬されると思われるo 露胎部の外面は紫灰色、内面は灰褐色をなす。費町類に類

似する胎土、粕であるが形態がやや異なるo平坦な輪を体部にかぶせたようなっくりで内面に段を有

するo灰色土層からは 1点のみの出土であるため新期遺構から混入した可能性があるo

19S X055出土土器(fig.41、pla.22、別表 1・2)

暗褐色土層出土土器の中でまとまって出土したものをここに別記した。

土師器

小皿 a (1 -15) ヘラ切り o 口径8.7-9.8cm、器高1.1cm-1.7cm。口径は 9cmに近い大S01330 

型と、 10cmに近い大SK802型に分類されるo

丸底杯a (16・17) ヘラ切り o 口径15.2-15.8cm、器高2.7-4.0cm。大S01330型。口径17.2cm、

器高4.5cmの大形品があるo
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ヘラ切りo口径15.8cm、器高2.7cmo

大形脚付浅鉢で約1/4残存するo脚部は 1箇所残存し、三脚として復原した。体部内面

(18) 

鉢(19)

杯a

から口縁部外面は横ナデされるo 体部外面下位はあらくヘラ削りされていると思われ不明瞭な段がつ

くo底部内面はナデ、外面は指押えの成形を主としており凹凸が認められる。 19S 0001出土の破片

と接合した。

墨書土器

20は須恵器杯ないし皿の底部に「大」と墨書される。下層からの混入品。

瓦器

体部中位は屈曲を有するo 内面から体部外面中位にミガキ Cを施す。(21) 

黒色土器

椀 C

ヘラ切り o 器肉は暗茶灰色で土師質であるが初期の瓦器とも考えられるo 内面には(22) 小皿a

ミガキ bを施す。椀ではさらにミガキ C を施すが、本例は風化のため明らかではない。口縁部内外は

横ナデされ、底部と体部の境に指頭痕が残るo口径11.5cm、器高2.2cmo

白磁

23はII4類。体部外面下位には施粕されない。内面見こみは一段凹む。 24はV3a椀 (23・24)

類。

陶器

皿1類。頚部と肩部の破片であるo 胎土は黄灰色で黒色、白色粒を多く含み硬質。四耳壷 (25)

紬は灰茶褐色味で光沢があり、外面と頚部内面一部に厚く施紬される。肩部破片の外面に印花文があ

ミ一一寸 で〆 11弐一コ:L.c=::::::〆 6

\rこニ~7

六L--"71

又二一 l ___ 4〆2

、一一一一」 ーグ 8て『一一斗~グ 3

-
r
h
 

ミー=~一一〆 9¥ー-===b-=〆4
ミこ正_715又一一」 710 

ミ子弓ごふノ16

てニエ」:=::?5 

モ主ヌ17モ /. 
10cm 

一一-戸-----一-、ー一一一一一一一

fig. 41 19SX055出土土器実測図
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暗褐色土層

又-~グ1

てk 一寸一一円ググ 2

L三~73

¥て一=+;二グ4

、一寸どグ;i

x 

• • • 
2
 
2
 
‘一，
 
--z 
E
 

茶色粘土層

-] 
。 15cm 

fig.42 第19次調査暗褐色土層、茶色粘土層出土土器実測図
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るo 19S K005出土破片と接合したo

暗褐色土層出土土器(fig.42、pla.3・5・27、別表1・2)
土師器

小皿aに少量の糸切りを含むが、大半は大SD 1330型土器が占めるo 灰色土層より以前の堆積であ

るが時期は近接している O

小皿 a (1 ~ 3・5) 1 -3はヘラ切り、 5は糸切り o 1 . 2は大SD 1330型。 3は大SK802 

型に近い。 5は大SK 1204古型。ヘラ切りが90%以上を占めるo

杯 a (4・6) へラ切り o 4は口径11.0cm、器高1.9cm。大SK674型。 6は底部外面に墨書され

た 8C 後半~9C前半のもので下層からの混入品。

丸底杯a (7~9) ヘラ切り o 口径14.7 ~ 16 .4cm、器高3.4-3.9cm。点数は多い。

瓦器

椀(10-13) 内面から体部外面下半にミガキ Cを加えた古手の在地型瓦器であるo 10、12、13は

体部外面中・下位に鈍い屈曲があり、指頭痕を残す。 11は内面にミガキ bの痕跡をとどめるもので丸

底杯aと共通した製作手法が伺われるo

須恵質土器

鉢(14) 片口と思われるo体部内面の上半部は横ナデ、下半分は数方向のナデまたは細かい刷毛

目状の調整。体部外面は横ナデされるo 灰色土層出土破片と接合した。

越州窯系青磁

椀 (15・16) 全面施紬される 12類。 15は16に比べ紬が雑で、高台部の外側を面取りするo

白磁

椀(17・18) 17は町 1b類。 18はNa類。

皿 (19・20) 19は刊 1a類。 20はVI1 b類。

緑紬陶器

皿 (21) 胎土は須恵質。紬は淡黄緑色で均一にかかるo 口縁部内外面に横沈線があり、端部が段

状をなす。内外に丁寧なヘラ磨きを行なう o

椀 (22・23・30) 22の胎土は淡黄灰色で白色・黒色細粒を含み硬質であるo紬は淡緑灰色。口縁

部は外反し、体部外面中位以下は回転ヘラ削りされる o 23の胎土は硬質であるo紬は濃緑色。高台端

部には凹線を有するo付高台。体部外面下位は回転ヘラ削りされる o 30の胎土は硬質。

陶器

鉢 (24・25) 24の胎土は暗茶灰色で 1mm前後の白色粒を多く含む。紬は濁黄灰色味を呈し、口縁

部を除いて内外面に施紬されるが胎土となじみが悪く殆ど剥落するo 無粕陶器がもしれない。 25はI

1 a類。外面には平行叩き、内面には平滑な円盤状あて具を使用するo

盤 (26) 皿類。胎土は淡灰色で精良。紬は黄褐色で磁器質。内面全体と体部外面の一部に施され

るo 体部外面下半は回転ヘラ削りされるo 口縁端部に目跡がある。

査 (27) 胎土は淡黄灰色で精良。紬は黄茶色で貫入が多い。頚部内面上位から外面にかけ施紬さ

れ、頚部内面中位以下は露胎である。小形、うす手につくられる。

その他28は鉢形の焼塩査nb類。 29は土錘である opla. 25 bは青磁椀であるo胎土は淡灰色で綴密。
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紬は淡緑色で内外にやや厚めに施紬されるo体部は直線的で器肉は薄い。外面に 4本単位の粗い櫛目

文、内面に点描櫛目文があるo

茶色粘土層出土土器 (fig.42) 

土師器

杯 a (31) ヘラ切りo口径12.0cm、器高3.6cmo

須恵器

査 (32) ヘラ切りで底部の再調整は行なわない。体部外面は自然紬のため調整は不明瞭であるo

小結

遺構と土層の年代

遺構の先後関係、層位 遺物の検討から下記の年代観を得ることができたo 遺物の中で、土師器型

式より時期細分が可能なものは標式遺構名を付す。

8 . 9 c 19 S X 075は8C前半~中頃。 19S D 080は上・下層に分けたが、土器出土状態からは層

位により新・古を示すものではなかったo最新期に属する土器は大SE400型の土師器椀 c (fig. 34 

-16) 1点と須恵器蓋 C4 (fig. 31ー31) などごく少数で、 19SD070からの混入品と思われるoこれ

らの土器を除外すると 8C前半、中頃、後半の土器が多数を占める。溝の埋没年代は大SE 1081型、

8 C後半に推定されるoまた大SD2340下層型に相当する土器の割合が多い点を考慮すると、溝の開

削は 8C前半に遡る可能性があるo19 S D 070は大SE400型、 9C前半に埋没。茶色粘土層は 8C 0 

llC前半~中頃 大SK802型までの遺構であるo19S K057は大SE 1083~ S K 802型、 llC前半

一中頃。他19SX071、19S K 056などがこの時期に属すると思われるo

llC後半一12C末 大 SD 1330型から南n1型までの遺構である。 19SX055は暗褐色土層中、一
括出土した土器群で糸切りは含まない。暗褐色土層は灰色土層の下に堆積し、この 2つの土層の土器

に大きな年代の聞きはないが、暗褐色土層には新期遺物の混入は少ない。暗褐色土層、灰色土層の土

師器は丸底杯a、小皿 a (ヘラ切り)が90%で主体を占め、杯 a (ヘラ切り)、小皿 a (糸切り)、搬

入品と思われる糸切りの杯がごく少数あることから大SK 1204古型(大SD860 1 n型または南13 
D型)、 12C前半と思われるoその他19SX030は大SD 1330型。19SX079は大SK 1204型(南14型)、

12C中頃。 19SX034、19S K045A Bは12C前半一中頃。 19S K 050は大SK 1204型以降。

13C初頭一14C 大 SK 1085型から大SX 1200新型までの遺構であるo19 S X 074は大SK 1085型

一SK835型、 13C初頭~前半。 19S D .001は土師器小皿bを古くみると大SK 830 (南n5 A)型、
14C前後、新しくみると大SX 1200新(南n5 B)型、 14C中頃であるが、大SX 1200新の杯aは出
土していないことから大SK830型の可能性が強く考えられよう。 19S K 004は19S D 001より古く 13

C中頃ー14C前後か前半に考えられる。共伴土師器は乏しく直接的な年代推定は困難であるが、陶磁

器の傾向をみると、白磁椀医 2類、龍泉窯系青磁皿類はきわめて少量であり、これらの出現時期に近

い年代すなわち13C中頃~後半に年代を縮めることも可能であろう o19S K005は19S D 001より古く

13C前半~中頃か。その他19SK002・006・013・018・032・052・063、19S X014・054・067・069、

19 S D066 は 13~14 C 0 19 S X 007、19SD037は14C .l.-j~年。

近世 19 S D 010、19SX020・060は近世。黒灰色土層出土遺物は14Cまでのものが多いが近世の

ものを含む。
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19S D0800)位置

溝の検出部分中心点の座標は (X56.616.50、Y-44.285.40)で政庁南門中心との東西距離計算を

行なうと 532.225m (4.97町)と 5町に近い値となるo しかし溝の北側延長は大39-3次調査*で検

出されていないことから、政庁中軸線や推定条坊計画線に平行でないと考えられ自然流路の可能性も

あるo条坊との関係についてはこのように二、三の問題点があり、今後、周辺部の調査が必要であるo

19S K004陶磁器の特異な出土状態

出土陶磁器に完形品は 1個体も含まれていないことから、何らかの事故による破損のために一括し

て廃棄されたと思われるo 土器の中では磁器よりも陶器の占める割合が高い。とくに小形貯蔵容器で

ある四耳壷VIは49個体と71片、大形貯蔵容器である四耳壷盟は 9個体もあり、同一タイプの陶器が

異常に高い出土率を示すことが指摘されるo この点は少なくとも一般生活で使用される土器の構成状

況を示すとは思われない。出土陶器の中には鉢I類のように未使用と考えられるものがある事も注意

されるo これらの陶器は商品として流通する中途で破損した可能性があり、そこには観世音寺周辺に

も活動範囲を持つ商業者集団の関与が推測されるであろう o

*九州歴史資料館『大宰府史跡昭和51年度発掘調査概報J (1977) 
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3 第20次調査

推定左郭六条五坊の北東部にあたる地域であるo トレンチを設定し試掘を行なった結果、地表から

2m下に遺構面を認めたo 土質が軟弱でトレンチ壁の崩壊のため危険であることと、遺構面は深く破

壊を受けないと判断されることから調査は遺構の有無にとどめた。遺構面にピット群を検出したが発

掘は行なっていない。遺構面上の黒灰色土包含層から遺物を採集したo

出土遺物 (fig.43、別表 1) 

土師器

丸底杯a (1・2) ヘラ切り o 口径14.2-14.8crn、器高2.7-3.6crn。大SD 1330型。黒灰色土出

土。

杯 a (3) ヘラ切りされるo 口径12.0crn、器高3.5crn。大SK 1800型。黒灰色土層出土。

その他排土から龍泉窯系青磁椀15b (1) ・器種不明町類(1 )、青磁椀(1 )、白磁椀11(1). 

N (1)、皿VI1a (2)・医 1 (1)・庇 (1).m2 (1)、水注または査 (4)、青白磁を採集した。

\℃~町七二〆1 ¥三三/グ2 、二士一ダイ
10cm 

fig.43 第20次調査出土土器実測図

4 第21次調査

推定左郭六条五坊の東部にあたるo 調査の結果、厚い砂の堆積層が認められ、御笠川の泡藍地域と

思われるo 砂層より上の黒灰色土包含層から遺物を採集したo

出土遺物 (fig.44、別表 1) 

土師器

小皿 a (1) 

丸底杯 a (2) 

白磁

ヘラ切り o 口径9.1crn、器高1.5crn。大SD 1330-S K 1204型。

ヘラ切り o 口径14.8crn、器高3.5crn、大SD 1330型。

椀(3 ) 町2類。高台部内側の削りはやや浅い。

高麗青磁

椀 (4・5) 4はml
O

A類。胎土は淡灰色ないし燈灰色で0.5-3mmの白色粒を含む。紬は灰緑

色で白濁化し光沢はない。内外に薄く施紬されるo 口縁部は肥厚する o 5は皿 3類。胎土は淡灰黄色

で混入物はなく精良であるo紬は緑味をおびた暗黄土色で、光沢はあるが白濁化するo 厚めに内外施

紬され、畳付は施粕後、紬を削るo 高台は高い。内面見こみと高台畳付に目跡があるo 推定 4足。

、一斗=eef'1 

ミ三主云ヌ2
O 15cm 

ミ イ
℃二:丁ープ
fig.44 第21次調査出土土器実測図
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5 第22次調査

推定左郭六条四、五坊の境にあたる地域である。トレンチ調査の結果、平安時代遺物包含層、平安

~中世の掘立柱 1、溝状遺構 2などを検出した。

土層 (fig.46) 

①~③までの土層を除去すると上層遺構22S D107@、⑫、 22S B 105⑬が検出されたO これらの遺

構は黒灰色土層⑬または砂の交互堆積からなる整地⑬の上から掘り込む。発掘区の西側は⑨⑩が西側

にかけて次第に厚く堆積する O ⑨⑮は南北溝埋土の可能性もあり、木製品などが若干出土する o⑬の

上面は⑪のピット状のものが確認されるので下層遺構面である可能性があるo 各土層は採集した遺物

から次のような時期に推定される O

⑮灰青色土層……大SK 1204古~ S K 1204型 (12C前半一中頃)

⑬黒灰色土層……大S01330型 (11C後半一12C初頭)

⑬暗灰青色土層……大 S01330型以前。

W 
(1)表土 (2)床土
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(目指灰色砂貿土

茶色砂

1191灰色砂礁

⑬2258105 フショヲ土

fig.46 第22次調査土層模式凶

検出遺構

22 S 0107 南北溝.と推定される。幅1.5m、深さ0.2m。⑬の黒灰色土層より新しい。

22 S B 105 建物の一部とみられるがトレンチ調査のため全容は判明しない。柱根は直径20cmで下

位に方孔が穿たれる O ⑬の黒灰色土層より新しい。

a 
一一一----22SB 105 /¥ ¥¥ 

一 一一一~τ~一一一一~~ズド一一一一一一てーよ ¥ ¥ X 56.572.∞o 
FI 22 ゴ FTll ¥iご? 一一一一一一::>.¥ ¥¥ 
n SO 1-4 tl ¥l ~一一 ¥ ¥ ¥¥ 

-一一一一← tl 107 n tl 円 一一一(、占¥¥

o 10M 

fig.45 第22次調査遺構配置凶
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出土遺物

各層出土土器 (fig.47、別表1・2)

土師器

丸底杯 a (2・5) ヘラ切り o 2は口径14.9cm、器高3.3cm。大SD 1330型。暗青色土層出土。

5は大SK802型で暗青色土下層出土。

小皿 a (3・4)

丸底椀a (7) 

白磁

椀(1・6) 

越州窯系青磁

ヘラ切り o 口径8.6-9.4cmで大SD 1330-S K 1204型。暗青色土下層出土。

7は大SE 1083型で黒灰色土層出土。

1は咽 1類、黒色粘土層出土。 6はI類。灰青色土層出土。

皿 (8) II類。灯蓋の可能性もある o胎土は淡茶灰色で紫色粒を含む。粕は黄緑色で発色は悪い。

内面に施粕され外面は露胎。口縁部は外反するo体部下位、底部外面はヘラ器面調整。排土採集品。

その他表土層からは明代の青花皿または椀小野B類。小野皿c1類*などが出土した。

2280107出土土器 (fig.47、別表 1・2)

土師器

小皿 a (9) ヘラ切り o 口径9.6-10.1cm、器高l.2-l. 6cm。大SK802型。

黒色粘土膚 暗青色土下層

ス
ミ二一一」ー"73 

て一一~ニFグ 4 Tモゴ7
モ寸........¥ヌイ Yキ~: 8 

灰青色土層 22S D107 

O 10cm 
ミヰd'~ てこ二=---=:l二二=ヲ 9 

fig.47 第22次調査出土土器実測図

*付編P-l参照
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6 第23次調査

調査地は推定左郭六条四、五坊の境にあたる地域であるo 調査の結果、上、下2層の遺構面を検出

したo

土層 (fig.49) 

①~⑤の土層を除去すると上層遺構23S X 103⑤、⑦、 23S X 104③、 23S X 102⑪、 23S X 106⑫が

検出された。⑥⑦③は鎌倉時代以降の遺構で、整地と思われる⑨⑩の上面から掘り込む。⑪⑫は⑬の

地山上面で検出された。⑨⑩を除去すると23S X 100⑬が検出された。⑪⑫⑬は下層遺構で平安時代

後半に属するo W 

ピット

fig.49 第23次調査土層模式図

検出遺構

23 S X 103 上層遺構で茶色砂層⑩、灰黄色粘土層⑨より新しい。 13~14Co

23 S X 104 上層遺構で茶色砂層⑮から掘り込む。 13~14C と推定。

23 S X 102 溝の可能性があるo灰色砂層⑬から掘りこむ。 llC前後と推定。

23 S X 106 溝の可能性があるo灰色砂層⑬から掘り込み23S X 104より古い。

23 S X 100 下層遺構で内側にしがらみ状のものを検出していることから、溝ないし低湿地の護岸

を目的とした遺構と推定されるo埋土は腐植土層で曲物底、板材などの木製品が出土した。 llC後半

一12初頭と推定。/"T"¥
¥JV I Y-44・3ωo∞

o 

fig.48 第23次調査遺構配置図

出土遺物

235 X 100出土土器(fig.50、別表1・2)

土師器

杯 a (1) ヘラ切りo口径1O.7cm、器高2.2cm。大SK674型。

小皿 c ( 2 ) 口径11.0cm、器高2.1cmo大SK 67 4 ~ S E 1083型。

丸底杯 a' (3・4) ヘラ切りo口径14.5~ 15 .2cm、器高3 .4 ~4.0cm。大 S 01330型。

中椀 C2 (5・6) 大SK674~ S E 1083型に伴うものo
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須恵質土器

査(7 ) 底部はヘラ切り o 体部外面は横ナデされる。

越州窯系青磁

椀 (8・9) 8はE類で口縁部は外反する o 9は12類。全面施紬後、高台畳付の紬を掻き取る。

23 S X 102出土土器 (fig.50、別表 1) 

土師器

小皿a (0) ヘラ切り o 口径10.7cm、器高1.9cm。大SE 1083型。

茶色砂層出土土器 (fig.50、別表 2) 

白磁

椀(1 ) 前川M類。胎土、粕調はH類に類似するo胎土は黄白色。粕は黄白色でやわらかい光沢

があり貫入が多い。内面から高台部外面に施紬され、高台みこみには施紬されない。高台はE類より

高い。底部と体部の境に鈍い稜を有するo

その他の土層出土土器(fig.50) 

青磁

12は水注ないし香櫨などと思われる o 胎土は淡茶灰色で綴密。越州窯系青磁皿類に近い。紬は黄緑

色味をおび発色は良い。内面、口縁部外面に施紬され、外面上位以下は露胎。化粧土はない。口縁部

は蓋受けのかえりを有し、体部上位には半円形に切り取った跡があるo この部分は透しか注口などの

接合部と考えられる o 外面は横ナデされるo 排土中採集。

23S X 100 

K7亡ース¥一年Zグ1
万三ヨこ者P2

。 15cm 

斗て医ず;/9
23S X 102 茶色砂層 排土

L-↓-dlO 

\一七~ {qJi:〉 712
fig.50 第23次調査出土土器実測図
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7 第24次調査

推定左郭六条因坊の北側にあたる地域であるo トレンチ調査の結果上、下 2層の遺構面を検出したo

土層 (fig.52) 

①~③までの土層を除去すると④、 24S E 113⑤、⑥などの上層遺構が検出されたo上層遺構は発

掘区東側において黄斑暗褐色土層⑦、西側において灰褐色土層・灰褐色砂層③の上面から掘り込み、

12C前半以降に推定されるo⑦③と下の灰茶色土層⑨を除去すると24S K 115⑩、 SX 114、116、117

などの下層遺構が検出された。下層遺構は淡黄色粘土層⑪の上面から掘り込みlOC代と思われるo

W 上層適例

(])童書地(賛"1時褐色土)

d防車賛色粘土

灰茶色砂

245 E 113ウ号込メ

fig.52 第24次調査士層模式図

検出遺構

24 S E 113 n A類の井戸。方形縦板の枠、横桟、隅木、円形曲物の一部が残存するo井戸枠は一
辺約100m、曲物は直径約O.6mo掘形は円形で2. 3 m (fig. 53) 

上層遺構 ④ト414450∞

2.0o dB6 
X 56， 572. 000 

下層遺構 ④ ∞
 

内

UEa 

凋
匂
aa『

凋値
Y
A
句Y
 

o 

X56，572.。∞

o 1OM 

fig. 51 第24次調査遺構配置図
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24 S K 115 長方形プランで東西は1.0m、南

北は1.2m分検出。深さは0.15-0.3mo

24 S X 110 西側の灰褐色土層中で一括して

出土した土器溜である o

出土遺物

暗褐色土層出土土器 (fig.54、pla.28、別表

1・2)

土師器

鉢(1 ) 体部は外上方へ直線的にのび口縁

部は丸味を有する。底部は大きい平底をなす。

条19S K 055出土例 (fig.41) のように三脚の

つく可能性もある。体部外面下位と底部の境は

雑なヘラ削り o

高麗青磁

椀(12) 皿1類。胎土は淡茶灰色、灰色。

。

CD 
MN 

1 mm位の白色粒を少量含み粗い。紬は緑色味の fig.53 24 S E 113井戸実測図

暗黄土色で不鮮明。全面施紬後、畳付の紬を削る。高台部外面はヘラで面取りされ、見こみ、畳付に

目跡。

灰褐色砂層出土土器 (fig.54、pla.28、別表1・2) 

高麗青磁

椀 (2) II 1類。胎土は灰色で細かい白色粒を含みやや粗い。紬は青味をおびた暗緑色で光沢、

貫入があり半透明。内外厚めに施紬。体部は丸味があり、口縁部は外反する。外面は細いヘラ描きの

の蓮弁があるo各弁に 2条、弁と弁の聞に 1条の太い縦凹線を陰刻する。口径14.4cmo

灰茶色土層出土土器 (fig.54、pla.28、別表 1・2) 

土師器

杯 a (3)ヘラ切り。口径11.0-11.6cm、器高2.8-3.0cm。大SK678型。

小皿c (4) 口径11.7 -12 .4cm、器高2.3cmo

小斐 (5-7) 口縁部は短く外反するo 5の内外は横ナデされるo. 6は中形で体部外面中位以下

は回転ヘラ削りされるo内面、体部外面上位は横ナデ調整。 24S K 115の直上で検出。 7の内面は細

かいミガキ Cを施すが標しは行なわない。

黒色土器

小椀 (8) A類。器壁は薄く内外面に細密なミガキ Cを施す。銅椀に類似。 24S K 115直上出土。

越州窯系青磁

椀 (9・10) 9は12類。 10はll2b-d類。

水注または壷(14) II類。胎土は黄灰色で黒色粒、白色粒を含む。紬は黄緑味で発色は悪い。
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青磁

椀 (11) 胎土は黄灰色で黒色粒、白色粒を少量含み敏密であるo紬は暗黄緑色で光沢、貫入があ

り半透明。胎土、紬は越州窯系青磁E類に類似するが、化粧土はなく、 H類とは区別される。内外面

施粕。口縁部は外反するo 外面中位以下はヘラ削り o 内面見こみに白色砂の目跡があるo

緑紬陶器

椀(13) 胎土は淡櫨色で軟質。紬は黄茶色で一部は黄緑色を呈する。全面施紬。畳付に沈線があ

るo

その他の土層出土土器 (fig.54、pla.28)

高麗青磁

椀(15) 皿1類。胎土は淡灰色で白色粒を含み粗い。紬は暗緑褐色で光沢を有するが不透明。畳

付一部には施紬しない。高台部は断面四角で外面を面取りする。内面と畳付に目跡。出土層不明。

暗褐色土層

ミi73
モ圭~94

~-寸--~

8 

5 

6 

fig.54 

〆
イ台~'r 72 

ヌ
。 10cm 

第24次調査各層出土土器実測図
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24 S E 113出土土器 (fig.55、pla.28、別表 1・2) 

土師器

小皿 a (1) ヘラ切り o 口径10.Ocm、器高1.4cm。大SD 1330~ S K 1204型。最上層出土。

須恵質土器

杯(2 ) ヘラ切り o ヘラは刃こぼれしているため糸切りに見えるo 内面は横ナデ。最上層出土。

瓦器

椀 c ( 3 ) 押出し技法で制作され、内面にミガキ bを行なった後、体部外面中位から内面にミガ

キ Cを加える。ミガキ Cは内面上位に密に行なわれるが、他はまばらに行なわれるo

須恵質土器

鉢 (4) 片口と考えられるo 灰色を呈し胎土に白色砂を含む。口縁部は小さな三角形をなす。他

に瓦質のものがあるo

青磁

椀(5 ) 胎土は淡灰色で不純物を含まないがやや粗い。粕は黄緑色で光沢があり越州窯系にも類

似する o 内外面に薄く施糊される。口縁部は外反する。体部外面は片彫りの縦線、内面は上位に連孤

状文、その下に櫛目を施す。同安窯または龍泉窯系の古手のタイプか。

越州窯系青磁

椀 (6) ll2C類。

て 川~~ y 

¥雪(」」::

24S K 115 

ミ正J11 「-7ト4行 4

ミユーノ 12 又 ;L73y〈

ヌ レノ13 可工平16、

24S X 110 

20 ミミヨニノ25

ミミ壬37お22 

23 

ミ二二ヨ そ〆 24 で1X 
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高麗青磁

椀(7・8) 7は11類。胎土は灰色で細かい白色粒を多く含み、やや粗い。粕は青味の緑青色

で貫入がある o 光沢は少なく半透明。厚めに全面施紬されるが畳付一部に粕はかからない。体部は直

で、内面見こみは一段凹む。蛇目高台で畳付に目跡があるo 同一個体の破片は下層の灰褐色土層から

出土していることから、井戸に伴うのではなく灰褐色土層に伴うものである o 8はill2類。胎土は淡

灰色で白色粒を含む。紬は淡黄緑色で白濁化するo全面施粕。内面と畳付に目跡があるo

緑柚陶器

椀(9 ) 胎土は淡黄灰色で軟質。粕は一部黄緑色を呈するが大半は茶黄色化するo 内外面施粕。

陶器

四耳壷 (10) 皿類の底部と思われる o 胎土は淡灰色で白色、黒色粒を多く含む。紬は暗灰緑色で

光沢はない。外面下位より上に薄く施紬され化粧土を伴う o 内面には施粕しないが薄く黄灰濁化した

粕(化粧土か)を横方向にナデつけているo底部外面から体部外面下位は露胎で赤褐色を呈する o

248 K 115出土土器 (fig.55、別表 1・2)

土師器

杯 a (11-13) ヘラ切りo個体数20、口径10.8-111.5-11.7-11.91--12.4側、器高2.4-

2.7ー 2.8-2.91-3.2叩*。大SK678型。

小皿 c (14・15) 口径12.4-13.0cm、器高2.1-2.3cmo

小椀 C 2 (16) 口径9.7cm、器高3.6cm。体部は丸味をおび、やや後出タイプであるが口縁の外反

はきつくはない。 1点のみの出土。

中椀 C1 (17・18) 口径12.5-12.9cm。器高4.8-4.9cmo

椀 C (19) 口径16.3cm、器高6.2cmo

248 X 110出土土器 (fig.55、pla.28、別表 1・2)

灰褐色土層中から一括出土した土器群である。

土師器

小皿 a (20-24) ヘラ切り o口径9.0-10.8cm、器高1.1-1.9cm。大 SK802-S 01330型。

丸底杯a (25・26)ヘラ切り o口径14.2-15.9cm、器高2.8-3.9cm。大S01330型。

高麗青磁

椀 (27) 田2A類。胎土は灰色で0.5-1 mmの白色細粒を含みやや綴密。紬は暗黄緑色で少し光

沢はあるが不透明。内外に薄めに施粕される。体部は直線的に聞き口縁部は外反する。

小結

各遺構、土層の時期

24 S X 110 土師器一括は大S01330型で11C後半-12C初頭。

24 S E 113 灰褐色土層より新しく、また土師器はへラ切りが主体で丸底杯a、小皿 aが多く杯a

は少ない。また糸切りの杯 a片が 1点あるが搬入品の可能性もあるo大S08601 n型で12C前半と
思われる o

24 S K 115 土師器は大SK678型ないし条SK090型で10C前後一10C前半。

24 S X 114、116、117は10C頃。

*仁二コ内は90%の集合範囲(統計値)を示す。付編P-2参照。
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暗褐色土 上層遺構の上を覆う 12C前半以降の堆積土である。遺物は12Cまでのものが大半であるo

灰褐色土、灰褐色砂 24 S X 110と同じく大SD 1330型で11C 後半~12C 初頭。

灰茶色土土師器は大SK 678~ S E 1558型で10C 前後~lO C 中頃。

以上から下層遺構はlOC、上層遺構は11C 後半~12C にかけてのものと思われる o

高麗青磁について

本次調査で出土した初期高麗青磁椀はI類(精製品、素文)、 H類(蓮弁文)、凹類(粗製品)の各

種があり、伴出遺物や出土遺構、層位が明確であることから、日本での使用年代を考慮する上で重要

である o 1 ~皿類は大 S D 1330型すなわち 11C 後半~12C 初頭にはすべて出土しているが、これ以前

には出土していない。

8 第25-1・2次調査

推定左郭五条五坊の西側にあたる地域であるo 25-1次調査は試掘トレンチ範囲内では遺構は検出

されていないが、周辺の状況から遺構の連続する可能性があるo検出された遺構面と考えられる地山

商は25-2次調査より 1m近く深い。 25-2次調査では上から表土、床土、暗褐色土層を除去すると

明黄色粘土層の地山が検出され、この面から遺構が掘り込む。遺構面は表土上面からは浅い。

検出遺構

土旗、ピット群などがあり、 11C 後半~近世におよ ~o 25 S X 121は近世の凹みで25S K 125はこれ

より新しい。他のピット25SX122-127はllC後半-14C頃と推定されるo なお出土土器は図示可能

なものがなく割愛した。

@ 
ハ
unu 
nu 
r「
JV司‘JVεu

・EEE
a
'

-
P
O
 

E
3
 

V
《

Y-44.382.∞o 
25S X 122 

25S X 126 
o 

fig.56 第25ー 2次調査遺構配置図
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9 第26次調査

推定左郭五条三坊の北側中央にあたる地域である。

土層

上から表土①、床土②を除去すると暗褐色土層④に達するo 発掘区北側ではただちに黄白色砂層⑫

(地山)に達するo新期のピット③は④の上面から掘りこむ。④を除去すると上層遺構⑤、 26S D 

253⑥、 26S X 262・264⑦などが淡黄色土層⑨の上面から掘りこむ。上層遺構はllC後半以降のもの

であるo 南側は一部‘黒灰色土層③が③の上にかぶるo~海、茶灰色砂層⑩を除去すると下層遺構26

S D261⑪、 26S E 271⑫、 26S D250⑬、 26S X_272⑪が検出されるoこれらの下層遺構は 8-10C頃

のもので、調査区北側では⑫や黄色粘土層⑬から掘りこみ、南側では黄灰色粘土層⑬の上面から掘り

こむo

検出遺構

溝

N 

fig.58 第26次調査土層模式図

26 S D 250・SX270 南北溝で方向は N130 E 0 幅は約 1m、深さは0.3-0.6mo北側は水溜状の

凹み SX270と連続するo下層遺構。出土遺物は 8C前半頃。

26 S D253 南北講で方向はN29
0

W。幅は約0.6m、深さは約0.3mo上層遺構。

26 S D 261 東西溝と思われ、後述する第27-2次調査27S D230と連続する可能性があるo幅約

6m、深さ0.5mo下層遺構。 26S X272より新しい。

井戸

26 S E 271 井戸H類。大半は調査区外であるため規模は不明であるo支柱、横桟、縦板の一部を

検出した。井戸枠の支柱には柄穴を穿ち横桟をさし込む。下層遺構。 26S X 264より古い。出土土器

は大SK678一大SD205A型、 10C前後一前半。

土墳その他

26 S K255、上層遺構。南北1.3m、深さO.2 m 0 26 S D 250より新しい。

26 S K 265 上層遺構。検出した範囲の南北2.7m、深さ0.3mo大SK 1204型。

26 S X252 上層遺構のピット。

26 S X272 下層遺構。 26S D 261より古し」大SK674型、 10C中頃までの土器を出土。

26 S X264 上層遺構。 26S E 271より新しい。大SD 1330型土器を出土するo

Ixω.倒

26S X252 

8 ~r" ~~~~2~4 
26S K265 

26S X254 今C~ v，..cマ
26S K 25526 S 0253ιuv ^~::.J I 

fig.57 第26次調査遺構配置図
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出土遺物

26S 0250・SX270出土土器 (fig.59、別表2) 

須恵器

蓋(1 ) 

杯 a (2) 

杯 c (3) 

皿a (4) 

翠 a (5) 

口縁部はやや長く下方に屈折し外反する C2形である o

底部下位は丸味を有し、底部外面は手持ちヘラ削りを行なう o

高台部は断面四角。体部下位から底部端はヘラ削りを施し丸味を有するo

口縁部は小さく外反し、体部下位に丸味を有するo 底部外周の削りの有無は不明。

外面は平行叩き、内面は青海波叩きがあるo

平瓶(7 ) 体部外面下位はヘラ削りされるが底部外面はヘラ切りのままである。

26S X252出土土器(fig.59、別表 1・2) 

土師器

丸底杯 a (8) 

脚付皿(9 ) 

口径15.4cm、器高3.1cm。大SD 1330型。

三脚付の皿と思われるo 脚部四面はヘラで面取りされるo

26S K255出土土器 (fig.59、別表 2)

黒色土器

椀 c (10) B類。底部中央は下方に丸く突出しているため安定が悪い。内外面は磨滅し調整不明。

南側延長部出土土器 (fig.59) 

白磁

椀 (11) v 1 c類。やや浅形をなし、高台は欠損するo 内面見こみに凹線状の段があるo 体部内
面に短い櫛描き文を有することから C類に分類した。

越州窯系青磁

椀(12) n 3類。胎土は気胞を含むが黒色粒など不純物を含まず良質で、他のH類と区別されるo
265 D 250 265 X252 南側延長部
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なっておきたい。 26S D250の方向は N13
0
Eで、政庁第E期中軸線の方位N0034'34" Eよりさらに東

方向に偏しているo 溝中心線上の任意の点 (x56.650. 0、Y-44.541. 724) は政庁南門中心から

55.885m南方向、 279.579m東方向である o 26S 0261については第27-2次調査で後述するo
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推定左郭5条4坊の中央部であるo

土層 (fig.61) 

10 第27-1次調査

上から表土①、茶禍色土層②、 H音褐色土層③を除去すると上層遺構@ゆ⑦が検出される。上層遺構

面は暗褐色粘質土層⑧、黄褐色粘土層⑩、暗灰色土層⑪、暗灰色粘土層⑫、茶色砂層⑬などが露出し

た面であるo 東側は一段遺構面が下がるため西側とは異なる堆積をなす。③~⑫を除去すると下層遺

構⑬⑬、 27S K 224⑬などが検出される。下層遺構は西側では茶色砂層⑬、東側では一段下がった淡

黄色粘土層⑫の上面から掘りこむ。さらに@⑪の一部を下げたが最下層に遺構は認められない。⑬は

単なる凹みであるo ⑫、灰色砂層@、灰色砂磯層⑫はlOC中頃までの遺物を含む。⑫以下は遺物は出

土しない。⑧⑨⑩⑪は整地の可能性があるo 上層遺構は大SD 1330型以降、下層遺構は大SK674型

から大SK802型までの時期であるo
⑩ 
黄褐色粘土 ⑨ 
一整地 茶色土

認責色土 の)最下島の凹みぜ附⑩27SK224 

fig.61 27-1次調査土層模式図

IY一例.450.0

X56. 618. 0 

上層遺構

I Y-44.制 .0 27S X221 I Y一例.4関.0

X56.618.。

27S X219 

o 0) 。

下層遺惰
om 

fig.60 第27-1次調査遺構配置図
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検出遺構

溝

27 S 0202 東西溝で方向は N76
0

W。幅は0.6-1 mo上層遺構。 27SX214より新しい。

土壌

27 S K 201 長楕円形プランで長軸は0.9m、短軸は0.55m、深さはO.lmo上層遺構。

27 S K203 楕円形プランで東西は1.6m、南北は1.2mo深さはO.lmo上層遺構。

27 S K 204 長方形プランで東西軸は1.1m、南北は1.3m以上、深さは0.6mo上層遺構。

27 S K205 上層遺構。

27 S K206 円形プランo東西は2.1m、南北は2.0m、深さは0.5mo上層遺構。

27 S K207 東西の長さは1.6m、深さは0.2mo上層遺構。

27 S K 220 東側は未検出であるが南北の長さは1.7m、深さは0.2mo下層遺構。

27 S K224 北側は未検出であるが東西の長さは3.4m、南北は1.0m以上、深さはO.4mo下層遺構。

27 S X 221より新しい。

その他の遺構

27 S X 208 円形小ピット。上層遺構。

27 S X209 上層遺構のピット。

27S X214 溝状の凹み。上層遺構。 27S 0202より古い。

27 S X215 上層遺構ピット群。

27 S X219 下層遺構ピット群。

27 S X 221・222・225・226・227・228・229 下層遺構のピットまたは不整形凹み。

出土遺物

27 S 0202出土土器(fig.62、pla.29・30・32、別表2) 

越州窯系青盛

水注(1 ) 凹類。胎土は淡茶灰色で混入物はないがやや生地は粗い。紬は茶色味をおびた暗黄緑

色で化粧土は無い。外面から頚部内面まで施紬され、胴部内面は露胎で茶灰色を呈する。頚部は太く

上位は外反するo胴部は肩がやや張るo頚部と胴部の境は 2条の沈線状の段があるo注目、耳は外面

に貼付する。注目と把手を結ぶ線から90
0

まわした位置に耳が付く o 胴部は先端に切込みを入れた櫛

刀状の施文具を縦に引きずり 2条 1単位の隆帯を残す。隆帯は 6単位に復原さ、れるo 耳は横断面形が

三角をなし、正面は五角形で 2重の縁取りの内に唐草状の陽刻印文があるo 側面は直径 5mmの筒状の

もので穿孔される。破片は暗灰色粘土層、 27-2次暗褐色土層からも出土した。この中では暗灰色粘

土層が最も古く大S01330型に推定されるo本遺物は古期の層からの混入品である。

国産陶器

杯(2 ) 灰紬山茶椀と呼称、されるもので胎土は灰白色。全体を横ナデ調整するo付高台。灯火器

に利用しているo 口縁部は指で押して輪花状にする。

27S K201出土土器 (fig.62、別表 1・2) 

土師器

小皿 a (3・4) 糸切りo口径9.1-9.4cm、器高1.2cm。下記の杯aに伴うo
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糸切り。個体数17、口径14.9一|15.5一15.7一15.91-16.6側、器高2.8一

、三司一二〆7
てご
て:

(5 - 8) 杯 a

=、¥13て壬7z
実三三レ二f

PJJ・-

て訟
て三

斗さミテマzグ 15 ¥
¥
 

\\三民~/

ミ二ヨ =Z， 
27S K205 

¥三一斗フグ 16

丈二三』三プグ17

ミー lノムグ18

27S K204 

ミー[〆'9
己::b}:

凸ミ

、、

10cm O 

でコ二ヌ26

号ヰイイ7

Cjld，a 

第27-1次調査各遺構出土土器実測図
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3.0一3.1ー 3.2]-3.5佃 o南II1類*。

瓦器

小皿a (9) 糸切りo口径9.3cm、器高1.8cmo

27S K203出土土器 (fig.62、Pla.32、別表1・2) 

白磁

椀 (10) VI 1 b類。

青磁

椀 (11) 胎土は淡灰色でやや綴密。紬は暗緑色味で越州窯系に類似するが光沢は少ない。薄く全

面施紬。高台はやや高く削り出され、底部中央に突起を残す。内面見こみは段がつく o 底部には円形

焼台の一部が焼きつく。

陶器

壷(12) 胎土は灰色、樫灰色で白色、黒色粒が若干入り、やや組い。紬は内面茶褐、外面黄色味

の強い黄緑色で光沢があるo薄く施紬。高台畳付は幅広につくられ、体部外面は回転ヘラ削りされる O

鉢(13) 皿類。胎土は明賛灰色で白色、茶色細粒を含む。紬は淡黄褐色でやや光沢があるo 内外

施紬。

盤(14・15) 14は1b類。胎土は淡黄灰色で白色、茶色粒の混入物を含み精綴である。紬は淡黄

褐色。内面に施紬。外面は露胎で黄灰色。内面に鉄絵があるo底径22cm前後o15は皿 b類。胎土は茶

色で白色細砂を多く含み綴密。内面は丁寧に施紬され、口縁部はー部、紬を拭き取る。口縁部から体

部外面下位の施紬はむらがあるo化粧土は内面から体部外面に施す。底部外面は露胎で茶色を呈する。

口縁部は逆L字形で内而に突起があるo 底部下位から底部は丁寧な回転ヘラ削り、底部外周はヘラで

面取りされるo内面は鉄絵(黒茶色をなす)があるo口縁部に白色目跡がつく o小片から復原した。

27S K204出土土器 (fig.62、別表1・2) 

土師器

小皿 a (16・17) ヘラ切り。個体制、口径8.8-11.9-9.2ー9.5 1-9.8側、器高0.9-

1.2-1.4-1.61-1. 7cm。大S01330型。

丸底杯a (18・19) ヘラ切り。個体数10、口径14.2一|14.5ー 14.8-15.11-15.2側、器高2.7-

3.0-3.2-3.4 1-3.5cmo 

白磁

椀 (20) II 2・4類。内面見こみは一段凹むo

27S K205出土土器 (fig.62、別表 1・2) 

土師器

杯 a (21) 糸切りo口径15.9cm、器高3.4cm。他に小皿aがある。南II1類。

陶器

鉢 (22) 刊1類。胎土は淡灰色、淡糧灰色で白色細砂を含み精良。紬は暗黄緑色で光沢はない。

内外に薄く施紬。内面の紬は剥落する。化粧土はない。 浅形の器形で口縁部は肥厚させりし字形に

外側へ開く o 体部外面中位以下はヘラ削り、他は横ナデ調整。

*大宰府標式遺構には欠落するので、南バイパス分類をそのまま用いた。詳細は「条坊llJ付編参照。
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27S K206出土土器(fig.62、pla.30・31、別表 1・2) 

土師器は大SK 1204古型である。(別表 1) 

越州窯系青磁

椀 (23) 1 2類。

高麗青磁

椀 (24) 皿1類。胎土は灰黄色で0.5-2 mmの白色粒をやや多く含む。粗い。紬は暗黄緑色で光沢、

貫入があり半透明。全面施紬後、畳付の紬は削るo 紬は厚め。畳付に目跡があり、推定4足。

27 S K220出土土器 (fig.62、別表 1・2) 

土師器

杯 a (25) ヘラ切りo口径1O.8-11.0cm、器高2.1-2.5cm。大SK674型。

丸底椀a (26) ヘラ切りo口径13.2cm、器高3.6cm。大SE 1558 (S K 674)型。

椀 c (27) 口縁部を外反させ高台は高い。大SK674型に伴う。

黒色土器

椀 c (28) B類。口縁部は外反し、体部下位に鈍い屈曲を有するo大 SE 1558型に伴う o

27 S.K 224出土土器(fig.62、pla.30、別表 1・2) 

土師器

小皿 d (29) 口縁部内面に浅い沈線を有する。口径10.6cm、器高1.5cmo大 SK674型に伴う o

杯 a (30) ヘラ切り O 口径l1.0cm、器高2.5cm、大SK674型。

他に SK802型に伴うとみられる器台、小皿aが各 1点あるo

越州窯系青磁

椀 (31) II 1類。胎土は灰色で黒色粒は少ない。やや組い。底部外面は露胎。内面に自跡があるo

27S K201、SD202直上出土土器 (fig.63、pla.32)

陶器

27S K201. S 0202直上

27S X226 

佐 、¥
￥4:J4; 

27S X229 

， ' ， 

"・'. . . 
・-

、 一、、、

E弐
，¥  

・‘・ー.. ー..
ノ 、、

“ 、.、、
、ー、、 7

・・一・ ' ー-----------一ー司ーー-ー・ーーーーーーーーーーー----ー
O 15cm 

fig.63 第27-1次調査各遺構出土土器実測図
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盤(1 ) 1 1 b類。胎土は淡灰黄色で0.5mm以下の白色、茶色粒混入物が多い。堅徴。紬は茶色

味の淡灰緑色で若干の光沢と細かい貫入があるo 体部外面上半から内面全体に施紬され、口縁部は一

部、粕を拭き取るo体部外面下半以下は露胎で暗赤灰色をなす。化粧土を施す。内面に鉄絵があるo

口縁部内面には白色土と砂を混ぜた目跡が3-5 cm間隔ごとにあるo四耳壷皿と胎土、紬は類似するo

278 X222出土土器(fig.63、pla.30) 

越州窯系青磁

椀(2 ) 1 2類。胎土は気胞が入りやや組い。高台部畳付は露胎。内面見こみに段があるo 内面

見こみ、畳付に目跡があるo 共伴土師器は10C中頃のものであるo

278 X226出土土器(fig.63) 

緑紬陶器

皿(3 ) 胎土は暗灰色で硬質。共伴土師器はlOC中頃。

278 X228出土土器(fig.63、pla.32) 

青磁

椀(4 ) 胎土は淡灰黄色で黒色粒を含み、やや粗い。越州窯系H類と額似するが化粧土はない。

粕は灰緑色で光沢、貫入があり半透明であるo 内面から体部外面中位まで施紬され、体部外面下半は

露胎で赤灰色をなす。口縁部は白磁椀I、E類と類似した玉縁で、青磁の器形としては稀であるo

越州窯系青磁

崎褐色土眉

¥二三民/

d 
¥14d 

暗灰色土層

¥|  

-・\""-<;;;::ニ主主フ~・ 7

-?11 

F3 
\~註~~

C二コ』、
¥ 乞三J>9 

¥二d-/:;3 .7土 ¥」ノ
\円~ヲデ 14 15cm 

ゴ

fig.64 第27-1次調査暗褐色土層・暗灰色土層出土土器実測図
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査、水注 (5) n類。胎土は灰色、淡茶灰色で黒褐色、白色粒を含む。内面、体部外面下位、底
部外面は施紬しない。化粧土を施す。椀H類と同様な円盤底をなす。

27S X229出土土器 (fig.63) 

土師器

大椀、台付鉢 (6・7) 6は大椀 c0 7は台付鉢か皿と思われる o

暗褐色土層出土土器(fig.64、pla.29・31)

瓦器

小皿 Cまたは杯c (1) 内外に丁寧なミガキ Cを施す。口径9.0cm、器高2.6cmo

白磁

椀(2・3) 2は噛類、 3はV類と思われる。

皿 (4-7) 4はn1 b類、 5はVI1 a類、 6はVI1 b類。 7は刊 2b類で、体部内面、内面見
こみに 2本単位の櫛万状のもので陰刻線文を描く o文様はW2bに類似するo

高麗青磁

椀(8・9) 皿2類。胎土は淡灰色、糧灰色で白色砂を含み粗い。 8の紬は灰緑色、 9の粕は灰

褐色で光沢はなく不透明。薄く全面施紬された後、畳付の紬を削るo内面見こみ、畳付に目跡があるo

陶器

章、水注 (10) 胎土は灰色、淡樫灰色で茶色粒を含み精級。紬は黄灰色で光沢はなく、部分的に

剥落が見られるo 化粧土はない。外面底部まで薄く施紬されるo 内面には施紬しないが上から紬は落

下している。露胎部は灰色。畳付に白色土が付着するo

盤? (11) 胎土は淡黄灰色で白色細砂を少量含む。紬は茶褐色。口縁部のみ施紬される。露胎部

は淡黄灰色をなす。口縁端部に白色土の目跡があるo

暗灰色土層出土土器(fig.64、pla.30、別表 1・2.)

土師器

鍋(12) 口縁部上面に草本類の圧痕を有するo 内面は横の刷毛目状痕跡があるo 上層からの混入

品と思われる。

須恵質土器

椀(13)

白磁

皿(14)

椀(15)

糸切り。内面、体部外面は横ナデ調整。搬入土器と思われる。

W 1 a類か。胎土は黄白色で生地は細かい。紬は黄白色で貫入が多い。化粧土がある。

胎土は白色で生地はやや細かい。紬は空色味。口縁部に輪花、体部に縦沈線があるo

越州窯系青磁

皿 (16) 1類。内面見こみに浅く隆起する段がある。暗灰色粘土層から同一個体片が出土するo

椀 (17) 1 1 b類。体部外面下位から底部外面は露胎。内面の目跡はラセン状に一周する。

暗灰色粘土層出土土器(fig.65、pla.29-31・37、別表 1・2) 

土師器

小皿a (1・2) ヘラ切り。 1は大SK802型。 2は大SE 1083型。他に大S01330型がある O

小皿c (3) 口径11.1-12.0cm、器高2.4-2.8cm。大SK674型前後。
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小査(4 ) ヘラ切り o 口縁部は短くいびつである。体部外面下半は縦のへラ削り o

白磁

皿 (5-7) 5・6は咽 1c類。胎土は乳白色で細かく綴密。紬は黄白色または乳灰色味で光沢

があり、細かい貫入は多い。内外に薄めの施紬。 6の底部外面は施紬後、紬を削る o 5の体部中位は

強く屈曲し外面にシャープな稜線がつく o 6の高台は浅く削り出す。面見こみにヘラ、櫛描文があるo

7はn1 a類。
小椀(8 ) 胎土は空色味の白色でやや組い。紬は緑色味をおび光沢があるo 内面から体部外面下

位、高台部外面に施紬され、底部外面は露胎。内面下位に体部側へ薄くなる段があるo 高台は内面を

斜めに削り三角形に近い。体部外面に縦ヘラ沈線文があるo

椀(9 -16) 9はn5類。胎土は乳白色で敏密。粕は黄白色味で光沢、貫入がある。体部外面下
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位から底部外面は施紬しない。口縁部は幅広の細い玉縁。内面下位は一段凹む。 10の胎土はやや良質。

紬は黄白色味をおぴ‘るo高台は断面三角形で低い。 11の胎土は灰白色で黒色細粒を少量含みやや粗い。

紬は灰色味をおび、体部外面下位以下は施粕しない。内面下位に体部側が薄くなる段を有するo 12は

V2b 、13はV1 a 0 14は博多0皿類。胎土は淡黄灰色味の白色でやや細かい。紬は淡黄白色味で貫

入が多く、柔らかい光沢を持つ。体部外面下半以下は施粕しない。体部は内湾し口縁部は外反するo

外面は片切彫りの縦沈線文がある。内面見こみは一段凹む。 15はV類か不明。 16はV類。高台見こみ

に円形棒状焼台の使用痕があるo 破片を円盤状に再加工しているo

胎土は淡黄灰色で黒色粒を含み組い。紬は黄色味で貫入があるo やや厚めに施紬され、

内面見こみは粕を環状に掻き取る。体部は直に外上方へ延び口縁部は水平に折り曲げる。高台部は肉

鉢(17)
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越州窯系青磁

椀(18-22) 18は11 b類。全面施紬後、畳付一部の紬は削るo 高台部中央の扶りはやや雑。 19

は12類。畳付の紬は薄いので紬を拭くか削っていると考えられる。高台部は幅広の輪状。内面、高

台畳付に目跡がある。 20は12類。紬は茶色味をおび全面施紬後に高台畳付の紬を削る。畳付に目跡

があるo 21は112 e類。底部外面に糸切痕を残す。 22はII2b-d類。

杯 (23) II類。口縁部は外反するo 底部は円盤状と推定される。内面に目跡があるo

水注 (24・25) 24の胎土は淡黄灰色、灰色で綴密。紬は暗黄緑色をなす。胴部内面には施紬しな

いが一部紬がつく o 頚部と胴部の境は突帯状の段があるo胴部外面には縦沈線を入れて瓜形にするo

25は24のタイプの口縁部と思われる。胎土は淡灰色で綴密。紬は灰緑色味。把手部分は剥落するo

高麗青磁

椀 (26) 田2B類。胎土は淡黄灰色で白色細粒を含みやや組い。紬は緑味の暗黄土色で光沢はあ

るが不透明。白濁化するo 内外面にやや厚めに施糊される。

緑柚陶器

椀 (27) 胎土は軟質。紬は濃緑褐色をなす。付高台。

製塩土器

28は焼塩壷I類。

淡黄色粘土層出土土器(fig.66、pla.30・31、別表 1・2) 

土師器

椀c (1・2) 1は口縁部を屈折させ体部に丸味を持つもので、 10C中頃の特徴を有する o 2は

1に比べて口縁部の屈折が明瞭でなく 10C前半頃のものと思われる。

他に大SK678-674型の杯aと小皿aがあるo

須恵質土器

翠a (3) 内面は縦のヘラ削り o外面は板状擦痕(刷毛目)がある。口縁部内外は横ナデ調整。

手法は土師器のものであるo 外面白縁下に一条の凹線がある。

越州窯系青磁

椀 (4-9) 4は浅形をなすI類。精製品で高台部外面は露胎であるo 内面に目跡はない。 5は

11 1類。紬は茶色味。内面と体部外面下位に目跡がある。 6-8は12類。全面施紬後、畳付の紬を

削る。 8は胎土、紬が茶色をなし丁寧なっくりであるo 9は112 b類。内面見こみと体部外面下位に

目跡があるo 別個体の112 b類の口縁部が焼成時に焼きついたままで重ね焼きの状態がわかる。

査、水注(10) 1類。外面に施紬され、高台部畳付は紬を削る。畳付に目跡があるo

壷蓋 (11) 1類。胎土は淡黄灰色で精良。紬は草色で光沢がある。外面に施紬され、内面は一部、

紬がつく o 口縁部にかえりがあるo 宝珠形のつまみを有するo 口縁部外面に目跡がある。

緑柚陶器

皿(12) 胎土は淡黄灰色。土師質だが堅綴。紬は暗緑色で内面から高台部外面まで施糊されるo

内面見こみに沈線状の段があり、高台畳付を凹ませるo 底部は糸切りで、内外面のミガキは省略され

る。

灰色砂層出土土器 (fig.66、pla.30、別表 1・2) 
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越州窯系青磁

椀(13・14) 13は11 b類。紬は白濁化し発色が悪い。 14は12類。

灰紬陶器

椀(15) 紬は灰濁化し、体部内外面上半にごく薄く施糊される。体部は丸味を有し口縁部は外反

するo 外面下半はヘラ削り、他は横ナデ調整。大SK674型に共伴例があるo

灰色砂磯層出土土器 (fig.66、pla.30、別表 l・2) 

越州窯系青磁

皿 (16) 1 3類o胎土は茶灰色。紬は茶色。内面見こみに沈線状の段があるo体部は丸く口縁は薄い。

その他の土層出土土器(fig.66)

越州窯系青磁

椀(17) 1類。全面施紬後、畳付の紬は削るo 高台部はやや高く細い。排土から採集したo

小結

遺構の年代

10C 下層遺構の中で27S K 220・27S X 222・225・226・228は大SK674型・ 10C中頃。 27S X 

229もこの頃と思われるo

llC中頃 I下層遺構の中で27S K 224は大SK802型・ llC中頃。 27S X 221・219もこの頃と思われ

るo 27 S X 227は10C中頃-l1C中頃。

llC後半以降 27 S D202、27S K 204・207、27S X 208・209・214は大SD 1330型・ llC後半一12

C初頭。 27S K 206は大1204古(南13 D)型・ 12C前半。 27S K203は大SK 1204型~南n1型・ 12
C中頃ー12C後半。 27S K 201・205は南n1型・ 12C後半。 27S X215はllC後半一12C中頃と思わ
れる。

金属生産関係遺構

生産関係遺物は第13章を参照。遺物の種類としては銅製品の鋳型、ルツボ、フイゴ羽口、炉などの

鋳造用具および土製品(用途不明のものがある)、鉱浮および鉱物材料などである。その他滑石製石

鍋破片を 2次加工したもの、瓦玉、転用した埼なども金属生産に関係するものではないかと思われる。

生産関係遺物を出土した遺構、土層は27S D202、27S K 203・224、27S X 208・221・222・229、黄

褐色粘土層、暗灰色土層、淡黄色粘土層、灰色砂層、暗灰色粘土層、暗褐色土層である。このうち淡

黄色粘土層、灰色砂層、 27S X229はlOC中頃で鉱淳、滑石製品、鉱物材料などの少数遺物に限られる。

しかしllC中頃ー12Cの遺構、土層からは鋳型ほか各種の生産用具、土製品、石製品を出土している

ことから、この時期に活発な金属生産を行なったことがうかがわれる。直接、生産に関係する遺構は

明らかではないが、 27S K224は鈴鋳型、不明鋳型、フイゴ、ルツボ、火熱を受けた培、銅浮などが

出土していて不要生産遺物の廃棄土拡と思われるo このことから一段、遺構面の高くなる西、北側の

地域に生産施設の存在を推定することができょう o 27 S K 224、27S X 221から鋳鋼生産の開始はllC

中頃に求められ、 llC後半-12C初頭に続いた可能性があるo鋳型の中では蝶形磐が稀有な例として

注目される。この出土層の年代はllC後半一12C前半であるが、先述したようにllC中頃に遡る可能

性を有しているo これらの銅製品は一般的なものではなく仏事に関係したものであることを考慮すれ

ば、生産施設は公的性格をおびるものであろう o
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11 第27-2次調査

推定左郭六条三、因坊にわたる地域で、第27-1次調査の西側に隣接する。

土層 (fig.68) 

調査地の遺構面は西から東へゆるやかに傾斜するo 調査区西半部では表土①、床土②、茶褐色土層

③を除去すると、ただちに黄色粘土層⑬(地山)に到達するo遺構27S X 135⑤、 27S 0130⑥、 27S 

X 151⑦、③、黒褐色土凹み⑨などが⑬の上面で検出される。遺構は 8C -12Cに及ぶ。東半部は西

半部と異なり③の下に暗褐色土層④、暗灰色土層⑫、淡黄色土層⑬が堆積し⑬に到達する o ここでは

遺構面は上下 2枚検出され、上層遺構⑩⑪は⑫の上面から掘りこむo下層遺構⑬、 27S 0230⑬は⑬

の上面から掘りこむo上層遺構は大SK 1204型・ 12C前半~中頃、下層遺構は大SK674型~大SO

1330型・ 10C 中頃~12C 初頭頃である o ③④は12C以降の堆積であるが、④の遺物の大半は11-12C

のものであるo⑫は大 S01330型・ llC後半一12C初頭、⑬は大SK674型以前・ 10C中頃以前と思

われる o これらの土層、遺構の年代は第27-1次調査の上・下層遺構の年代、層位と基本的には一致
W 

するo E 

fig.68 第27-2次調査土層模式図 2750230下層

W 

ーーーーーー」一 一一---
一一一一一一一一→

27 

39 

17 

1 表土 11 暗灰色粘土 21 黒褐色土 31 絹灰色粘土

2 床土 12 貧灰色紗貿土 22 褐色土 32 茶灰色砂(粘貧土混り)

3 ~匹禍色土 13 略灰色粘土 23 茶灰色土 33 明灰色砂

4 ~銅色砂貿土 14 貧灰色結質土 24 貧灰色土 34 貧灰色粘土

5 椅鍋色土 15 鯖灰色土 25 茶色砂 35 貧灰色砂土(組) 5.14.15"'27 S 0141埋土

6 黒灰色土 16 茶灰色砂 26 黒禍色粘土 36 茶色砂{組) 4-17日・27S01301里土

7 灰色砂 17 寮色砂 27 貧灰色土 37 暗膏灰色砂賀土 19-26"，27 S X 135捜土

8 崎灰色砂 18 暗~銅色土 n 暗鍋色土 38 茶色砂 28…27S 0144纏土
g 灰色砂 19 糞灰色帖賀土 n 灰色砂 39 略膏灰色紗賀土 29-32…27SX1511墨土
10 茶灰色砂貿土 鉛灰色砂 30 ~廃補色砂貿土

fig.69 27 S 0130・27S X 135・27S X 151土層図

検出遺構

溝

27 S 0130 南北溝。幅は 2~3m、深さは0.7~ 1. 1m。下層から木製品が出土する。 27S K 135よ

り新しい。土器は上層で大SD 1330型、大SK 1204古型、下層で大SD 1330型を出土するCfig.69) 

27 S 0141 南北溝。 27S D 130より古い。 溝の西肩は27S D 130に切られるo

27 S D 144 南北溝。幅は0.7~0.9m 、深さは0.2mo

27 S 0147・148 平行して東西方向に走る 2本の溝で、幅はO.5-0.8m、深さはO.2m。
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27 S D 157 東西溝。幅は0.8m、深さは0.3mo

27 S D 230 東西溝。第26次調査検出の26S D 261と連続する可能性があり、幅は 6m前後とみられ

るo深さは0.6mo下層遺構で淡黄色土層から掘りこむo

土墳その他

27 S K 149 瓦溜り o27 S D 130より古い。今次調査で唯一の 8C代に属する遺構である。

27 S K 145 南北の長さは2.6m、東西の長さは1.8m、深さはO.4mo

27 S K 155 北側は調査区外のため未発掘であるo東西の長さは2.7m、深さはO.2-0.35m 0 

27 S X 163 東西 3m、深さは0.1mの浅い凹み。暗灰色土層から掘りこむ。

27 S X 164 径0.6mの小ピット。暗灰色土層から掘りこむo

27 S X 174 小ピット。暗灰色土層から掘りこむo

27 S X231-236は下層ピット群で12C初頭以前と思われるo

黒褐色土凹み かなり広範囲に認められた浅い凹みであるo

出土遺物

27 S D 130出土土器Cfig.70、別表 2)

白磁

蓋(1 ) 博多 0皿類に類似した胎士、粕調をなす。胎土はやや黄色味をおびた乳白色。やや砂味

だが綴密。紬は黄灰色味で光沢、細かい貫入があるo外面に施紬。内面は露胎。口縁部に身受けのか

えりがある。外面は 2条単位の横沈線がある。

27 S D 144出土土器(fig.70、pla.33) 

越州窯系青磁

椀(2 ) やや幅広の高台を有する 12類であるo全面施紬。内面のヘラ沈線は文様か否か不明。

27S D 157出土土器 (fig.70、pla.34、別表 1・2)

高麗青磁

椀(3 ) 阻2類。胎土は淡糧灰色で 1-2mmの白色粒が多い。 1-2mmの赤褐色粒も少し入るo

粗い。紬は灰褐色で発色悪く光沢はない。畳付の紬は削るo紬は均一ではない。粗雑なっくり o 内面

見こみと畳付に目跡があるo

緑柚陶器

椀 (4) 胎土は淡茶灰色で土師質だが堅綴。粕は暗緑色で全面施粕。高台はやや高く畳付に凹線

を入れるo内外面のミガキ Cはない。底部は糸切りo高台見こみと内面見こみにトチの使用痕があるo

陶硯

猿面硯 (5) VBa類。須恵器斐片の側面を風字形に磨って転用した小形品である o

白磁

水注(6 ) 胎土は灰白色で黒色細粒を含む。やや砂味だが綴密。粕は淡緑色味をおび透明で光沢

があるo 頚部内面から体部外面下半にやや厚めに施紬される。化粧土はない。高台部内面は斜めに削

るo胴部は丸味、肩部外面に段があるo耳、注目、把手の取付位置は判明するが欠損するo内面は横

ナデ、頚部内面下位はヘラ削り、外面下半はヘラ削り後に横ナデ調整。胴部外面に体部を六区分する

2条単位の縦隆線があるo隆線は先端をW形に加工した櫛刀状工具の施文であるo27 S X 152、27S 
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X163、暗褐色土層、黒褐色土凹み、表土層から破片が出土したo

土師器

鉢(7 ) 太い高台を有するo体部内面、高台部外面は横ナデ調整。底部外面、内面には炭化付着

物がある o 27 S X 163、暗褐色土層から破片が出土したo 27S X163に伴うと思われる。

27 S X 163出土土器 (fig.70、pla.33・36、別表 1・2)

白磁

皿 (8-10) 8はII1 a類。 9はV2類。粕は光沢あるが白濁化し不透明。全面施紬後、底部外

面の紬を削るo 口縁部は外反し体部下半は丸味をもっo あげ底で内面見こみに段がある o 10はvn1 b 

類。

27S 0130 
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fig.70 第27-2次調査各遺構出土土器実測図



査 (11) 胎土は淡灰色でやや綴密。紬は空色か淡緑色味で光沢、貫入がある。内外面施紬。底部

外面は露胎。胴部は球形、高台部内側は斜めに削るo 胴部はヘラで押して六区分の瓜割形にする。上

位に横沈線があるo

27 S K 155出土土器 (fig.70、pla..36・37、別表 1・2) 

土師器

小皿a (12・13) ヘラ切り o 口径8.1~10.0cm、器高0.9- 1. 5cm。大 S K802とS01330型があるo

丸底杯a (14~16) ヘラ切り o 口径15.0-15.7cm、器高2.9~3.3cmo 14・15は体部外面に指頭痕

がなく内面ミガキ bも雑になるo ミガキを除けば殆ど杯aと差はない。

白磁

椀 (17) 咽類の底部に類似するが、紬は灰緑色味をおび貫入が多く E類などに近い。内面見こみ

は一段凹み、体部内面に櫛描き文があるo 青白磁の可能性があるo

鉢 (18・19) 18は前川M類*に類似する胎士、紬調をなす。胎土は灰白色で黒色細粒を含みやや

綴密であるo 軸は灰緑色味で柔らかい光沢と細かい貫入があるo 内面から外面体部下半に薄く施紬さ

れるo 体部外面から底部外面は露胎。体部は大きく聞き口縁部は外反するo 高台は内側を浅く削り低

くつくるo見こみに一条の横沈線があるo19は18と類似した胎土、紬調であるo胎土は淡灰色で黒色

細粒を含み粗い。紬は水色味をおび柔らかい光沢があるo貫入が多い。内外面にやや厚く施紬されるo

体部は丸味があり口縁部は玉縁。内面上、中位に横沈線を入れ、櫛目、片切彫りの文様があるo

27 S X 164出土土器(fig.70、pla.34、別表 1・2) 

越州窯系青磁

水注 (20) n類。胎土は灰色で黒色粒を含み、やや粗い。紬は濃黄緑色で発色は悪い。貫入があ
る。内面頚部から外面に施紬されるが一部の粕は剥落するo 頭部と胴部の境は突帯状の段があるo 図

示した把手は別個体のものかもしれない。胴部外面は深く縦ヘラ沈線を入れ瓜割形にするo

27 S X 174出土土器 (fig.70、pla.33) 

越州窯系青磁

椀 (21) n 2 e類か、底部の糸切痕は不明である。
表土層出土土器 (fig.71、pla.33・37)

白磁

皿 (1) VII1 c類。胎土は乳白色で綴密。紬は乳灰色で柔らかい光沢があり、外面の紬溜部分は淡

灰緑色味をなす。細かい貫入が多い。全面施紬後、底部外面の紬を削るo高台部は浅く削り出される O

VII 1 a類は無文であるが内面にヘラと櫛描文を施すものを C類とするo

越州窯系青磁

蓋(2 ) 胎土は淡灰色で徹密。紬は灰緑色で光沢、貫入がある。化粧土はない。外面に施粕。つ

まみは低い環状で、口縁部にかえりがある。外面に 2条単位の横沈線。受部内面に自跡があるo

茶灰色土層出土土器(fig.71、pla.33) 

白磁

椀(3・4) 3はV2b類。 4は皿類に類似する。胎土は灰白色で黒色粒を含み粗い。紬は淡灰

$福岡県教育委員会『南バイパス関係埋蔵文化財調査報告』第8集(下)1978 P.40・57参照
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緑色味をおび光沢があり、透明。化粧土はない。外面は高台まで施粕。高台部は内面を斜めに削りや

や低い。高台内に 3足の目跡(焼台使用)。

黒褐色土凹み、暗褐色土層、黒灰色土層出土土器(fig.71、pla.33・34、別表1・2) 

白磁

皿 (5) V 2類。胎土は淡灰色で黒色粒を含む。粕は透明に近く粕溜部分は灰緑色味をおびるo

光沢、貫入があるo 全面施紬後、底部外面の粕を削るためややあげ底をなす。口縁部は外反し体部下

半は丸味を有する。内面見こみに段があるo 暗褐色土凹み出土。

鉢(6・9) 6の胎土は淡灰色で黒色粒を含み、気胞が多くやや粗い。紬は空色味をおび体部外

面下位まで施紬されるo 内面見こみは輪状に粕を掻き取るo 高台部内外面は面取りされるo 鉄絵を施

すと思われるo 9の胎土は淡灰色で生地はやや砂味であるが綴密。粕は黄灰色味をおび柔らかい光沢

があり、細かい貫入があるo 内面から体部外面下半まで薄めに施粕されるo 化粧土があるo 体部は内

湾するo 口縁部内面と見こみに沈線があるo黒褐色土凹み出土。 fig.70-18・19と類似した胎土、紬。

椀(7 ) 博多om類。胎土は乳白色でやや砂味だが綴密。紬は黄色味をおびる。無文のタイプ。
青磁

pla. 33 aの胎土は灰白色でやや砂味をおびるo紬は淡緑色で柔らかい光沢があり厚めに施紬されるo

外面は幅広の縦凹線を入れ、さらに蓮弁文ふうに細いヘラ描きを施す。越州窯系か。

高麗青磁

杯(8 ) 皿類。胎土は淡灰色で 1mm の白色粒を含み、やや粗い。紬は濃緑褐色で貫入、光沢があ

るo 化粧土はない。薄く全面施粕後に高台畳付の紬を削るo 高台部外面は一部面取りするo 内面見こ

みと畳付に目跡がある。黒褐色土凹み出土。

暗灰色土層出土土器 (fig.71、別表1・2) 

表土

¥ζ主zノ5 ¥一一是認。

、ご一宅ミグJ ~¥下」二弓イ
排土

O 

fig.71 第27一2次調査各土層出土土器実測図
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緑紬陶器

壷 (10) 胎土は暗茶灰色で土師質だが堅織であるo 紬は黄緑色で内外面に施す。

灰紬陶器

椀 (ll) 胎土は淡灰色でやや粗い。内面見こみと体部外面中位以下には施紬しない。付高台であ

るo

その他の土層出土土器 (fig.71、pla.37) 

白磁

椀(12) 博多0皿類。胎土は乳白色でやや砂味だが綴密。粕は乳白色で光沢、貫入があるo 内面

から体部外面下位まで施紬される。化粧土があるo 体部は内湾し口縁部は外反するo 体部外面下位に

は稜があり、見こみは一段凹むo体部外面に片切彫の弧状縦沈線を入れる。

水注・瓶 pla. 351は胎土、紬調の近似する一群であるo 胎土は淡灰白色。やや砂味をおびるが均

一で黒色微粒子を含む。軸は淡緑色味をおび青白磁に近い。 a、bは黒灰色土層、 Cは27S K 145、d、

eは表土層出土。 a、bは同一個体と思われる。 pla.35 IIは同一個体と思われるo 胎土は乳白色で上

記 Iと近似し、紬は柔らかい光沢を有し内面には施紬しない。胴部は瓜割形にする。 f-iは黒褐色

土凹み、.k は27S D 157、 l は27S X 234、mは27S X 232出土。 pla.35皿の胎土、紬は上記Hと

近似する。胴部には 2条一単位の縦隆線を施す。 n-sは黒褐色土凹み、 t • uは黒灰色土層、 川ま

暗褐色土層出土。 pla.36 II はpla.35 IIと同様の胎土、紬調をなし、紬の光沢はやや強い。 a. bは黒

褐色土凹み、 C ・dは黒灰色土層、 eは暗褐色土層、 fは茶灰色土層、 gは27S X 172、hは27SX 

234出土。

鉢 pla.36町は内面に鉄絵を施す大形の鉢である。 iは27S D 141、jは黒褐色土層出土。

小結

遺構の年代

8 C 27 S K 149は8C中・後半。

1
1
1
4
1
1
1
1
1
1
!
 

庁
心
政
中M吋S

H
F
-
南

fig.72 溝の概念図
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12C初頭以前 下層遺構27S 0230の埋没時期は大S01330型、 llC後半一12C初頭。 27S X 231-

236， 27 S K 155、27S X 163・164は大S01330型、 llC後半-12C初頭。

12C初頭以降 27 S 0130は12C中頃埋没。 27S 0157、27S K 145は大SK 1204古型、 12C前半。

27 S X 174、黒褐色土凹みは大S01330型~大SK 1204古型、l1C後半-12C前半。 27S 0141・147・

148もこの頃と思われるo

溝の位置関係 (fig.72) 

検出した溝のうち主要なものについて政庁との位置関係を明らかにし、今後の検討資料としておき

たい。

27 S 0230・26S0261 今次調査検出の27S 0230は西側に近接する第26次調査検出の26S 0261と

連続する可能性があるo また、東側に近接する27-1次調査では溝は検出されなかったが、遺構面が

一段低くなるところから溝が自然に谷状の低地に注ぎ込むようなとりっき方を示していたと思われ

るo 27 S 0230と26S 0261との調査結果から、溝の幅は 6m、長さは東西60m分を検出したことにな

るo 溝の西側肩の任意の点③ (X630~ 50、Y-539.00) と⑧ (X617.00、Y-480.00) との計算結果

から、溝は政庁中軸線の直行線に対し12018'53"の傾きを有するo 点⑧は政庁南門中心点から東へ

341.631 m、南へ88.266m隔てた位置である o 次に溝の埋没時期についてみると26S 0261では10C中

頃、 27S 0230ではこれよりも新しく llC後半-12C初頭の遺物を下限としていることから少なくと

も12C初頭には埋没したと思われる。溝の開削年代は出土遺物などからみて 8Cに遡ることは困難に

思われるがlOCに遡る可能性はある。

27 S 0 130 27 S 0 130の検出範囲は限定されているために、任意の溝の中心点。の位置関係を計算

しておく o@ (X 615.200、Y---':520.60) は政庁南門中心点から東へ301.05m、南へ90.472mの位置

にあたるo 埋没時期は出土遺物から12C中頃、上限はllC後半頃と推定される。

12 第28次調査

条坊復原案による左郭五条三坊に相当する。調査の結果、現代の溝 1条とピット 2を検出したo 28 

S X280は須恵器、土師器、白磁椀14類 1片を出土しlOCと思われるo なお周辺部に遺構の分布は

なく、表土除去の後ただちに地山が検出されることから遺構面はかなり削平をうけていると思われる。
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fig.73 第28次調査遺構配置図
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13 その他の遺物

土製品・金属製品(fig.74、pla.38) 

1は、暗灰色に焼成された土製の菩薩形立像であるo 頭部と足首以下及び持物の一部を失っている

が、その容姿から観音菩薩の一種ではないかと考えられるo 現存高3.85cmという小像ながら、その姿

は量感に富み堂々としている。形状は、条吊を懸け、天衣は両肩より垂下させるが像正面には表現さ

れず、左手の管と手首の聞に懸けられたものがわずかに認められる程度であるo 裳の折返しは一段と

みられる。裳は膝下でたくし上げられるように表現するため、騰部分が露出する格好となるo 左手は

屈皆し、華瓶とみられる持物を取るが上端を失っており判然としない。右手はわずかに屈腎させなが

ら垂下させるが、掌の位置が膝付近にあり、やや長めの手に表現されているo 右手掌は磨滅のためど

ちらに向けていたかは不明であるが、あるいは裳の裾を軽くつまむ姿を表現しようとしているのかも

知れない。脚部は裳の表現により明瞭ではないが、左脚を立脚とし、右脚は遊脚で膝をわずかに折っ

ているものと思われる。そのため、腰はかすかに左にひねって表現され、正立像ではなく屈斜像であ

ることが知られるo 上体は若干後方へ反り気味であるが、これが胸部や腹部の量感を感じさせる造形

となっているo 造像は泡によるものと思われ二次的に箆状工具を用いて整形していると考えられるo

第27-1次調査灰色砂層出土。

本像の特色はまず天衣の表現が少なく、像正面に認められないことがあげられるo このような像は

観世音寺十一面観音像や同寺聖観音立像などに見ることができるが、この小像はそれらの模倣とみる

よりも小像のため表現の困難さ及び土製という材料の性質から像正面には表わされなかったとみる方

がよさそうであるo また、裳の裾部分がたくし上げられたように作られるのも特色のーっと言える。

この様な例は他に類似を見ることが出来ない。本像の製作時期は、その量感あふれる胸元や腹部、豊

かな腰部の表現などから奈良法華寺十一面観音像に近いものを求めることができょう o 法華寺のそれ

は貞観期の代表的作品といえるもので 9世紀前~中ごろとされているo 今、この小像をこれと同時期

であるとはにわかに決め難いが、あまり遠くない時期の作品であることは疑いなかろう o 灰色砂層は

10世紀中ごろと考えられることから、製作年代の一時点を推定できるo いずれにせよあまりに小像で

あり、その用途は個人の念持仏的存在であったものかも知れない。今後観世音寺前面の性格を考える

上に重要な出土遺物であるといえよう o
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fig.74 第四、 27-1・2次調査出土土製品・金属製品
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2は布袋像の頭部とみられる o 額には沈線で三条のしわを表わし、顔は頭部下半に集中して表現す

るo 目は細く垂れ下がり、鼻は押しつぶされたように低く、口は極端に小さい。顔の左側には耳ある

いは手とみられるものが残っているo 造像は泡により前後を貼り合わせており、頭部内面には補強の

粘土がみられる o布袋は七福神の 1つで弥勤菩薩の化現といわれる中国に実在した人物を言う o 七福

神の思想は室町末ごろ中国から輸入され、江戸期に入って福徳施与を祈願し、その信仰は民衆の聞に

広く浸透した。本像もそれによる作品とみられ江戸期のものであろう o 第19次調査黒灰色土層出土。

3は、土製の玉であるo 径1.5cm内外で中央に径0.4cm程度の穿孔を施す。調整は指押えによるo 19 

S 0001上層出土。

4は、ガラス製の小玉と思われるo 径0.56cmで上下端は平坦で、あるo 厚さは0.4cmで、中央に径0.3cm

の穿孔を行なう o 表面は風化が著しい。第19次調査黒灰色土下層出土。

5は、鋳銅製の相輪の断片と考えられるo現存高6.8cm、最下段の九輪の径1.0cmを測るo 擦管は直

線的ではなくやや蛇行しており、周囲は鋳離しのままでパリがそのまま残っており全く調整されてい

ない。小型の相輪は経筒の紐に近似するものを求めることができるo 太宰府周辺の類例では武蔵寺第

2号経塚出土鋳銅製積上式経筒や、原経塚出土鋳銅製積上式経筒があり、後者は仁平2年(1.152)の

年号を有するo さらに伝福岡県出土の保延七年銘(1141)鋳銅製積上式経筒にも同様の相輪紐があるo

これらと比較した場合、今回発見のものは九輪開の距離で武蔵寺出土品に近似するが、九輪の径が前

述の三者より大幅に小さいことが指摘できるo 時期的にやや降るものであろうか。いずれにせよこれ

が未成品であるということは周辺から多くの生産関係遺物を出土している事実とあわせて、観世音寺、

学校院の前面地域には活発な生産活動を行なった鋳造技術者の存在していたことを窺わせるものと言

えよう o 第19次調査黒灰色土層出土。

6は、銅製の飾金具の一部ではないかとみられる。形状は湾曲し一方は欠失していて不明であるが、

いま一方は先端を尖らせている O 現存長5.8cm、幅0.7cm、厚さ0.2cmを測るo 第19次調査黒灰色土下

層出土。

7は銅銃形製品であるo 復原径4.45cm、現存高2.0cm、厚さO.lcm。体部は内湾し、口縁端部をやや

尖り気味につくるo 体部外面に型持ちの跡が認められる O 第27-2次調査床土出土。

石製品 (fig.75、pla.38) 

1は水品製の三輪玉である。一部を欠失するが、ほぽ完形に近いものである o 現存長3.7cm、最大

滋 j

p-~ 2 
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幅2.35cm、高さ2.4cmを測る o 27 S X 170出土。

2は石帯で、丸鞠に相当する。現存幅2.5cm、厚さ0.4cmで現状では 2ヶ所の穿孔部分を認める。淡

緑灰色を呈する。第27-1次調査、灰色砂礁層より出土したo

3は硯と考えられるo 幅8.6cm、高さ3.3cmを測るo 本来は長方形を呈し、台付のものであったと考

えられる。表面は、深さO.lcmという浅い掘り込みが認められ、「山」部分と考えられるo 暗褐色を呈

する o 19 S D 001下層出土。

4は硯であるo 大半を失っているので本来の姿を知り得ないが残存部は「海」部にあたるものとみ

られるo 深さ0.6cmを測るo 19 S D 001上層出土。

滑石製品 (fig.76、pla.38・39)

1は石鍋A1類。口縁部から体部にかけて長さ2.7cm、幅l.4cmの方形耳を有するo 外面は横方向削

り調整でススが付着している o 19 S D 001上層出土。 2は小型の石鍋A1類で復原口径7.4cm、現存高

3.2cm、体部の厚さ0.5cm内外を測る o 体部から口縁部にかけてやや内湾し、口縁部には長さ1.1cm、

幅0.6cmの方形耳が4か所に配置されていたものと考えられるo 体部外面は丁寧な横方向の削り、内

面は斜め方向でやや粗雑な削り調整を施す。第27一2次調査暗褐色土凹み出土。

3は小型の石鍋A1類で 2耳と思われるが耳を欠損する。口径6.4cm、器高3.5cm、底径6.0cm、底

部の厚さ0.9cmを測るo 外面は丁寧な横方向の削り調整、内面体部は粗雑な削り調整を行なう o 外底

部は丁寧な削り調整が施されるo体部はやや内湾し、口縁端部は平らでわずかに外方に傾斜する o 25 

S X 123出土。 4は、長辺4.8cm、短辺4.2cm、高さ2.8cmで中央に長径3.6cm、短径3.2cm、深さ1.6cm

で円錐形状の穴を穿っている。穿穴部にはノミ状工具による痕跡が明瞭に認められるo 第19次調査黒

灰色土層出土。 5は長辺5.9cm、短辺2.5cm前後、深さ1.6cmの矩形を呈し、小さい方の穴は一辺1.7cm 

内外で深さ1.4cmを測る矩形を呈するo ともにノミ状工具で粗く削られており、ノミ痕を明瞭に残し

ている。第27-1次調査暗灰色粘土層出土。 6は、長さ5.5cm、最大幅2.9cm、高さ2.5cmを測る o 5 

と同様に 2つの穴を穿つが両穴ともほぼ等しい法量であり、一辺約1.4cmで隅丸の矩形を呈し、深さ

は1.6cmを測るo 一方に長さ1.1cm、幅1.5cmの突起が削り出されるo 第27ー 1次調査暗灰色土層出土。

7は棒状のものの一方に穴を穿ち、いま一方は段状に造る製品であるo 現存長7.2cm、幅2.1cm、最大

高2.6cmを測るo 穴は約半分を欠失するが、一辺約1.0cm前後の隅丸矩形で、深さ1.lcmのものである。

中央上面に径O.lcm、深さ0.2cmの小穴があるo 第27-1次調査暗灰色粘土層出土。 8は、 4と同様の

ものかとも考えられるが、全体が丁寧に削り調整されており、これで完形品と考えられるo長辺3.2cm、

短辺2.4cm、高さ2.3cmを測るo 窪み部分は径2.1cm、深さ1.9cmで底部に掘り込み時に生じたノミ状工

具の痕跡が認められる o第27ー 2次調査黒褐色土凹み出土。 9は、長径3.4cm、短径3.0cm、高さ1.3cm

を測り、中央に径1.8cm内外、深さ0.5cmの浅い穴を穿つo 全体に粗い削り調整であるo 第27-2次調

査黒褐色土凹み出土。 10は径1O.5cm、厚さ1.5cmを測るo 全面削り調整を施しているが表裏両面は小

さなカキ傷のようなものを多く認める o 24 S X 114出土。 11は、平面三角形に復原し得るものと思わ

れる o 現存長10.8cm、厚さ3.4cmを測るo 全体は削り調整されるが、裏面のみやや粗い仕上げである o

表面にススが付着する o 19 S D 001上層出土。 12は鉦を持つスタンプ状製品。現存長7.2cm、体部最大

厚1.0cmを測る。端部にむかうにつれ薄くなり、端部は鋭利であるo鉦の平面は方形状を呈し、径0.6cm

に復原される穴を穿っているo その穿孔部分から体部端まで幅0.5cmの溝を切っているo 第27-2次
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調査排土採集。 13は、 12と同様の用途が考えられるo径4.5cmを測り、その端部は薄い。現存高2.0cm

で鉦には、穴を穿っているo全面削り調整で、鉦を削り出すときの工具痕が残り、右回りに削っていっ

たものと考えられるo 第27-1次調査暗褐色土層出土。 14は、小型の栓と考えられるo 1/2程度を残

しているのみであるが、最大径2.5cm、高さ2.1cmに復原され、中央に径O.4cmの横方向の穿孔を行なう o

第19次調査表面採集。 15は、現存長6.4cm、厚さ1.3cmを測る o 下端及び側面の半分を欠失する。先端

から2.0cmのところで、 4方向に切込みを入れている o 石鍋の一部を転用加工したものとみられる。

19 S D 001上層出土。 16は長さ6.9cm、最大幅4.9cmで、先端から2.0cm前後のところの三方に切り込み

を入れており、 15と同様の用途が考えられる o石鍋の一部を転用し加工したものとみられる o 19次調

査黒灰色土下層出土。 17は長さ5.2cm、最大幅2.2cm、最大厚3.1cmを測り、先端に径0.2cmの穿孔を行

なう o 27 S D 188出土。 18は、現存長5.2cmで、端部近くに両面から穿孔を行なう o 大半を欠失するた

め全形は不明である o 19次調査黒灰色土下層出土。 19は、石鍋の転用品とみられる o 幅10.9cm、厚さ

1.3cmを測り、中央やや左よりに径0.7cmの穿孔を認める。なお中央には鉄釘状のものが打ちこまれて

いるが、貫通はしていない。第27一2次調査暗褐色土層出土。 20は、長辺12.3cm、短辺10.4cmを測るo

各隅部は面取りされているo 現状ではその約半分を失っているが、この状態になっても再び利用され

たらしく、欠失面は二次的に面取りされている。中央に径0.7cmの穿孔があるo 第27-1次調査灰色

砂層出土。 21は、長さ7.1cm、最大幅4.2cmを測り、石鍋の転用品と考えられる。内湾する面には 5条

の切り込みが入っており、幅0.4-0.5cm、深さ0.2-0.6cmを測るo 外面は、煤が付着している o 27 S 

D 157出土。 22は石鍋の再加工品で耳の部分をそのまま残し、スタンプ状を呈するo 長辺5.3cm、短辺

5.0cm、高さ4.6cmを測るo 耳は各隅を大きく面取りしている o なお裏面には、文字らしきものを刻し

ているが、欠失が多く判読できない。第27ー 1次調査淡黄色粘土層出土。

生産関係遺物 (fig.78、pla.8・39・40)

鋳型(1 -10) 

1-6は鈴の鋳型と考えられる o 器形は全て同種のものとみられ、やや下膨れ気味に内湾する体部

を有し、その中央付近には軽い段を設けているo 先端部は環状の釣金具の部分になるもの‘と考えられ

るが、全て完存するものはなく、その形状は明らかにし難い。これら外型は 2つで一組になるもので

あり、その接合商は平担であるが下半は段状を呈しており接合しない。外面上半部の接合部付近には

箆状工具による刻線があり、鋳造時の型合わせの目印と考えられるo これらの鋳型は木製の雄型の上

に粘土(上げ真土)を貼り付けるようにして作られたらしく、内面に木目痕を認めるもの(5 )もあ

るo 外商は指押えの跡がみられ、さらにその外側にスサ入りの粗真土を認められるものもある。これ

らの鋳型は法量から 3種類に分けられる o 小型のもの(1 )は内径2.3cm、内長2.2cm、深さ1.lcm、

中央部の上げ真土厚0.4cmを測る o 中型のもの (2-5) は、内径2.9-3.1cm、内径2.7-2.9cm、深

さ1.2cm前後、中央部の上げ真土厚0.4-0.8cmを測るo大型のもの(6 )は、復原内径4.4cm、内長4.3cm、

深さ 1.8cm、中央部の上げ真土厚1.2cmを測る o 1は、 27S X 163、2は27S K 224、3は第27-1次調

査黄褐色粘土層、 4. 5は第27-1次調査暗灰色粘土層、 6は24S E 113最上層から出土した。

7-9は鋳型であるが破片のため形状を推定することは困難である o 7は27S K 224、8は第24次

調査暗褐色土層、 9は26S D 250から出土したo

10は蝶形磐の鋳型と考えられるo 現存長11.8cm、現存幅9.4cm、厚さ1.9cmを測るo 暗灰色及び明茶
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灰色を呈し、胎土は砂粒を多く混在する。調整は風化により判然、としない部分も多いが、周囲はケズ

リ調整と思われるo 側面裏面の一部にスサ入りの粘土(粗真土)が付着しているo 第27-1次調査暗

灰色土層出土。

磐は党音具に属する仏具の 1つで、山形のものが一般的であるo その中でも蝶形磐は松本市宮淵出

土品(長保3年銘鰐口と伴出)と高野山親王院蔵品の 2点が知られるのみであり、前者は平安時代中

期、後者は鎌倉時代の制作と考えられているo この 2例の遺品をもとに今回発見されたものを復原し

てみた。 (fig.77)復原長20.8cm・復原幅9.0cmで、大きく左右に延びた触覚とみられる部分の先端は

環状を成し、鉦として用いられたとみられる。羽根は周囲を突帯により縁取りし、端部には 3つの環

状突起がみられ、造形上形式化された蝶であるo なお、この面には撞座の表現がなく裏面と考えられ

るo

0 1Ocm  

fig.77 蝶形磐復原図

前記2例から時間的流れを考えるのは困難であるが、この鋳型によって作られた磐は鉦の在り方で

親王院磐に近似し、羽根など全体の形状は松本市出土磐に近いものを求められるところから、両者の

中間的位置に配されるものと考えられる。出土した暗灰色土層はllC後半ー12C前半であるが、 llC

中頃に遡る可能性があるo

11は口縁状を呈するものであり、円形に復原できるならば径6.0cm程度のものであるo 端部内面に

一条の沈線を有する。明茶褐色を呈し、胎土は砂粒を多く含み組い。第27-1次調査黄褐色粘土層出

土。 12はスサ入りの粗い胎土で作られたものであり、生産に関する用具の一部と思われる o 27 S K 

224出土。 13は円盤形をなす。生産に関するものとみられるo スサ入りの粗い胎土でナデにより調整

されるo 第27-1次調査暗灰色粘土層出土。

14・15は繍羽口である o 15は両端を失うが、 14は片方の端部を残している。端部は黒禍色に変色し

ている o 14は19S 0080上層、 15は第19次調査黒灰色土下層出土。 16は複原口径27.0cm、体部厚4.8cm

を測るo 溶解炉状のものである o 内面及び外底は灰褐色に変色しているo 口縁上面に幅16.0cm、高さ

4.2cmの突出部があり、おそらく 2方向に存在したものとみられるo 胎土中に土器片を含んでいる o

19 S 0001上層出土。 17は柑塙とみられる o 復原口径13cm前後、現存高7.6cmを測るO 内面は黒灰色に

変色している o 19 S 0080上層出土。

瓦・場類(fig.79・80)

軒丸瓦 1は鴻腫館式と呼ばれるもので1-4 a類に属するo 直径16.0cm程度に復元され暗黒灰色

を呈しているo 瓦当裏面はタテ方向の丁寧な指ナデ調整を施す。蓮子は 1+4+8、珠文は24個に復
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原される。第27-1次調査黄褐色粘土層出土。 2は、老司式瓦の一種と考えられているもので、復原

径20.0cm程度を測る。複弁八葉の蓮華文で、蓮子は 1+ 6 +10、珠文36、外縁の凸鋸歯文32に復原さ

れるo 瓦当裏面の周囲は突帯状を呈するo風化が著しく表面は荒れているo 第27-1次調査暗灰色土

層出土。 3は複弁六葉蓮華文で、瓦当径14.8cmを測るo蓮子は 1+ 6で中房の周囲に蕊帯をめぐらす。

弁は子葉が蓮弁から彫り込まれ、問弁も中央が窪んでいるo 弁区のみ泡の時の状態が一般的な完成時

の蓮弁の彫り方であったものとみられる。珠文は26個で平坦縁であるo このような弁区の作り方をす

るものの例は筑前国分寺SK057及び陣ノ尾2号墳石室覆土中出土の平瓦の凸面に残された叩き目に

10 

P1一倍 切一瞬

マ11

t 

-
‘ ----ー.~・ー・・・ー"

fig.78 第19，24， 26， 27 -1・2次調査出土生産関係遺物
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認められる。瓦当裏面はナデ調整で補強の支持土は厚い。丸瓦部凸面は格子目叩きを認める o 第27-

l次調査暗灰色粘土層出土。

軒平瓦 4は均正唐草文で曲線顎であるo 上外区はなく、下外区の珠文11、脇区の珠文3に復原さ

れるo 第22次調査黒灰色土層出土。 5は極端に退化した均正唐草文とみられ、中央に 1条の主葉を配

し左右に支葉を枝分かれさせているo 中心飾はない。内、外区を別ける界線はなく、珠文が配される

のみであるo 25 S X 121出土。 6は均正唐草文で、左第 1単位の半分と第 2単位を残しているo 外区

には珠文を配するo 下外区は脇区との区別がなく、内湾しながら上外区に取付く o 左第 1単位の主葉

の一部が、二次的に加飾され、ヘラ状のものを用いた三条の沈線とするo 上外区の一部にも同様な部

分があるが、両者とも右方を欠失するため詳細は不明である。第27-1次調査暗灰色土層出土。 7・

8は長方埼.であるo 両者とも学校院跡出土・のものと同施とみられるo なかでも 7は、短側面にも文様

を配しているo これも学校院跡出土のうちの長側面に配されたもの・と同泡であり、中心飾部分から左

右に展開する草花文を観察できるo しかし、本来は長側面に使用するために作成された泊を、そのま

ま短側面に用いたため、左端部の文様の一部と脇区の珠文部分を欠いている。右端部は欠失し明らか

でないが、状況から同様のものとみられる。上外区の珠文数は27個前後に復原されよう o 7の長側面

は図の上方にあたるが素文であるoこのように短側面に文様を持つ長方埠の発見は過去になく、今後、

文様埼の敷方を考える上で重要な位置を占めるものと考えられる o 7は26S X 272、8は27S K 206出

土、 9は三角埠の一部であり、学校院跡出土と同沼とみられる o 26 S D 261出土。

平瓦 最大弦長26.6cm、最小弦長24.3cm、弦深5.8cm、長さ36.4cm、厚さ1.5cmを測るo 凹而は布目

痕(1 CnT 内10X8)がよく残り、模骨痕も顕著に認められるが一部ヘラナデですり消されるo 凸面は

縄叩き目を上下 2段で平行に叩く。側縁は丁寧にヘラ削りされるo 26 S X 270下層出土。

O 15cm 
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fig.80 26 S X 270下層出土平瓦-
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木製品 (fig.81) 

1・2は下駄である。両者とも一枚の板から削り出して作られたものであり、 3ヶ所の穿孔が認め

られる。両者とも下方の孔のうち右側のものはやや上方にずれて穿たれているo 歯は磨滅が著しく、

また表面先端は指の跡が認められるo相当永く使用されたものであろう o 1は長さ19.8cm、幅11.6cm、

中央部の厚さ1.5cmを測り、板目材を使用するo 2は長さ15.5cm、幅9.1cm、中央部の厚さ1.2cmを測るo

板目材を用いるo 両者とも27S 0130下層出土。

2 

O 15cm 

fig. 81 27 S 0 130下層出土木製品実測図

14 17 S E 001井戸枠の樹種鑑定

(1)はじめに

出土木製遺物の樹種を明らかにすることは、その遺物について 1つの考古学的な知見を与えるとい

う点で必要なことであるo

大宰府条坊跡遺跡からは、奈良時代のくりぬき井戸枠が 1点出土しており、これについての樹種鑑

定を行った。遺物は直径約80cmの丸太材を丁寧にくりぬき、これを井戸枠として使用したと考えられ

ているo

(2)同定方法

樹種の同定作業は、出土材の内部形態の特徴を顕微鏡で観察し、その結呆を新材と比較することで

なされるo 試料は、埋蔵中に木材組織の崩壊・変形が進んでおりそのままでは切片作成が困難であっ

た。そのため可能と思われる部分から遺物小片を採取し、その木口、柾目、板目の三方向の切片をカ

ミソリの刃を用いて切り取り作成したo

切片はサフラニンで染色後、エチルアルコール・ n-プチルアルコール・キシレンを用いて常法に

従い脱水し、永久プレパラートに仕上げた。

なおプレパラートの検鏡は、 30倍・ 100倍、 400倍とそのつど試料の状態に応じて倍率を変化させた。
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(3)同定結果

17 S E001のく'りぬき井戸枠は広葉樹プナ科のカシが用いられていた。以下同定理由を記す。

カシ Quercus (Cyclobalanopsis) spp. 

(プナ科 FAGACEAE) 

構成要素は道管要素、仮道管、水繊維、軸方向柔細胞および放射柔細胞の5種類である。道管は放

射状に配列し、すべて孤立管孔であるo 道管の配列は年輪界に関係なく途中から始まって途中で終る

場合があり、年輪界は不明瞭であったo 道管壁の膜厚は厚く、春材部から夏材部へ移行しても道管径

はあまり大きく変化しない。短接線状柔細胞を認める。穿孔は単穿孔。放射組織は平伏細胞より成る

同性で単列放射組織および複合放射組織より成る。

(4)考察

カシは本州(宮城県、新潟県以南)四国、九州の環帯山中に野生するプナ科の常緑高木で大きいも

のは樹高25m、胸高直径2.5mにも達するo材はきわめて堅硬で水湿にも強い。

本資料は、直径80cmほどの、丸太材をくりぬいて作成した井戸枠であり、上記のカシの特性を考え

あわせると妥当な樹種選択と言えよう o

なお、出土くりぬき井戸枠の樹種鑑定結果の報告例は多くないが、以下に挙げると針葉樹ではスギ、

ヒノキ、アスナロなどが、広葉樹ではクスノキなどがあるo いずれも高木類であり、胸高直径が太い

のでくりぬき井戸枠の作成が可能であったと考えられる O 遺物によっては明らかに臼材などの再利用

のものもあり(参考文献@湖、くりぬき井戸枠の作成過程を考える上でも興味深いものがあるo
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別表 1 土師器の法量
A. 番号 B. 挿図番号

iloT.黒色土器 ⑤.瓦器

17 S E001埋土

|器種 1 A 1 B 1口径|器高|底径 1 C 1 D 1 

|杯 dI 1 I 1 I 13.2 I 3.2 I 6. 1 I x I x I 
17 S E002 

器極 A B 口 f歪 器高 底径 C D 

柄2 a 1 11 11.4 2.7 7.0 O O 
(へ ラ) 2 13 11.6 

3 12 12.2 4.0 6.6 O ワ

中椀 Cl 1 14 13.3 4.8 7.8 ? O 
2 15 14.0 5.1 6.6 ワ × 

qj)A 椀 C 1 16 11.4 4.5 6.2 × 

2 17 15.0 7.1 7.5 × 

19 S D001上層

器種 A B 口径E 器高 底径 C D 

小皿 a (糸) 1 8.8 1.2 8.6 O O 
2 9.2 1.0 7.6 O × 

小皿 a(ヘラ?) 3 9.3 1.5 6.8 O O 

小皿 b (糸) 1 1 7.0 1.5 5.3 O × 

小皿 c (糸) 1 2 9.8 2.4 6.5 O 
2 3 9.8 2.3 6.3 O 

杯糸) 1 13.1 2.6 9.3 O O 
2 14.0 2.8 8.0 O × 

3 14.5 3.2 9.7 O O 
4 14.6 3.3 10.4 O × 

5 14.7 3.3 9.8 O × 
ーーーーーー且---ーーーーーーーー

大杯 a (糸) 6 15.5 3.4 10.6 O O 
19SD001下層

器種 A B 口径 器商 底径 C 

小皿 a (糸) 1 1 8.5 1.0 6.7 O 
杯 a 糸) 1 2 14.2 3.1 9.1 O 

2 3 14.6 3.0 9.2 O × 

3 4 14.8 3.0 10.6 O × 
---------ーーーーーー・・・

大杯 a (糸)
4 6 15.2 3.2 10.0 O O 
5 5 15.2 3.2 10.5 O O 

19S K005 

器種 A B 口径 器高 底径 C D 

小皿a(ヘラ) 1 6 9.1 1.0 6.4 O O 
2 7 9.3 1.2 7.9 O × 

3 8 9.6 1.3 7.5 O O 
4 9 9.8 1.2 6.8 O O 

小IIII.a (糸) 10 9.0 1.5 6.0 × × 

杯 a 糸) 1 11 13.0 2.7 10.1 O × 

Ox  
C. 内底のナデの有無

ムミガキ a有り

( )x 
D.板状圧痕の有無

単位叩

19S X030 
i 

器 種

丸底杯 a

小皿 a(ヘラ)

19 S X034 

| 器種 1 A 1 B 1口径|器高|底径 1 C 1 D 1 

|小皿 a(ヘラ)1 1 1 18 1 8.6 1 1.4 1 6.9 1 0 1 0 1 
19 S K045B 

| 器種 1 A 1 B 1口径|器高|底径 1 C 1 D 1 

|小皿 a(ヘラ).1 1 1 22 1 9 .4 1 1 .3 1 6 .6 1 0 1 0 1 
19S X055 

器種 A B 口 f歪 器商 1哀; ~~ C D 

ィ、 E且 a 1 1 8.7 1.3 6.9 O O 
(へ ラ) 2 2 8.8 1.5 7.0 O O 

3 8.8 1.5 7.8 O O 
4 8.8 1.3 6..6 O O 
5 3 9.0 1.3 7.4 O O 
6 9.0 1.2 7.6 O O 
7 4 9.1 1.6 7.4 O O 
8 5 9.2 1.3 6.2 O O 
9 9.3 1.1 6.9 O O 
10 6 9.3 1.5 7.5 。O 
11 7 9.3 1.1 8.0 O O 
12 8 9.4 1.1 7.0 O O 
13 9 9.4 1.2 7.0 O O 
14 10 9.4 1.5 6.9 O O 
15 9.4 1.5 7.5 O O 
16 9.4 1.4 6.0 O O 
17 11 9.5 1.3 7.0 O O 
18 12 9.5 1.1 7.0 O O 
19 13 9.5 1.7 7.9 0. O 
20 14 9.6 1.2 7.4 O O 
21 9.6 1.5 7.3 O 
22 15 9.8 1.4 8.5 O 。

杯 a (ヘラ) 1 18 15.8 2.7 12.4 O O 
丸底杯 a 1 15.2 2.7 O O 

2 15.2 3.1 O 
3 16 15.6 3.1 O 
4 17 15.6 3.2 O 
5 15.8 4.0 O 
6 17.2 4.5 O O 

@小皿a(ヘラ) 1 22 11.5 2.2 O O 

器種 A B 口径 器商 底径 C D 

皿 a 1 14.0 2.0 10.4 ワ ワ

2 1 15.0 2.1 10.5 O × 

3 15.2 1.4 11.4 ワ × 

4 15.4 1.6 11.4 ワ x 
qj)A 杯 c 1 7 ]3.5 2.9 6.0 × x 
杯、 a 1 13.0 3.1 6.6 守 O 

(へ ラ) 2 13.2 3.2 7.4 O Cコ
何Z d 1 15.0 3.4 8.2 × 

A
U
 



19S 0070下層

器種 A B 口径 器寓 底径 C D 

柄t d 1 14.0 3.3 8.0 × 

2 16.0 2.7 8.6 × 

nn. a 1 15.0 1.7 13.0 O × 

2 16.2 1.8 ]1.4 O × 

何二 a 1 12.0 2.8 7.0 O × 

(へ ラ) 2 13.0 2.8 8..0 O × 

3 19 13.4 3.2 7.8 × × 

大杯 d 1 20 19.2 3.9 O × 

19 S X 074 

| 器種 I A I B I口径|器高|底径 Ic I 0 I 
|杯糸)I 1 I 23 I 13.8 I 2.71 8.9 I 0 I x I 
19S X079 

Fゴ~ f1Ii: 

19 S 0080暗茶色粘土上層

器種 A B 

杯 a (ヘラ) 1 2 

2 

材Z L::，. 1 10 

皿 a 乙注 1 12 

皿 c L::，. 1 8 

⑪ A 椀 1 13 

19 S 0080暗茶色粘土下層

器種 A B 

大皿 c L::，. 1 

L::，. 2 

L::，. 3 

nn. a L::，. 1 
科二 e 1 1 

材= a 1 

|空 d 1 

19 S 0080茶色砂層

口径 器高 底径 C D 

11.4 3.8 7.4 O O 

15.0 3.7 8.4 O O 

12.4 4.6 9.6 × × 

16.4 2.1 12.6 x × 
22.6 2.7 16.5 × × 

7.6 × × 

口径 器高 1ま径 C D 

29.8 2.8 23.0 ワ × 

26.4 3.2 16.4 ワ × 

26.0 3.5 15.0 × × 

16.8 2.3 13.0 × × 

8.6 4.6 5.0 x O 
14.0 3.1 9.0 O × 

13.4 3.7 7.4 × 

| 器種 I A I B I口径|器高|底径 Ic I 0 I 
|椀 cI 1 I 11 I 19.1 I 5.9 I 11.4 I x I x I 
19S 0080育灰色粘土層

器種 A B 口径 器商 底径 C D 

nn. a L::，. 1 14.0 1.8 10.4 ワ × 

2 23 14.4 1.9 11.2 O × 

L::，. 3 15.2 1.6 11.8 O × 

b.‘ 4 28 16.6 2.2 12.7 × × 

5 24 16.7 1.8 12.5 × × 

L::，. 6 16.8 1.7 ]3.2 × × 

7 16.8 2.1 13.2 O ワ

8 17.0 2.0 14.2 ワ ワ

L::，. 9 29 17.5 2.2 13.5 × × 

L::，. 10 25 ]7.6 2.1 13.6 × × 

L::，. 11 17.6 2.3 13.8 × 、〆， 

b.‘ 12 26 17.8 1.7 13.2 × × 

L::，. 13 18.0 1.7 14.4 ワ ワ

L::，. 14 18.1 1.7 14.2 O × 

L::，. 15 27 18.4 1.7 ] 1.1 × × 

b.‘ 16 30 18.6 1.4 14.0 × × 

大皿 c 1 31 24.6 2.8 19.2 × × 

科二 a 1 12.2 4.0 7.6 ワ ワ

(へ ラ) 2 ]2.2 4.1 8.8 O x 

3 12.6 3.4 6.6 × × 

4 12.8 3.6 8.2 O × 

5 ]3.2 3.4 7.8 O × 

6 14.0 3.6 8.2 O x 

7 14.0 3.8 7.6 ワ × 

8 15.0 3.4 8.6 × × 

材= d 1 5 12.2 3.1 5.8 × × 

2 12.2 3.1 6.0 x x 

3 12.8 3.0 6.8 × × 

4 13.2 3.1 6.4 × × 

5 13.2 3.2 7.4 × × 

6 13.2 3.2 7.4 × × 

7 6 13.3 3.3 7.8 × × 

8 13.4 3.0 8.0 × × 

9 13.4 3.3 7.0 x x 

10 10 13.4 3.4 7.6 × × 

11 13.6 3.6 6.6 × × 

12 13.6 3.1 7.2 × x 

13 8 13.6 3.2 8.2 × × 

14 11 13.7 3.2 7.6 × × 

15 13.8 3.4 6.0 × × 

16 13.8 3.4 7.3 × x 

17 7 13.9 3.4 6.6 x xl  

18 14.0 3.3 7.8 × × 

19 14.0 3.4 7.0 × × 

20 14.0 4.1 7.2 × × 

21 14.6 3.8 7.0 x x 

22 14.8 3.3 8.6 × × 

23 15.6 3.4 8.8 × × 

24 12 15.6 4.1 8.5 × × 

25 15.8 3.7 7.8 x x 

26 16.0 4.0 7.8 × × 

27 16.0 4.4 8.2 × × 

28 9 16.0 3.5 8.9 × × 

29 16.0 3.3 8.6 × × 

30 16.0 4.1 8.2 × × 

31 16.2 3.0 9.2 × × 

32 16.4 3.9 8.4 × × 

33 16.6 3.4 10.2 × × 

34 ]6.6 3.6 7.6 × × 

35 17.0 3.7 9.8 × × 

36 13 17.2 4.2 8.8 × × 

37 18.1 4.1 9.4 × × 

祈二 e 1 14 10. ] 4.7 6.6 × x 

椀 c 1 16 14.4 5.4 7.6 × × 

2 17 18.5 8.5 9.7 × × 

3 18 19.0 6.5 7.6 × × 

4 19 20.3 7.6 9.9 × × 

5 22 26.3 

6 20 8.6 × × 

7 21 9.9 × × 

蓋 a 1 1 p.4 1.2 O × 
材二 c 1 15 ]3.4 3.7 

器種 A B 日程E 器商 底径 C D 

小皿 a (糸) 1 20 8.5 0.9 6.9 O O 

2 2] 8.6 1.1 6.7 O O 

3 22 8.8 1.0 7.1 O O 

杯糸) 1 24 13.0 2.6 9.2 O O 

2 23 12.8 2.4 8.0 O O 

3 25 13.6 2.5 8.8 O ワ

19次黒灰色土上層

器種 A B 口 f歪 器高 底径 C D 

小皿 a (糸) 1 1 8.0 1.3 6.7 O × 

2 2 8.2 1.3 6.3 ワ O 

3 3 8.6 1.1 6.5 O O 

小皿 a(ヘラ) 4 4 9.3 1.4 7.4 O O 

杯 a 糸) 1 5 13.6 2.3 8.9 O O 

2 6 ]4.2 2.5 9.7 O O 

3 7 15.4 2.6 10.7 O ? 



19次黒灰色土下層

器誼 A B 口径 器商 底径 C 

小皿 a (糸) 1 8.9 1.4 7.5 O 

杯 a 糸) 1 11.8 2.3 O 

2 12.1 2.4 7.3 O 

3 12.2 3.0 8.2 O 
4 21 13.6 3.2 9.1 O 

5 22 12.9 2.9 7.8 O 

6 23 14.6 3.6 8.7 O 

7 24 14.8 2.8 10.4 O 

8 15.2 2.5 10.1 O 

9 25 15.4 2.9 10.2 O 

10 15.4 2.9 9.8 O 

11 15.6 2.5 9.4 O 

杯 b (糸) 1 26 1.0+ 8.3 O 

19次灰色土層

器種 A B 口~~ 器高 1去歪 C 

小皿 a(ヘラ) 1 8.6 1.4 6.3 O 
2 1 8.7 1.3 7.0 O 

3 8.8 1.2 5.1 O 

4 8.8 1.3 7.4 O 

5 8.8 1.0 7.0 O 

6 6 9.0 1.2 7.8 O 

7 9.0 1.4 7.0 O 

8 9.0 1.4 6.1 O 

9 9.0 1.3 7.1 O 

10 9.2 1.7 7.2 O 

11 2 9.2 1.2 7.6 O 

12 9.4 1.3 6.6 O 

13 3 9.4 1.3 7.5 O 

14 9.6 1.0 7.4 O 

15 9.6 1.5 7.6 O 

16 4 9.6 1.5 6.7 O 

17 9.6 1.5 8.0 O 

18 9.7 1.5 7.8 O 
19 9.8 1.4 6.9 O 
20 5 9.8 1.4 7.6 O 

21 10.0 1.3 6.6 O 

小皿1a (糸) 1 7 9.0 1.4 5.7 O 

2 9.0 1.7 5.8 O 

3 9.4 0.9 6.0 O 
小皿 a (糸?) 1 9.3 1.1 6.0 O 

2 9.4 1.2 5.4 O 
杯 a (ヘラ) 1 8 14.8 3.7 11.0 O 
丸底杯 a 1 14.8 3.0 O 

2 15.5 3.3 O 

3 9 15.6 3.5 

搬入杯(糸) 1 10 15.2 3.5 7.0 × 

19次暗褐色土層

器種 A B 口径 器高 底径 C 

小皿 a 1 8.6 1.2 6.4 O 
(へ ラ) 2 8.8 1.2 7.4 O 

3 1 8.8 1.3 6.5 O 
4 8.9 1.3 7.3 O 
5 9.0 1.4 6.5 O 
6 9.2 1.3 6.8 O 
7 9.3 1.3 6.5 O 
8 9.4 1.5 6.8 O 
9 9.4 1.3 7.2 O 
10 2 9.5 1.3 6.0 O 
11 9.7 1.2 6.9 O 
12 3 9.7 1.8 8.2 O 

杯 a (へラ) 1 4 11.0 1.9 8.0 O 
小皿 a (糸) 1 8.5 1.1 5.3 O 

2 8.5 1.4 6.4 O 
3 8.9 1.4 5.5 O 
4 9.0 1.2 6.8 O 

D 

O 

O 

O 

O 

O 

× 

O 

O 
× 

O 

O 
× 

× 

D 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

× 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 
× 

ワ

× 

× 

O 
ワ

O 

O 

O 

O 

D 

01 
O 

O 

O 

O 

O 

O 

01 
O 

O 

O 

O 

O 

XI  

O 

× 

O 

器種 A 

杯 a(ヘフ) 1 

小皿 c(ヘラ) 1 

丸底杯 a 1 

2 

椀 E 1 

2 

23 S X 102 

|B  I口径|器高|底径 Ic I D I 
|7  I 12.9 I 3.9 I I 0 I 0 I 

B 口径 器高 底径 C D 

1 10.7 2.2 6.1 O 01 
2 11.0 2.1 7.8 O O 

3 14.5 3.4 ワ O 
4 15.2 4.0 O O 

5 14.3 O ワ

6 14.9 6.3 7.8 O o 

l 器種 I A I B I口径|器高|底径 Ic I D I 
|小Jllla (ヘラ)I 1 I 10 I 10.7 I 1.9 I 一 10101 
24 S X 110 

器種 A B 仁I:t歪 器高 底径 C D 

小皿 a 1 9.0 1.1 7.0 O O 

(へ ラ) 2 9.2 1.2 7.0 O O 

3 20 9.2 1.45 7.8 O O 

4 21 9.3 1.6 7.0 O O 

5 9.4 1.4 7.0 O O 

6 9.4 1.5 7.4 O O 

7 22 9.4 1.5 6.5 O O 

8 23 9.5 1.4 6.7 O × 

9 9.6 1.3 7.0 O × 

10 9.6 1.4 7.4 O O 

11 9.6 1.3 8.0 O ワ

12 9.6 1.4 7.4 O O 

13 9.7 1.6 7.8 O × 

14 9.8 1:2 8.0 O O 

15 9.8 1.4 8.0 O O 

16 10.0 1.2 8.5 O O 

17 10.0 1.9 7.1 O O 

18 10.0 1.7 8.0 ワ ワ

19 10.2 1.4 8.0 O O 

20 24 10.7 1.4 8.3 O O 

21 10.8 1.4 8.0 O O 



丸底杯 a 1 25 14.2 2.9 O 
2 15.0 2.8 O 
3 15.0 3.9 O 
4 15.0 3.5 O 
5 26 15.4 3.3 O 
6 15.6 3.4 O 
7 15.6 3.6+ ワ

8 15.9 3.9 O 

器種 A B 口 f歪 器商 底径 C 

祈: a 1 10.8 3.2 5.8 × 

(へ ラ) 2 11.0 3.0 6.8 O 
3 11 11.0 2.7 6.8 O × 

4 11.2 3.0 6.8 守

5 12 11.4 2.4 6.5 O 
6 11.5 2.9 6.7 × 

7 11.5 2.6 6.8 O O 
8 11.6 2.8 6.8 O O 
9 11.8 2.9 7.6 O ? 27 S K201 

10 11.8 3.2 7.4 ワ ワ 器種 A B 口径 器高 1蛮歪 C D 

11 11.9 3.1 7.1 O O 小皿 a (糸) 1 3 9.1 1.2 7.0 O O 
12 12.0 2.9 7.2 × × 2 4 9.4 1.2 6.8 O O 
13 12.0 2.8 7.0 ? ワ 杯糸〉 1 14.9 2.8 11.4 O O 

14 12.0 2.6 7.0 ワ O 2 15.4 3.4 10.2 O ワ

15 12.0 2.4 8.0 ワ O 3 15.4 3.2 10.8 O O 

16 12.0 2.8+ 6.4 ワ ワ 4 15.5 2.9 10.6 O O 

17 13 12.1 3.0 7.7 O O 5 15.5 3.0 11.2 O O 

18 12.2 2.7 7.0 × O 6 5 15.5 2.9 11.1 O 

19 12.2 2.7 6.6 O O 7 6 15.5 3.0 11.5 O 
20 12.4 2.5 8.2 O O 8 15.6 2.9 11.0 O O 

中椀 c1 1 18 12.5 4.9 7.5 O O 9 15.7 3.1 11.0 O O 

2 17 12.9 4.8 7.2 O 守 10 15.8 3.0 11.9 O O 

大椀 c 1 19 16.3 6.2 9.2 O O 11 15.9 3.4 11.3 O O 
小椀 c2 1 16 9.7 3.6 6.0 O ワ 12 15.9 2.8 10.4 O O 

小皿 c 1 14 12.4 2.1 8.8 O O 13 15.9 3.2 11.2 O O 

2 日空- 13.0 2.3 6.6 O O 14 16.0 3.5 11.5 O O 

15 7 16.0 2.9 11.4 O 
16 8 16.0 3.4 11.0 O 

17 16.6 3.0 11.4 O 

27 S K 203 

器種 A B 口 f歪 器商 底径 C D 

小皿 a (糸) 1 9.0 1.1 6.6 ワ ワ

2 9.0 1.2 7.4 O O 

3 9.0 1.0 6.4 O O 

4 9.0 1.0 6.6 O O 

5 9.0 1.1 6.6 O 。
6 9.0 1.1 7.0 O 9 

7 9.6 1.1 8.8 O O 



3 9.0 0.9 6.4 O O 
4 9.0 1.3 6.6 O ワ

5 16 9.0 1.6 6.1 O O 
6 9.3 1.5 6.9 O O 
7 9.4 1.3 6.8 O O 
8 9.4 1.3 7.2 O ワ

9 17 9.8 1.7 6.9 O O 
丸底杯 a 1 18 14.2 2.7 O 

2 19 14.2 3.2 O 
3 14.6 3.4 O 
4 14.6 3.3 O 
5 14.6 3.3 O 
6 15.0 3.3 O 
7 15.0 2.8 O 
8 15.1 3.5 O 
9 15.1 3.4 O 
10 15.2 3.3 O 

27 S K 206 

器種 A B 口 f歪 器高 底径 C D 

小血 a 1 8.6 1.6 7.0 O O 
(へ ラ) 2 8.8 1.3 6.6 O O 

3 9.2 1.5 6.8 O O 
4 9.2 1.5 7.6 O O 
5 10.0 1.0 7.8 ワ ワ

中椀 c2 1 13.0 4.0 ワ ワ

丸底杯 a 1 15.0 3.2 O 
2 15.0 3.3+ ワ

3 15.4 3.4 O 
杯 a (へラ) 1 16.0 2.7 12.2 O O 
27 S K 220 

器種 A B 口 f壬 器高 底径 C D 

杯 a(ヘラ) 1 25 10.8 2.3 7.0 O O 
2 11.0 2.1 6.8 ワ ワ

3 11.0 2.5 7.2 O O 
小皿 c? 1 13.0 

i椀 c 1 27 15.3 6.3 9.2 O O 
2 16.0 6.4 O ワ

椀 a 1 26 13.2 3.6 9.2 O × 

~B 椀 C 1 28 11.4 5.0 7.6 ワ

器種 A B 口径 器高 底径 C D 

小皿 a 1 8.4 1.1 6.4 ワ ワ

(へ ラ) 2 8.8 1.3 7.6 O O 
3 9.0 2.0 7.2 O O 
4 9.0 1.2 7.4 O O 
5 2 9.6 1.9 7.6 O O 
6 9.7 1.5 7.8 Cコ O 
7 9.8 1.3 7.8 O O 
8 1 9.8 1.0 7.3 O O 
9 10.0 1.5 7.8 O ワ

10 10.0 1.3 7.8 O O 
杯 a (へラ) 1 11.0 2.0 7.6 ワ ワ

ィ、nn. c ~ 11.1 2.8 O O 

器種 A B 

椀 c 1 

2 2 

中椀 c1 1 

2 1 

杯 a (ヘフ) 1 

2 

3 

小皿 a(ヘラ) 1 

器種 A B 

丸底杯 a 1 

2 15 

3 14 

4 

5 

6 16 

7 

8 

9 

10 

11 

小皿 a 1 

(へ ラ) 2 12 

3 

4 

5 

6 

7 13 

8 

9 

10 

11 

著書 干重 A 8 

小皿 a 1 

(へ ラ) 2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

口を歪 器商 底径 C D 

15.0 5.2 O O 
16.0 6.6 9.1 O O 
11.8 4.1+ ワ ワ

14.2 5.1 7.6 O O 
11.0 3.2 6.8 ワ ワ

11.0 2.3 7.2 ワ ワ

12.0 2.3 8.6 ワ ワ

10.0 1.0 7.8 O ワ

|口径|器高|底径 Ic I D I 
|11.6 1 2.81 7.4 1 

口径 器商 底径 C D 

13.9 2.9 × 

15.0 3.3 11.0 O 
15.0 3.0 11.5 O 
15.0 3.0 × 

15.2 3.1 O 
15.2 3.1 O 
15.3 3.5 × 

15.4 3.3 O 
15.5 3.3 11.4 O 
15.7 3.2 O 
15.7 3.3 O 
8.1 0.9 6.3 O O 
8.6 1.1 6.7 O O 
8.7 1.4 7.0 O O 
8.8 1.3 7.0 ワ O 
8.8 1.4 7.0 ワ O 
8.8 1.2 7.0 ワ O 
8.9 1.4 O O 
9.0 1.4 5.8 O O 
9.0 1.1 7.0 O O 
9.4 1.4 7.2 O O 
10.0 1.5 7.0 O O 

口径E 器高 底径 C D 

8.7 1.3 6.9 O O 

9.0 1.4 6.9 O O 
9.0 1.5 6.6 O O 
9.0 1.4 7.0 O O 

9.0 1.5 6.6 O O 

9.1 1.2 6.6 O O 
9.2 1.3 7.0 O O 
9.2 1.6 7.5 O O 
9.2 1.3 7.0 O O 
9.2 1.1 7.6 ワ O 

9.4 1.2 6.7 ワ O 
9.4 1.6 7.4 O O 
9.4 1.3 7.2 ワ ワ



14 9.7 1.6 7.2 

15 9.7 1.5 6.9 

16 9.8 1.6 6.7 

17 9.9 1.3 8.1 

18 10.0 1.6 8.2 

19 10.0 1.3 7.4 

杯 a (ヘラ) 1 12.2 2.3 8.4 

丸底杯 a 1 14.6 2.5+ 

2 15.3 3.7 

3 16.0 3.9 
'--- -

27 S X 164 

器種 A B 口千歪 器高 Tif:. ~~ 

小皿 a 1 8.8 1.1 6.8 

(へ -ラ) 2 9.0 1.3 6.8 

3 9.0 1.4 6.6 

4 9.0 1.3 7.0 

5 9.2 1.1 7.0 

6 9.6 1.2 7.4 

同一10体で別々の泡構から出土している場合は

そのまま両方の遺構に点数をかぞえ7ている。

Oは土師・須恵線なと・在地土務}tから年代を
A は陶磁器 F l推定したもの
Xは遺構の前後・層位関係 Y 

ワ O 

O O 

O O 

O O 

O O 
ワ ワ

O O 

O 
ワ

ワ

C D 

O O 

O O 

O O 
ワ O 

O ワ

ワ O 

.は在地土器の共伴が明確で点数が多い。 1とくに重要な
A は陶磁器の種類が盛富で一括状況が明確}一括資料

杯 c 賓蓋 a 彊

I皿聾片

主頁f!t苦号 杯腕ca蓋 b 叢 c3 聾片 高杯? 大蓋? 査 d 鉢

土師器 小皿a 小皿b 小sIlc 杯a 鍬1) 鍬J) I焼温室劃7)

瓦著書 椀片

黒色土器 B 椀片

椀 1(4)[-lb(1)II(3)II-1 b(1)ll-2(1) 

越州書官系 皿 ? 1 (1) 

軍?破片 I(I)llO)

椀 II--14回a(la図I、-2I-・35(9b)(I7)-皿2田2(I1)-4側

青磁 飽泉~系 小椀 1 (1) 

皿l L(2)1 -1 a (1) 

香炉?(1) 

岡安黛系
椀 1(2)[ -1 b(3)[sO)[s-I(I)[s-1 c (1) 

皿 1 (6)1 -1 a (I)1 -1 b (3)1 -2 (2) 

5 8.7 1.3 6.6 ワ O 
6 8.7 1.3 6.6 O 01 
7 8.8 0.9 7.2 ワ O 
8 8.8 1.3 7.0 O O 
9 9.0 1.0 7.4 ? O 
10 9.0 1.6 7.1 O × 
11 9.0 1.5 6.4 ワ × 

】2 9.0 1.6 7.3 ワ X 

13 9.0 1.3 7.4 O O 
14 9.3 1.6 7.7 ワ O 
15 9.5 1.7 6.6 O O 
16 9.6 1.4 7.3 O O 

小皿 c 1 9.0 1.9 O ワ

丸底杯 a 1 14.6 3.5 O 
2 15.0 3.3 O 
3 15.3 3.3 O 
4 15.3 3.4 O 

杯 a (ヘラ) 1 15.0 2.4 11.6 O O 
2 15.5 2.3 11.3 O O 

別表2
凡例〈 王土器型式及び年代 内容を示す

>遺構年代を示す土器形式 〔ミ a) ミガキ aあり

回 =3個体③=同一個体 3片(=田個体) (3)=別個体 3片

a X b ... aまたは b a-c・・・ aから cまで (a . b • C ) 

IJ-1(6) 11-3(1) II-b(l) ll(6) N(9) 

椀 N -1 a (2) 珂?(1) 町一四位カ v -1 (3) V 
-2 (2) V -3 (1) V -4 (2) V (2) V (クシ

自)(4) V (タテヘラ)(1) (段 1)(2) (段 2) 

(2) V?  (タテヘラ)(1)羽 X VH (4) 咽 (3)

白磁 咽-1 (1)咽-2 (i) 

皿 ー 1:?(1) II-1(1) IIX田(3) NXV(1) V 

-2(2) VI?(1) 羽-1b(2) VI-羽(11) 不明

(2) 

水注II(2)1四耳登回(3)I小椀・杯政'!llその他(2)
青白磁 小壷(1) 繍(1)1皿(2)1皿?(1) I 合子差~I 破片(I)
絹紬 〔軟陶〕椀×皿(4)

灰軸 皿(1)聾×査(2)

須恵質土器 片口鉢(1)壷〔前川6)(1)I土師質土器|片口鉢(1)

彊 B'ー C'(6) |花盆 IB'(1) 

オ<1.主 V-2回

鉢 I回(5) 1-1b(3) 1-1c(1) 

ヨ経 ll(3) 凹(1) F '-a '(3) 

盤 b(1) E(2) 1 -3(1) 

陶器 四耳蜜 VI-2(1) A'(VI ?)(4) XII (B'C')②②②  

笹川 E'(3) 〔双耳)XI (1) 

小皿 B'ー C'囚(1)

国産 摺鉢(1)(混入品)I常滑(3)

A -a b 0(1) B '-a b (1) C -a "(1) C -b 

〔鉢VH?) (1) C'-b(1) c'ー0(1) C (鉢?) 
(1) E-a b(1) そのイ也(1)

瓦類 文字 1-8 b (1) V -2 (2) 

石製品 石鍋A-1(1)片(3) 滑石製品(1) 四角硯(1)

縄文土器受?(1)

金属製品 鉱湾(2) 鉄器(4)

高鹿 〔象ガン)(I)椀 n-1 (.i>1不明|壷(1)皿(1)椀(1) 炭化米

土製品 土玉(1)炉壁鋳型? 瓦玉(3)



19S0001下層 . 青白磁 皿 回

須恵器 蓋鉢b 壷 灰勅陶器 椀?(1) 

土師器 小皿 a 杯 a 丸底杯 a 鉢×費片|焼塩壷(2) 瓦質土器 鉢(2) 蔓田|須恵質土器|鉢(1)壷〔前川 6)(1) 

瓦器 破片(5) 盤 1-3田 1-2 b田

黒色土器 A 椀?(1) 鉢 1 -1 b囚(1)皿ー 1回国ー 2田lV-1囚 l

椀 1-1a(1) m-a(1) 1V-2回

趨州窯系 1 (1) 

碗 1 -1 (8)回 1-2 a '(1) 1 -2 x 3 (4) 

四耳壷 H回 VI-1回 VI-2固珂ー 1?田羽目~I
六耳蜜 同羽田 xn-1回 xn回lV-1回

筒泉窯系 1 -4 a ? (1)白 1-5 b田 1-4 a田 -2回
青磁 (5) 

祈Z 1 -2 (1)何~? 1 -2(2) 
陶器

受 E回

水注 V-2b白羽田 W回

同安窯系
椀 1 -1 b (3) 1 x 囚(1) n x 皿(1)

皿 1(4) 1-1a(1) 1-1b(1) 

登 n-1固 n-2回lV-1 a回lV-1回 W

-3 b田町田1V-a回

寓麗 J腕 1 -2B b回 m(1) 国産 常滑大墾田(2)

椀 11(3) n-1X2(H 1V-1a(2) 1V(6) 1V- 双耳壷 XI -1田
V1D(9) V-1(1) V-2(1) V-4(4) V(2) 破片 A '(2) A.(1) B.-a ' (鉢 m?)(1) B.(4) 

白磁
V(クシ目)(1) V (へラ)(1) VIx羽(2) 澗ー B.(壷lV?)(1) C (壷1V)(9) 0(3) 

2 (1) 石製品 滑石製品(1) 滑石片(2) 砥石?(1) 

皿 V -2 (1) VI - V1I(6) 咽(1) 不明(2) 金属製品 鉄釘(3) 鉄製品(1)

蓋(1) 四耳査?皿(1) その他(5) 土製品 瓦玉(1)不明土製品(2)

青白磁 椀×皿(211燭台(1) 炭化米

緑軸 〔軟陶〕 皿(1) (硬陶〕椀(1)1輸入緑軸|破片(1) 19 S K005 Qx  

灰軸 ?聾?(1) 須恵器 聾(1)

須恵質土器 片口鉢?(1)聾〔東播系〕④|瓦質土器|鉢?(1) 土師器 小皿a(ヘラ〕回〔糸〕回杯a(糸〕停b?(I)杯e(l)丸底柄|焼塩登(2)

彊 lV -1田1V-a田 A'-a(1) B'ーb囚 瓦務 椀 c(1) 

水注 V-a囚咽田 趨州黛系 椀 1 (1) 

鉢 1-1b(2) 1-1C田町-1回 a'(1 ?) ? n(.l) 

(1) 飽泉窯系 椀 1 -2 a (1) 1 -2 - 4 (4) 1 -4 (2) 

盤 1 -2 (1) 背磁 1 -5 b (1) 1 (3) 

陶器
四耳費 V1I?白羽田 xn(B' C ，)巴(3) A' (羽?)

(3) A'-ab(羽?)田

岡安黛系 椀 破片(1)

皿 (1) 

燭台 B'囚 |受 IF'-a b.@ 壷?(1)椀(1)

小皿 B'(2) 椀 n -1 (1) n -3 b (1) n -3 (1) n -4 (1) n 

国産 常滑(1) 無軸(2) (3) lVa(1) 1V(4) IVXV(8) 1V?(1) V-

A'-a(l) A'-a b(1) A-O@B'/A-b(1) 1 (1) V -2 (2) V -2 b ? (1) V -3 (1) V-

C-aO(1) 白磁 4 (2) VI -1 b ? (1) VI!(1) V(3) 

金属製品 鉄器ω 鉱主宰(1) 皿 皿-2 (1) V?  (1) VI -1 b (1) 羽田(1) 刊

土製品 フイゴ羽口 炉壁 ×羽(6) 破片(1)

瓦類 文字m-7 (1) V -2 (1) 四耳壷 (2) 

石製品 石鍋片(5) 臼片(1) 四角硯② 灰軸 (1) 

19 S X003 ..c.. 須恵貿土器 鉢破片(1)

土師器 〈南 n-1)杯 a田.<大 SK 802-S 01330> 小 鉢 1-1a(1) 1(1) V?(1) 

皿 a回 四耳登 皿-1( E -a b ') (1) lV ? (E' -a ') (1 ) VII ? (A'ー

飽泉黛系 柚 lI2山 1 1 - 4 (1) 

青磁
同安窯系

椀(1)

皿 (1)1-1 b (1) 

陶器
b )(1)旭川

盤 皿(1) 1 (1) 

費 破片(1)、 F-a b .(4) 

椀 n -1 (1) 1V(1) 医-1 (1)不明(3) A'ーb(2) C-b(1)(壷lV?)(1) E(1) 

自磁 皿 VI x V1I(1) 石製品 滑石片(2) 滑石製品(1)

四耳壷 (2) 土製品 フイゴ羽口(1)

陶器 四耳壷 VI -2(1) 金属製品 鉄釘(1)

土製品 焼土スサ入〔炉壁?)(3) 瓦玉(1) 19 S X007 x 

19 S K 004 .. ‘ 土師器 杯a(糸〕 幌塩壷(1)

畑恵、器 差片大窪(1)蔓 b、杯 a、高杯、杯 c

土師器 小lIIla囚+，杯a回+，大杯a回聾(3) 鍋(2) 鉢胸部(1)1焼塩盛(4)
青磁

飽泉窯系 椀 11 -1 (1) 1 -4 a (1) 

同安黛系 椀 11 (1) 

瓦器 碗 c(7) 

椀 1 -1国 (6) 1 -2 - 4 (3) 1 -4 a団
白磁

椀 n -1 (2) 1V(1) 

皿 VI(2) 

(4) 1 -5 b (24) 緑軸 何~(1) 

飽泉窯系
小碗 1-2田

祈= m(1) 

A'ーb(1) B-a(1) C'-b(1) 

陶器 四耳壷 xno)

青磁 材= 1 -2 a'回凶 無軸(1)

同安軍事系
椀 1 -1 a回 1-1b(2) 1(1) 

皿 1-1a(1) 1-1b回(6) 1 (5) 

土製品 スサ入鋳型?(2) 瓦主0) 炉壁 フイゴ羽口

、 高鹿 椀 m-1 A(l) 

椀 n -1 (1) n -3 ? (1) n (2) 1V(5) V -1 ? 

(1) V -4 a (2) 四-2 (1) 咽ー 2x 3(2) 医ー

白磁
2国立(2)他破片(4)

皿 n Xm(2) 羽(5) VI?(1) VIX羽(2) 咽-2 

b回

水注 m(l) 四耳壷」回国(3)



飽泉署翼系 碗 1I-1~4(2)I-5b同

器形不明田?(1) 

同安黛系 椀 11-1 b(5) II ?(1) 

碗 ll-l(1) ll-IX3(1) ll(l) 1V(1) V-4 

b (1) V -4 (2) V?  (1) V -4 X VllI -1 X 3 
白磁 (2) 凋ー 2? (1)不明(6)

.sIl VI-1a(l) ll-IX咽(1)医-1 (3) 

宣(1)破片(1)壷(1)小形彊?(1)不明(3)

四耳壷 国(1)羽(1) Xll (1) 

A-a(l) C'-a(l) C-b(1) 

陶器 盤 1 a (3) 1 -1 b (1) 

鉢 田(1) VI-l白 C'(1) 

常滑?(1) 

瓦類 文字V-2 (1) 

石製品 滑石(1)

土製品 スサ入(2) フイゴ羽口(1)1弥生土器高杯

19S K012 X 

土師器 小皿 a(糸〕

趨州窯系 椀 Il(2) 

青磁
穏泉察系 腕 1 -1 - 4 (3) 1 -5 b (2) 

小椀 1 -1 (1) 

同安害事系 椀 1-1b(1) 1(1) 

椀 Il -1 X 3 (1) II片 (3) lV-la?(1)町(1)

白磁
V-4(1) V(クシ描き)(2) 羽 xVH(1) 医(1)

荷主司巧(4)

.sIl Il-la(l) VI-la(2) VI-lb(l) VI-VH(2) 

青白磁 椀×杯(1)

緑軸 破片〔糸)(1) 

陶器
C -a (四耳壷XD)(l) C-c(l) 

盤 m ?(1) 
石製品 滑石(1)

金属製品 鉄棒(7) 鉄器(3)

19SX014 .d. 

土師器 小皿 a(糸)(1)

背磁
越州窯系

飽泉窯系 椀 1-1 - 4 (3) 

白磁
椀 町(1) V-2(1)破片(3)

.sIl !X(1) 

陶器
A'ーb(1) C-b(1) 

鉢 C'(1) 

19 S K018 

車2州窯系

青磁 鐙泉窯系 椀 1-1?(1リ同安窯系|皿101
浅形椀(1)

椀 ll-l(1) ll(1) 1V-la(2) N(2) V(1) V 

白磁 -4X咽ー 1 ・3(2) 咽-2 (1) 医(1) 破片(10)

皿 Il-l(J) 

青白磁 輪花皿(1)

緑軸 破片(1)

陶器 盤 1 (1) b (1) 

19 S X020 .d. 

土師器 小皿 a(糸)(3) (へフ)(1)

背磁
匙州窯系

飽泉窯系 椀 1-4b?O) 1-5b(1) 

白磁 椀×皿 破片(3)

陶器
鉢 すり鉢〔国産)(1)

A -a (1) 

青花 ノj、竪f.sIlBl?(1)

金属製品 鉄器(1)

)
m
 

'
冒
且
e
E

(
-
a
-
'A-
、，，
--噌
A

wm
一
一
則

焼塩壷 1? (1) 

A'-b(l) E'(四耳壷?)(1) 

19 S K 032 .d. 

土師器 小皿 a(糸〕 脚付鉢?(1) 

青磁
徳泉窯系 椀 11 -4 (1) 1 -6 (1) 1 -1 ? (1) 

同安黛系 椀 11 -1 b (1) 

白磁
椀 Il-l(1) 1I-3b(1) ll(1) V-4c ?(1) 

.sIl II -1 a X田(1) VI -1 (3) 1破片(2)

緑軸 椀破片(1)

灰軸 ?墾(1) 椀(1)

盤 1 a (1) Il a (1) 

陶器 四耳壷 XD(1)

」ーー L一一←
A'-a (1) A'-b (鉢×盤〕

19S X034 0 

土師器 小皿 a

瓦器 椀(1)

白磁 皿|羽-VHO)

緑軸 (1) 

灰軸 ?費(1)

須恵質土器 鉢(1)

陶器 ID-a(1) 

土製品 縄文土器〈晩期〉聾(1)

19 S D037 X 

土師器 破片

瓦器 破片

青磁
徳泉熊系 椀 1! -4(1) 11馬鹿|椀阻(1)

同安窯系 椀 1!-lb(l) 

椀 Il(2) N-2(1) N(2) V-2 XVDlI X 3(1) 

V -1 X VDI-2 (2) 凋(1)

白磁 .sIl VI(2) 

四耳壷 (4) 

青白磁 合子 ? (1) 1 水注 ?(2)

盤 1 (1) 1-3② 

望建 1 ? (F -a ') (1 ) II (1) 

陶器 水注 VI(1) 

四耳壷 Il(1) N(2) VH-1 (12)六耳壷町(2) VI -1 

(2) 羽(20)

壷 II -1 (3) N -3 (1) N(2) 

無軸(1) 双耳宣XI-1 ?(1) E(1) 

瓦類 軒平(1)

石製品 滑石(1)

19 S X038 

|陶器|壷 11V-3 a (1) 

焼塩壷(1)

V -1 b (2) V-

V -2 (2) V -3 a (1)破片(1)樽 0-



皿 1 N x 11 -1 a (1) V?  (1) 羽一刊行)1破片(1)
緑軸 (2) 

灰軸 (2) 

陶器
鉢 I1 (1) 

四耳壷|皿ー1(E -ab') (1) 

瓦類 軒平〔老司)(1)

石製品 滑石(2) 砥石?(1) 

金属製品 鉄瓶1)

19 S K 045 B X 

土師器 小皿 a(ヘラ〕

白磁 椀 IN(2)

緑軸 〔大形品)(1) 

須恵貿土器 鉢〔片口)(1)

瓦類 軒平(1) 埠?(1) 

石製品 砥石(1)

lと笠品フイゴ羽口(1)

19 S K 050 D.. 

須恵器 軍 a@(1) 宣 b 董 1、3 重量 b(1) 椀 a(1) 

土師器 椀 c(1) 焼塩壷(1)

車S州黛系 皿 I1 (1) 
背磁 飽泉窯系 椀 I1 -4 a (1) 

同安窯系 皿 II-1b(1)

緑軸 〔内面花文)(1)

須恵質土器 要

陶器 四耳蜜 VIl (B/ A)(1) 

石製品 スリ石?(1) 

縄文土器〈晩期〉鉢.(1)

金属製品 鉱津(1)

19 S K052 X 

定患州窯系

青磁 1 (1) 

高麗 椀皿-1A(1) 

白磁
椀 1 -4 ? (1) 11 (2) N(2) V -2 (1)医?(1) 

方之月月(1)

llll 11 -1 a (2) VI(2) VI -¥1)[(2) 

陶器 B'ーc(鉢?)(1) D -a b (鉢?)(1)C '-a'b'(1) 

石製品 滑石(1)

19 S X054 ム

|白磁|椀 IN(1) 
|陶器|四耳壷IXII ? (1) 
19S X055 • 

多頁Jli:苦吾 杯 c 杯費

土師器 丸底杯 a、杯 a(へラ〕回、器台(1)大鉢②小皿 a(へ

ラ〕

瓦; 若器 小皿 a(へラ〕田椀C(2)

白磁 椀 111-1(1) 11-4(1) 1I(1) N(8) V-3a(1) 

皿 IVI -1 b (2) 羽 -W(2)

緑糊 (1)(硬陶)(1)

陶器 四耳萱|皿ーl(E -a b ') (1 ) 

石製品 スリ石?(1) 

縄文土器〈晩期〉鉢(4)

金属製品 鉱棒(2)

19 S K056 

|土師器|小皿 c(1) 1 焼塩壷(1)

|白 磁| 椀 I V?  (タテヘラ)(1)
19 S X057 • 

|土師器|丸底杯 c回杯 a田

|黒色土器1 B 1椀 c? 脚イ寸(1)
19 S X 060 L.与

|須恵器|破片

|土師器|小皿 a国

1-6a(1) 皿ー 2(2) 

支脚?(1) 

19 S D066 X 

土師器 小皿 a(糸〕田

青磁
越州窯系 椀皆1)

? (A'-a)片(1)

白磁 椀 11 -1 (1) 11 -3 (1) N(1) 

青白磁 破片(1)

盤 1(1) b(1) 

陶器
壷 11 ? (A)(1) 

費 ? (F '-a b ')(1) 

花盆 (B
W

-b)(1) 

石製品 滑石片(1)

1 -5 a (1) 

19 S X069 ム

|土師器|丸底杯 a田小皿 a(へラ〕回

|陶器 Ic'ーb(1) 
19 S D070上層 . 

須曹、器 皿 a 杯 a 聾 a

llll a (へラ)(1:?) 皿 a(ミ a)(6) llllc(1)杯 a(11) 杯

土師器
d (ミ a)(2) 杯 c(1)釜 3(ミ a)(4) 蓋 3(1) 大鉢

(3) 椀 c(ミ a)(6) 寓杯 b (ミ a)(4) 高杯 b(1)③ 

高杯×鉢(1)小聾 a(1) 聾 a(6) カマド?(1)

焼塩壷同

黒色土器
館川AB崎i系~綜 c田皿x祖 x相 3) 輔(1)

費×壷(1)

青磁 椀 I1 -1 a (1) 1?  (1) 

緑軸 〔硬陶〕小椀(2) 椀田

灰軸 皿(1)椀(1)

瓦類 軒丸(1)

金属製品 鉄君号(2)

19 S D070下層 . 

杯 a 杯 c(2) 小杯凪 a(1)椀?(2) 蓋 c3(5) 

須恵器 蓋 c4(3) 小室長 a 蓋 a(1) 壷蓋 a(1) 壷釜 a ? (1) 

壷?(1) 平瓶?(1) 憂 a 瓶把手?(文字ヘラ箔)(1) 

杯 a(11) 杯 c(ミ a) (1)杯 c? (1)杯 d (ミ a) (6) 

大杯 d(ミ a) (1)杯 e(4) 皿 a (ヘラ)(8) 皿 a (ミ

土師器
a) (6) 大皿 c(1)椀 c(1) 椀 c(ミ a) (1)釜 a 3 

〔ミ a)(2) 叢 3(1) 葺藍 3(ミ a)(lカ 高杯 b(4) 高杯 l

(2) 高杯 b X 蓋 3 (ミ a)(2) 鉢?(1)壷×費?(2) 

カマド(1)小婆 a(4) 中聾 a(1)聾 a側把手(1)

製塩費(1)焼温壷 I回同焼庖壷 1X 11(4) 

黒色土器
A F?(1) 破片ω
B 脚付重症字国

緑軸 〔軟陶〕皿回椀回

間恵質土器 鉢?(糸、混入品)(1) 

瓦類 軒丸〔コウロ館)(1)

土製品 フイゴ羽ロ(1)

弥生土器費(2)

19 S X 074 仁〉

|土師器|杯 a(糸〕



杯 cM 小杯 c(1)皿 a囚 (4) 椀 a(1)蓋 c2(7)1 

須恵器 釜 c3同小釜山)鐙×高杯(I)高杯凶鉢~

(1)壷(1) 聾 a(1)費×壷(l)

杯 a(1) 皿 aX高杯 a(ミ a)(1) 寓杯 a(1) 高杯(2)

土師器
椀〔ミ a)(1)小杯 c(~ a)回蓋 3(ミ a)(1)董 c

3(4) 小型 a(9) 費 a囚(2) カマド⑫1)

焼塩壷11b (1) 

金属製品 鉄瓶1)

19 S X079ζ〉

|土師器|小皿a 杯 a(ヘラ〕

|須恵器|費(1)

19 S D080上層(暗茶色粘土上・下層、茶色砂層〉 ・
須恵器 杯 c 杯 a 杯 d回皿 a 大皿 a? (1)大皿 c(2) 

椀 a(1) 椀 c 登 c2 ・c 3 ・c4 小室長 a3 大

登 c 3 高杯鉢 b 鉢大鉢壷 a 壷 a?宣

b ?壷 c、 dX f .大壷(2) 小壷鉢×壷 g ?、

壷蓋 a、土甘? 横瓶鉢? 至~a 円面硯?(1)小

受×鉢(1)

土師器 杯 a 杯 c(ミ a) 杯 d(ミ a) 杯 nna 皿 a

〔ミ a) 皿 c(ミ a) 大皿 c(ミ a) 大椀 c(ミ a)

椀 c 釜 c3， c 4 (ミ a) 蓋 b(ミ a) 大釜 c3 

〔ミ a) 大鉢〔ミ a) 鉢壷?宣 c?小査〔ミ

a) 小壷高杯 a、 b(ミ a) 盤?(ミ a) (1)小

費 a 中費 a 聾 a 把手カマド?

製塩建国(3) 焼塩壷 I、 11b 

黒色土器 A I椀×杯×胤(4) 搬入椀田
緑軸 〔軟陶〕縄田

灰軸 査蓋田|膏磁|趣州黛系|制ー 1a (混入品?)(I)

瓦類 鳩(2) 軒丸〔コウロ館)(1)

土製品 台?(1) フイゴ羽口(6) ルツポ(1) 土錘(2)

金属製品 鉄刀子(1)鉄相2) 鉄棒(1カ鉱物?(1) 

弥生土器〈後期〉器台(1) 縄文士宮署〈晩期〉費×鉢(3)

鉢(l)

19 S D080下層(背灰色粘土層) ・
杯 a 杯 nna 大皿 a 大皿 c 蓋 c 2、 c3 

須恵器 大蓋椀 C 高杯壷叢 a(2) 壷 b(1)検瓶?(1) 

鉢 b(2) 鉢(1) 費 a 聾 b? 

材~ a 材~ c ミ a) 杯 c 材~ d (ミ a) 何~ e 皿 a

皿 a(ミ a) 大 nnc (ミ a) 皿 cX大血 c(ミ a)

土師器
楓 c(ミ a) 大椀 c(ミ a) 鉢(1)高杯 b(ミ a)

壷 a(ミ a) 小壷〔ミ a) 蓋 a3(1)蓋 c3 (ミ a)

大蓋 c3 (ミ a) 費 a 中安 a 小吏 a 把手カ

マド(1) <大 SE400> 椀 c(浪人品〕囚

製塩聾(1) 焼塩壷1(1叫 11 b (10) 

瓦類 軒丸〔老司)(1)軒平〔老司)(1)

石製品 宇T製掻器〔サヌカイト)(1)

金属製品 鉄釘(2) 鉄浮(3)

土製品 フイゴ羽口(1)

縄文土器〈晩期〉鉢×費破片

19次灰色土層 . 

須恵器
杯?a 蓋? 壷片壷(2) 杯 c 円商硯 1C bニ

(1)費片把手?(1) 

丸底杯 a 杯 a(ヘラ〕 杯 d(愚容)(1) 小 I皿 a(へ

土師器 ラ、糸〕脚付小鉢(1)大蓋 3 脚(1)焼塩牽(5)

費、鉢(1)小壷(1) カマド?(1)搬入杯〔糸)(3)

A ?椀 c(1) 
黒色土器

椀 c(1) 托上椀(1)B 

越州窯系
腕 1(2) 1-2(1) 11(2) 11-3(1) 

杯 1(1)壷?1 (1)椀×皿×杯 1(4) 
背磁

同安窯系 皿 〔混入品)(1)

高麗 椀 m-1り) 恒三 b~ 皿②|小槻|皿(1)

椀 1 (1) 11 (14) II? (2) 11 -1 (13) 11 -2 X 4 

(1) 11 -3 (2) 11 -3 b (1) 11 -3 ? (1) 11 -4 

(2) 11 -4 b ②町-VRl(4) IV(4) 町 -1a ω 
IV -2 (1) N - V (4) V -1 (1) V -1 a (1) 

V -2 (1) V -2 a (4) V -3 a (1) V -4 b (1) 

白磁
〔内クシ目)(1)博 0-凹(1)破片(1)

nn 1I-1a(1) IIxm(4) V(1) V?(2) V-2 

(1) 羽(8) 珂ー1b (1) VI - ¥'H(9) 羽(1) 羽

-1 b (1) 破片(1)

壷?(1)鉢(1)

背白磁 椀(1)合子(l)破片(1)

緑軸 〔硬陶)(2)I (軟陶〕 椀 ?(4) 皿(1) 大形品(1)
灰軸 椀皿(2)回遊(1)

須恵質土器 鉢回鉢?(糸)(1) 

鉢 1 -1 a @ 1 -1 b (1) A -a '(2) 

四耳壷皿-l(E-ab')(l) 

陶器 盤 mo  

B -a (褐軸壷×水注)(1) F'-a ~努lV?混入品?)

(1) a W(2) 

瓦類 文字 1-1?(2) lV-1b(1) V-2(1) 軒丸〔老司)(1)

石製品 (1) 滑石製品(4) 石鍋(4) 砥石(1)

金属製品 鉄椋3)

土製品 フィゴ羽口(1)

19次暗褐色土層 . 

須忠告書 鉢 b(2) 高杯(1)小釜(l)釜、把手童小査費

土師器 小皿a(ヘラ、糸〕拘;a (へラ〕丸底杯a鍋?(I)小費?(1)脚(1)聾aカマ

ド(3)鉢?O)鍛入杯〔糸)@:3)鉢把手{り|焼塩雷nb(2)焼温蜜I同
瓦器 椀 c(4X5) 

黒色土器 B 椀 c(1)ウルシ入)(1) 台?②

椀 1 -2 (4) 

青磁
鎗州窯系 皿 ? 1 (1) 

冨?1 (1) 

椀(1) 壷回(2)

椀 1-4(1) 11(6) 11-1(7) 11-2X4(1) 11 

ー3(1) N(3) lV-1a(4) N-1b(1) N-V  

(4) V (4) V -1 (1) V -2 a (I) V -2 b (1) 

白磁
V -3 a (1)タテヘラ)(1) (段 2)(1) 

皿 11 -1 a (1) 11 X m(3) V(2) VI-1 a (2) VI 

-1 b (3) 羽(5) 不明(4)

冨(1) 四耳壷?(1) 

緑軸 〔軟陶〕椀×血(8) (硬陶〕腕白(1) 皿(1) 椀×皿(2)

灰軸 査×費(7)董(l)椀(2)

須恵賀土器 鉢〔片口?)(2) 費(1)壷〔前川6)(2)

陶器
鉢 A'-a'② 1 -1 a②|  豊富 | 皿o 1(1) 
A-a b'(I) C'(2) D(1) F-a.(1) 

瓦類
文字 1-12(1) 11 -3 (1) V -2 (2) 軒平〔老司)(1) 

文様鳩山

石製品 石鍋(4) スクレイパー〔サヌカイト)(1) 石斧(1)

金属製品 鉄棒

土製品 ルツポ(1)土錘(1)炉壁瓦玉(1)

その他 縄文土器〈晩期〉鉢、聾、弥生土器

蓋 3 壷囚

)圃'A-
(園、.，，-
ラ一へ一

F
E
L
-
a
一
杯一)

-
'A-
(
-
a
-
杯一

υ

市
川
一
附

京
一
破

22次緑色粘土層 × 

須恋器 査 dX f (1) 

青磁 盆州黛系 椀 11-2(1)

白磁 椀 11 (4) lV(1) V(2) V -1 (3) V -2 (1) 咽ー

1 (1) 

破片(3)

瓦類 文字m-2a 

金属製品鉄相1)



22次黒灰色土上・下層 A 

土師器 丸底椀 a 椀 c(ヘフ〕 小皿 c(へフ〕

背磁 帥系|櫨 11(2) II -2川
白磁 調1V(1)澗(1) 咽-1 . 3 X V -4 (1) 

皿羽(1)

緑軸 受(1)

瓦類 長方樽? 文字VI-l(1) ll-2(1) ll-8(1) 

生里製品 鉄片

22次暗灰青色土層 × 

|須恵器|建片(1)

|土師器|大椀 c、小皿 c? (2) 

22次暗脊色土層 O 

小皿 a(糸、ヘラ〕

-3 c (1)破片(2)

受片(1)

V(2) V-2(2) V 

22次暗青色土下層・最下層 O 

須磨、器 鉢(1) 聾 b(1)車1)j

土師器 丸底杯 a(1)小皿 a(糸、ヘラ〕 杯 a(糸〕 蔓 b(1 

器台(1)

瓦器 椀(1)

脊磁 飽州窯系 椀 I1 -1 b (1) 1 -2 (2) 

白磁 椀 1V -1 (1) V(1)破片(1)

皿 咽-2 (1) 

陶器 A(費?)(1) 

須恵器 高杯(1) 費片(1) I須恵質土器 l盛(1)
土師器 椀 c(2) 杯 a[ヘラ〕 小皿 c 丸底杯 a

青磁 越州黛系| 椀 I 1 -2 (2) II (1) 
白磁 椀 |破片(1)

背白磁 |破片(1)

石製品 石鍋(1)

木製品 曲物底断片(1) 板材(1)

椀 c片(1)費?(1) 

24 S E 113最上層 . 

須恵質土器 柄二 1(1)

土師器 小皿 a 椀 c(1) 

椀 lV(1) V -2 (1)破片(1)

白磁 皿l VI(1) 

椀 llx皿 VI(1)

陶器 AW-a(1) 

石製品 滑石石鍋片

金属製品 錐×釘(1)

土製品 鋳型〔鈴)(1)

椀 c 聾 b 費 a 不明大形

黒色土告書 A 鉢椀破片 IB I椀 c、杯 a
越州再翼系

青磁 高麗 椀 1-1(1) Ill-2(1) 

腕 1)

椀 ll(7) ll-I(1) ll-3(1) 1V(4) V(1) V 

白磁
-2 b (1) 

皿 llx皿(1) 刊行)

破片(5)

緑軸 〔軟陶〕椀×皿(1)破片(1)

瓦賀土器 鉢〔糸?)@

須恵質土器 彊〔前川6)(1)鉢(1) 費 b(1) 費

盤 1 (1) 

陶器 四耳壷 田(1)

鉢 A'-a '(2) 

土製品 フイゴ羽口(1)

中椀 c(3) 

〔長沙窯系?)(l) 

1 (1) 

中椀 c1 碗 c 聾 b1. b2 小皿

土師器 杯 a(糸)(1) 小皿 a(ヘラ、糸〕 鍋?(1) 大形品(1)

瓦器 椀〔畿内タイプ)(1)

越州熊系 椀 1 (3) 1 -2(2) 

青磁
壷?(2) 

高麗 椀 III -1 (1) 凹ー 2 A (1) 1 (1) 皿(1)

破片(1)

椀 ll-1(3) 1V(8) lV-lb(1) V(1) V-l(2) 

自磁 V -2 (2) V -4 (1)破片(4) (ヘラ片彫)(1)

血 N ?(1)羽(7)

須恵質土器 受片(1) 鉢(1) 畳〔前川6)(1)

B -C (壷?)(1) A '-a (1) E -b (四耳壷

陶器 m ? )(2) 
国産 費破片〔常滑 ?)(2)

瓦類 2次製品?(1) 

右製品 石鍋(3)

金属製品 鉄相1)

土製品 鋳型(1)

24次灰禍色土層・灰褐色砂層 . 

須恵器 受(1)杯?片(1)

土師器
丸底杯 a(1) 器台(I)小皿 a、小壷(1) 脚 (2) 不明

〔聖?)(1) 鉢×鍋(1) 搬入杯〔糸)(1) 丸底杯 C(1) 

越州窯系 椀い (2)

青磁 |壷 ?Ix町(2)

高麗 計椀 llO) NO) V (外商片彫)(1) V -1 (1) 

白磁 -1 b (1)破片付)

.nn. ll(2) 
須恵質土器 蛋[前川6)(1)鍬1)

陶器 E?(1) E-b(四耳盛田〕

瓦類 文字 1-8b(1)

石製品 滑石製品(1)

直堕製品鉄釘(2) 不明鉄器(2)



24次灰茶色土層・

土師器 杯 a(3) 小JIIlc (3) 小童(1)聾 b2(2) 把手(1) 費

(1)鉢(3) 鉢?(2) 

黒色土器 A 大形品(1)

青磁 越州窯系
続 ~同I1制I2畠T.州2歪量寵2 ×H系-オ2ζ?主b主】xE川c( (2}E 2dlaH b -d{1} 

2) ll(4) 

白磁 椀 1 (1) 

緑軸 〔軟陶〕椀×皿(1)

灰軸 ?破片(1)

瓦類 文字 1-4 (1) 1 -8 b (1) 1 -9 (2) II -1 (1) II -3 

(1) II -8 (1) m -1 (1) VI -4 ? (3) 「佐?J (1) 
不明(1)

石製品 不明製品(2) 滑石鍋(4)

金属製品 鉄製小札(1) 釘?(3) 不明鉄相1)

土製品 |空壁?(1) 

25 S X 123 .6 

土師器 杯 a片〔糸)(2)

自磁 椀 V -2 (1) 

皿 区-1 (1) 

青白磁 破片

陶器 A'ーb(1) 

石製品 右鍋(1) 小形石鍋A-1(1) 

土製品 Jレツオさ(1)

26 S E 271ζ〉

|土師器|杯 a(ヘラ)(2)

|瓦類|文字II-3 (1) 

費片(1)

カマド?

杯 c(2) 皿 a(1)費破片

杯 aX皿破片(1)杯 a<678 

杯 c 費破片平瓶口?(1) 

l緑相|破片〔軟陶)(1)
|瓦類|文棟場〔長方)(1)

27 S K201 • 

.土師器|杯 a(糸〕 小皿 a(糸〕 費(1)

27 S D202ζ〉

須恵器 材~ a (1) 

土師器 丸底杯 a 小皿 a(1) 脚(1) 器台(1)椀 c

黒色土器 B 椀 (1)

青磁 飽州黛系 椀 Ill-2(1) |水注 Im(1) 

白磁
椀 町(2) N-l a (2) V-1 (1) 破片(4)

皿 N(1) ll? (1) 

灰軸 材~(1)

開質土器 至極×壷片(1) 鉢(1)田

石製品 石鍋(1)滑石製品(1)

金属製品 鉄釘(2)

27 S K203 • 

須恵器 円面硯?(1)

土師君事 小皿 c(1)杯 a (糸〕 小皿 a (糸、へラ〕 高杯(1)

椀 c(ミガキ c)(1) 雑器片

瓦・器 椀 c(3) 

黒色土器 B 椀 c

飽泉窯系 椀 11-1 (2)、 1-5b?(1)

背磁 同安黛系
皿 1-1 b 

椀(1)

椀 N(3) V(1) V (クシ目)(1) V -1 (1) V -

白磁 4 X 羽一四(2) VI-1b(1) V-2?(2) 破片

(8) 

皿 羽(1)

青白磁 破片〔内クシ目)(1) 壷?破片(1)

瓦質土器 壷?(1) |須恵質土器|鉢田(5)

鉢 田(1)

陶器 盤 皿-b② I-b?(1) 

C'-ab(1) B'-a(l) A-ab(壷)(1) A'.ab(2) 

瓦類 文字II-3 (1) 瓦玉(1)

石製品 石鍋(3) 石斧(1) 滑石製砥石?

l-=!=製品 瓦玉(1)

丸底杯 a(1) 聾 b1、 b2、杯 a<大

須恵器 費 a(1) 受片(2) 杯叢(1)平瓶〔小形?)(1)冨×瓶

類(1)

jニlli1i著吾
丸底杯 a(1)鉢(1)小皿 a(ヘラ、糸〕 椀 c(1)器

台(2) 杯 a(ヘラ)(1) 中椀 c2(2) 喪 a(1) 費 b1(1) 

釜?(1) 聾把手(1)

瓦器 椀片(2)

A 腕片
黒色土器

椀(1)B 

脅磁
鎗州窯系 椀 I1 (1)ト 2(1) 

高麗 椀|皿ー 1(1) 

椀 E凶 ll-2 X 4(1) V(1)即シ、外タ|

テヘラ)(1)

白磁 JIIl 司自1a(l) VI-1b(l) 

破片(3)



1 -3 (1) 文様埠〔長方)(1)
椀
II(2) N(1) V(9) V-1(5) V-2(1) V 

白磁 -2 b (1) V -3 (2) VI. W(2) W?  (1)破片

(1) (輪花、タテヘラ)(1)

27 S X214 皿 W-1a(1) 

須恵器 聾 b(1) 受片(1) 緑軸 〔軟陶〕縄(2) (硬陶〕椀×皿(2)

土師器 椀 c 費 b1(1) 聾(4) 丸底杯 a ? 鍋?(1) 灰軸 椀(1) 壷(3) 椀?(1)不明破片(1)

瓦器 椀(2) 質恵質土器 椀〔糸)(1) 鉢?(1) 壷〔前川6)(1) 聾(1)

青磁 飽州黛系 |壷?(1) 瓦質土器 鉢(1)

白磁
椀 II (2) V?  (1) 

血 羽-1a (1) 

瓦類 軒丸(1)軒平〔老司)(1)軒平(1)文字 1 -1 (1) 

「平井.J r賀茂」 場(3)

陶器 B -a (四耳彊?)(1) 石製品 石鍋(4) 滑石製品(1)

金属製品 鉄器(1) 土製品 フイゴ羽口(2) ルツポ?(1) 鈴鋳型(1)蝶形磐鋳型

(1) 不明土製品(1)

金属製品 鉄瓶1)

椀片杯a 27-1次暗灰色粘土層 . 

須恵器 費 b(1)聾片大差(3) 杯 c 壷 d(1) 

小皿 a(ヘラ)(1)小皿 c 杯 a(へラ〕 丸底杯 a(4) 

須恵器 杯 C 聾
土師器

丸底杯 c 腕 c 椀 c(ミガキ c) 中椀 c 1 (1) 大

揖(1)丸底椀 a 釜〔大形)(1) 把手(1)鉢鉢?(2) 

土師器 椀 c(5) 中椀 c 椀 a(1)聾 b(1)杯 a (ヘフ)(3) 把手付鉢?(大形)(1)小聾(1) 費 a(1) 聾 b b 1 

小皿 c? (1) b 2 脚(1)器台(4) |境塩壷(1)

黒色土器
B 椀 c(2) 

緑軸 椀片(1)

瓦器 椀

黒色土器
A 椀 c(1) 

B 椀 c 托上椀(1)

瓦類 軒平(1) 椀 1 -1 a (1) 1 -2 (2) II ?(1) II -2 e 

27 S K224 0 
須恵器 破片(1) 聾片(1)

越州窯系
(1) II-2(2) II-2a(1) 

皿 1 (1) 

小皿 d(1)小皿 a (ヘフ)(2) 小皿 c? (1)杯 a(2) 青磁 水注 田(1)水注X登1(2) I杯11(1)1椀X血1'(6) 
土師器 丸底杯c 丸底杯 aX丸底椀 a(1) 告書台?(1) 椀 c ?椀(1)

片(1)大椀(1)大椀?(1)大形鉢 (2) 聾片 b 1 高麗 椀 国一2B(1) 

受?(1)聾 a<8 c)(2) 小費 a(1) カマド(1) 椀 NXV(lJ)、 II-5 (1)、 N(8)、N-1a(6)、N-2? 

製塩費(1) 焼塩宣 II-b (1) (1)、 V(1)、 V-1a(1)、 V-2 a (3)、 V-2b(1)、

黒色土器
ヰヰ輔片椀 c

青磁 椀 11 -1 (2) II -1 b (1) 

V-3(1) (輪花)(1) (タテヘラ)(1)博 0-
白磁 国破片(2)

m II -1 a (2) N (1) W -1 c (1) W -1 c (2) 
緑軸 〔軟陶〕椀?(2) 1 ? (輪花)(1)

灰軸 壷(1) 鉢 {餓)(1)1水注|胴1}j小椀1(1)1小盤?(1)

瓦類 文字 1-7 a (1) 文様埠〔長方)(1)大形埼 青白磁 椀〔輪花)(1)

金属製品 鉄器(2) 銅湾?(1) 

土製品 フイゴ羽口(1)不明土製品(1)鈴鋳型(1) 鋳型(1)
緑軸

〔硬陶〕段皿(1)椀×皿(1) (軟陶〕椀(1) 椀×皿(5)

壷×華麗破片(2) 大形品(1)

鋳型×ルツポ(1) 灰軸 椀 (1) 椀?(2) 壷?(3) 

瓦質土器 壷(1)

須恵質土器 鉢(3) 聾 b(1) 壷〔前川6)(1)

台付鉢(1) 杯 a片〔ヘラ〕 陶器 水注 無粕(1)

金属製品 鉄浮(1)

瓦類
軒丸(1) (コウロ館)(1) (老司)(1) 文様場(2) 文字

1 -3 (1) 1 -5 (1) 1 -7 b (1) 1 -8 b (1) II -4 b (1) 

II-5(1) II-6(1)皿-3(1) N-4(1) 

石製品 石鍋A-1(1)破片(5) 滑石製品(2)

小吏 a 鉢?
土製品

鈴鋳型(2) 不明鋳型?(円盤形)(1) 瓦玉(4) フイゴ

羽口(2) 土錘(1)鋳型片?(1) 

27-1次淡黄色粘土層

須恵、器 杯 c 聾 b ? 冨 b ? (1)壷破片(1)平瓶×壷

土師器
費 a 聾 b1、 b2 小皿 a(1)小皿 c 把手(1)杯

a 中椀 c 2 椀 c 椀〔ミガキ b) 大形品 (4)

須恵器 董費杯 c 会主?(2) カマド?(1) 

椀 c 丸底杯 a 杯 a (糸、へラ〕 小皿 a (へラ〕

土師器 小皿 c 小皿 d(1)丸底杯 c ? カマド?(2) 費 b
黒色土器

A 椀 c(3) 

B 椀 c(2) 

1、 b3、 b4 壷?(1)小聾 a 大形品(2) 不明破

片(1) 鍋〔混入品?)(2) 
青磁 童書州窯系

椀 |I(4) ト 2同 EωII-1b(1) 
JI -2 (2) 

瓦器 椀 c 水注 11 (4) 1壷蓋1(1)I不明 1II (1) 

黒色土器
A 鉢椀 c

B 椀 c

緑軸 nn. c (糸・軟陶)(1)椀〔軟陶)(2)
灰軸 畳(1)椀×皿(1)

青磁 i!&州窯系
椀 1I(5) トl.b(1) 1 -2 (3) い(1)

皿 1-3? (1-) 1椀×皿 1(1) 

須恵質土器 聾(1)

金属製品 鉄器(1) 錨?材料

瓦類 文字 1-4(2) II -1(1) II -2(2) II -3(1)増(1)

石製品 石鍋(1) 滑右製品(1)



27-1次灰色砂層 O 27 S X 163 • 

須恵、器
宣 b(1)壷破片費 a(1)皿 a 杯 a 高杯杯 c

平瓶?(1) 釜 c2、 c3 
土師器

大鉢(1)脚付鉢?(2) 器台(1)小皿 a(ヘラ〕 丸底

約二a 杯 a(へラ)(1)

受 a 費 b1、 b2 椀 c 小皿 c 杯 a 高杯 b 瓦器 椀(2)

土師器 中費 a 椀?(1)丸底椀 a(1) 中椀 c1 大形品? 黒色土器 B 椀

(1) 青磁 趨州黛系 壷?1 (1) 彊?II (1) 

製糧費(1) 椀 II(2) II-l(2) lV(I) V(2) V-1(1) V-

古式土師器高杯(1)

A 椀 c
黒色土器

椀 c 鉢?(1) B 

白磁
2 (1) 破片(1)外面ヘラ(I)

皿 II-1a(1) lV(3) V-2(1) V!(1) V!-1b(1) 

VlI-1 b(1) 

背磁 車B州窯系 椀 11(2) 1-1b(I) 1-3?(1) II-2(1) 水注 (1) 

白磁 椀 1(1) 青白磁 小壷〔瓜割)(1)

灰軸 椀(1) 隙恵質土器 壷〔前川6)⑫ 3) 椀〔糸)(1) 鉢(2) 費 b

瓦類 文字 1-2(1) II-l(1) II-3(1) 金属製品 鉄釘?(4) 棒状鉄器(1)

石製品 滑石製品(1) 瓦類 縛(1)

土製品 小仏像〔観音立像)(1) 土製品鈴鋳型(1)

27-1次灰色砂喋層 O 

器台(1)

杯 a(1)蓋 c

27 S 0230上層 O 

須恵器 柄~C

27 S 0130上・中層 O 

須恵器 杯費破片
土師器

器台(2) 鉢?(1)小皿 a(ヘラ)(2) 小皿 c 杯 a破

片聾 b 蔓 b 1 高杯(1)椀 c 中椀 cX小皿 c

土師器
杯 a(ヘラ)(2) 丸底杯 a 小皿 a(糸)(1) 椀 c 器

台(1)聾 a

瓦器 椀破片

メL底杯 c? (2) 

議色土器
A 椀 c

B 椀破片

黒色土器 A 椀破片

椀 II(I) 
青磁 飽州窯系

椀 I壷1(破2) II(1) II-3(1) 
片 II(1) 

白磁 椀 IIX皿 VI(3) 白磁 椀 lV X V(1) 

蓬 (1) 緑軸 〔軟陶)(1)

瓦類 軒丸(1) 文字II-8(I) 灰軸 ?聾破片(1)

土製品 瓦玉(1) 陶怠質土器 鉢〔片口)(2) 鉢(1)壷×要(1)

27 S 0130下層 Oム 金属製品 鉄器(2)

土師器 受 b 1 (1) 丸底杯 a(1) 瓦額 文字 1-9(1) X医(1)

緑色土器
A 椀

B 椀 c

石製品 砥石?(1) 

土製品 不明土製品(1)

樹 lV-1(I) V(1) 27 S 0230下層 O 

白磁 皿 II -1 (1) 須恵器 事艶

緑軸 破片〔軟陶)(1)

陶器 E (四耳ill?)(1) 
土師器

要 a 受 b 1 .1)、皿 a(ヘラ〕 杯 aく大 SK678、 S 

E400> 丸底杯 a 椀 c 器台(1)

瓦類 文字ト 5(1) II-8(1) ill-7(1) 却(1) ド

木製品
下駄大(1)下駄小(1) 幽物lV(l) 棒状木製品 B(1

E(2) 板状木製品(4) 建築部材?(1) 木柄?(1) そ|

の他(2)

A 椀 c
黒色土器

椀B 

青磁 越州黛系
椀 11(1) II-3(1) 

|壷 1(1)壷?II (1) 

27 S K 155 • 白磁 椀 VO) 破片(1)

土師器 器台(1)小皿 a [ヘラ〕 丸底杯 a 杯 a(ヘラ〕回 陶窓質土器 費(1) 鉢(1) 壷〔前川6)(1) 費 b(1) 

費 b1 瓦額 文字 1-3(1) 1-7b(1) II-4b(1) 皿-4(1) 不明

瓦器 椀 c(1) 0) 軒平〔コウロ館)(1)

碗 II(1) lV(1) (青白磁?)(1) 土製品 生産用具(1)

白磁 皿 V!-1 b(1) 27-2次黒褐色土凹み O 

鉢 〔玉緑、内クシ、ヘラ描)(1) (玉緑、無文?) 土師器 器台(6) 小皿 a (ヘフ〕 丸底杯 a 杯 a(ヘフ)(2) 

(1) (外反口縁〕② 聾破片(2)

須恵質土器 鉢(1) 越州窯系 椀 1(1) II-3(1) 

陶器 A'-a・b(四耳壷皿?)(1) 青磁 同安窯系 椀 1 -1 b (1) 

27S 0157 0 高麗系 科二 血(1)

土師器 大鉢(1) 丸底杯 a(1) 脚(1)小皿 a(糸)(2)(ヘラ)(2) 椀 (1) 

背磁 高麗 椀|皿ー 2(1) II (8) II -1 X 2 (4) II -1 X 3 (4) II -2 X 

椀 II (1) II -1 (4) lV(5) 1噂 0-ID(2) V -2 a 碗 4(1) II-3 X 4(2) lVuカ VO) V-l? 

白磁
(2) V -4 a (1)破片(6)

皿 II-la(1) 珂(3) 羽ー1b (1) 

(1) V-la(5) V-2a(3) V-3a(3) V-l 

X 2 b (2) V -4 c (1) v! (1) v! -2 (1)咽

水注 国

緑軸 椀〔軟陶・糸)(1)
自磁

-2 ? (1)破片(14)

皿 II?(1) II-la?(1) II-1(1) lV?(1)羽

陶器 B'-b 四耳壷皿 XlV)(I) (8) v! -1 a (3) v! -1 b (8) 

瓦類 文字 1-8b(1) 1-8(1) 水注 〔瓜割〕④②把手(2) 注目(2) 口縁(1) 破

石製品 石鍋(2) 滑石製品(1) ¥W(I) 
土製品 猿面硯VBa(1)

-118-



|鉢.(3) 鉢〔鉄絵)(1) その他(3)

背白磁 椀他(6)

灰軸 壷(1)

瓦質土器 鉢?(2) l須恵質土器|冨〔前川6)(1)
査 I?A'ー b

陶器

A'-a ③ A'-b(2) B'-ab(四耳壷皿?)(1) 

金属製品 鉄器(5) 鉄滞(1)

石製品 石鍋A-1(1)破片(9) 滑右製品(5)

土製品 不明鋳型(1)円板〔小皿 2次利用?)(1)炉盤?(2) 

瓦玉(2)

27-2次暗灰色土層 O 

須恵器 壷 d ? (1) 費片(I)

土師器 議(1)椀破片(1)椀 c(1) 小皿 a(ヘラ〕

背磁 越州窯系
椀 1_1附 1-1 b (1)ト 2(1) 11凶 E

|壷 11? (1) 水注11(2) 蓋(1)

長沙窯系 鉢?(褐彩)(1)

白磁
椀 1 (3) 破片(2)

皿 N(2) 珂?(1) 

青白磁 ? (1) 

緑軸 〔軟陶〕蜜(1) 椀×血(4) (硬陶)(2)

灰軸 椀(1)

須恵質土器 軍破片〔前川6)(2)

陶器 A'-b(1) F?(混入品か)(1)A・-ab(壷?)(1)

瓦類 軒丸(1) 文棟I導(1)

土製品 Jレツオぞ(1)
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付編



1 "本文に使われた記号、分類の説明

遺構番号

付編 I

条坊Eから個有遺構番号を次のように改める。条坊Eまで使用した遺構番号はそのままとし調査次

数を前列に付加するo

/1六六¥

『条坊I.nおよぴW'n.nで示していない分類事項については下記に出典を明示する o

井戸分類 横田賢次郎「大宰府検出の井戸ーとくに形態分類を中心としてーJ Ii'九州歴史資料館研

究論集3.n (1977) 

文字瓦分類 石松好雄・高橋章「大宰府出土の瓦について(二)JIi'九州歴史資料館研究論集4.J1(1978) 

軒瓦分類 高橋章「鴻腫館系瓦の様相J 1/'九州歴史資料館開館十周年記念大宰府古文化論叢下巻』

(1983) 

製塩土器 森田勉「塩壷考JIi'大宰府古文化論叢下巻.!(1983) 

硯分類 横田賢次郎「福岡県内出土の視について一分類と編年に関する一試案一JW'九州歴史資料館

研究論集9.o(1983) 

染付分類 小野正敏 r15-16世紀の染付椀、皿の分類と年代JIi'貿易陶磁研究No2 .n (1982) 

滑石製石鍋分類 森田勉「滑石製容器一特に石鍋を中心として一Jr仏教芸術148.8(1983) 

2，土器分類の追加

『条坊ill.!で新しく出現した分類番号については次の挿図番号を参照するとよい。

土師器

小杯 C fig.37-13 

杯 e fig. 30-1、

須恵器

大蓋 c3 fig. 32-46-49 

蓋 C4 fig.31-31 

黒色土器

小椀 fig. 54-8 

瓦器

杯(小皿)a fig. 62-9 

高杯a fig.30-15 蓋b

高杯b fig. 30-16， 34-34 

壷b fig.35-66 鉢b

壷c fig.32-88 皿c

杯 c fig. 29-7 

杯(小皿)C fig. 64-1 

-1-

fig. 30-4、

fig.35ー 63

fig. 37-8 



龍泉窯系青磁

椀 12 'a' fig. 8・15 杯 12 a' fig. 11-15-17 皿11 c 

越州窯系青磁

杯、E fig.65-23 壷蓋I fig.66-11 水注H

皿n(灯蓋)fig. 47-8 査・水注I fig.66-10 

水注血 fig. 62-1 椀n1 a fig. 3 -18 
高麗青磁

33-105 

椀 11 fig. 55-7 椀ill1A fig. 44-4 椀田 3

椀 12 B b fig. 8 -21 椀ill2b fig.40-35 椀ill2A

小椀皿 fig. 40ー 25 椀n1 fig. 54-2 椀皿 2B 

杯、E fig. 71-8 

白磁

椀n3 b fig.27-14 椀博多0一皿 fig.65-14、 四耳壷皿 1

椀n4 fig.27-13 71一7・12 四耳壷ill2

椀n5 fig. 65-9 椀前川M fig.50-11 

椀V1 c fig. 59-10 皿V2 fig. 7 -4 

椀V4c fig.38-27 皿百 2b fig.64ー 7

皿四 1c fig. 65-5・6、71-1 

陶器

査n1 fig. 14-33・34 四耳査H fig.20-96 水注羽

査n2 fig. 14-35・36 四耳壷皿 1 fig.41ー 25 水注VJI

壷E fig.38-40 四耳壷町 1 fig. 21-98・99 盤固

壷N3 fig.28-19 六耳査町 2 fig.24-107-109小皿

査町 3b fig. 14-39 双耳査XI1 fig. 20-95 花盆

査N4 fig. 39-16 

『条坊n.!l付編16・17頁およびfig.14は下記のように r条坊ill.!lから訂正するo
盤n2 a ・bは盤12 a ・bに訂正するo

3.土師器の統計値

fig.40-13 

fig. 70ー 20、

fig. 63-5 

fig. 44一5

fig. 55一27

fig.65-26 

fig. 10-9・10

fig.10一7・8

fig. 13-30 

fig. 13-32 

fig.42-25 

fig. 7 -16-19 

fig. 7 -20 

本文中「口径10.8-111.5-11.7-11.91-12.4佃」と記録しているもので両端の数値10.8-12.4は

計測値の範囲、口内の11.5-11.9は附統計値、中央の11.7は平均値を示す。慨しでは確率

95%により計算した標式遺構出土土師器の法量表を載せているが、この表を参照して平均値の近い型

式に比較しようとする土師器を同定できるo

- 2一



4.標式遺構の追加 (tab.6) 

8 C前半から 8C後半の基準資料が二、三増加したので『条坊ll.nの標式遺構に追加を行なう o 『条

坊1.834頁において 7C後半ー 9C前半の基準となる遺構、土層、.年代を提示しておいたが、今回は

以前ととくに大きく変わるものではない。 8C代においては土師器よりも須恵器の方が細部変遷をた

どるのに有効であるo

大85次 SD2340下層*r天平六年 (734)J銘木簡を出土しているo須恵器蓋 C 1、C 2、C 3があり、

C 2の割合が多い。 C3はごく少量で小さな三角口縁をなすものはみられない。

条 2S D 001 須恵器蓋 C 2、 C 3があり、小さな三角口縁をなす C 3が少量入るo 上記大SD 2340 

と類似するが蓋 C2の割合が減少するところから SD 2340の後半に位置づけられ 8C中頃に近い年代

と考えられるo

段階 型式・遺構 年代観

I 政庁第I期整地層
700 

E 大S02340 725 

目 条 2S D001 750 

N 大大s s K K 11 22 880 5 条 5S K 015 775 

V 大SE1081 大SK 1084 
800 

W 大SE400 825 

tab. 6 8 Cの標式遺構

5. Ii'条坊11.6 18頁第11トレンチ(第11ー2次調査)11 S K 050出土土器の訂正

fig.24の陶器四耳査17は古瀬戸系と報告したが、これは誤りで中国陶器四耳壷m1類に訂正するo

また年代は古瀬戸出現年代から13C前半と推定したが、土師器から大SK 1204型・ 12C中頃が正しい。

このことから付表50頁、 SK050の陶器古瀬戸系四耳査(1 )も(中国製)四耳査m1 (1) に訂正

される o

* 九州歴史資料館『大宰府史跡昭和58年度発掘調査概要JJ (1983) 
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付編 E
第16次調査出土遺物の補遺

『条坊llJ35頁6AYN-B地域(第16次)調査において遺漏していた遺物をとり上げるo

出土遺物(fig.84) 

1は白磁皿で胎土は純白色に近くやや砂味をおぴ、る。紬は水色味で柔らかい光沢を有し、貫入があ

るo 体部外面下半から底部外面には施紬されない。化粧土があるo体部中位で鈍く屈曲し、口縁は外

反する。高台部は内側を斜めに削り、畳付の外側は浮く。底部の形態は II1 a類に類似するが、径は

大きく、胎土、紬調は異なるo 外面下半以下は回転ヘラ削りされる。体部内面中位に段を有し、外面

にはヘラ状縦沈線があるo 16 S D088出土。共伴土師器は大SK802型でllC中頃。この種のものは福

岡城跡では北宋初期に分類されているが、大宰府出土例は現在の時点ではllC以降に限られるo

2は白磁椀町 1b類。高台部見こみは直径 5cmの円形焼台痕がみられるo その外周に黒茶色の粒子

が付着する o 16 S D 092出土。共伴土師器は大SK802型、 SD 1330型の 2型式を含む。 llC後半。

3は灰紬陶器椀。内外に施紬されるo 16 S K 090出土。共伴土師器は大SD205A型で10C前半。 4

は須恵器査または盤の獣脚で、 16S K 090出土であるが古期のものが混入したと思われるo

5は須恵質土器の鉢。胎土に黒色粒子を含む。内外面は横ナデの凹凸がつく o 暗茶色土層出土。

16S D088 

¥ミヲイ
暗茶色土層

. . . 

16S D092 16S K090 

¥: ヲイ て:一寸

。

fig.84 第16次調査 (6A Y Nー B地区)出土遺物実測図

出土遺物一覧表の追加 (tab.7) 

『条坊ll.o51頁に次の項目を追加するo

16S D088 0 16S D092 0 

1¥ 

15cm 

土師器
丸底杯a<大SK802)小皿a<大SK 674-S E 1083)胸 (2) 

土師器
丸底杯a<大SD 1330)小皿a<大SD1330)杯 a<大SK 674-

焼塩蛮D(1) 聾 a・b 杯 a 丸底杯c S E 1083) <大SK 802) 中続c2 
黒色土器 A 椀c 黒色土器 A 椀 c

B 椀 瓦器 椀 E
緑紬 椀(1)

白磁 皿 U1)
緑粕 杯皿 w
青磁

l破片 (2) 
須恵質土器 資受(1)

白磁 錦 町1b (2) 町(1)その他(1)
破片 (2) 

土製品 (1) 須恵質土器 鉢(1)
金属製品 鉄釘(1)、鉄器片(1) 金属製品 鉄釘(1)

16S K090 (追加)

| 須恵器 l獣胸(1) 資(1)
| 灰勅 l椀(1)

tab. 7 
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